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第
一
章
昭
和
天
皇
と
極
東
国
際
軍
事
裁
判
第
一
節
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
と
新
憲
法
の
制
定
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
敗
北
し
た
日
本
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
一
日
、
連
合
国
に
よ
る
占
領
を
受
け
い
れ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
八
月
一
一
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
表
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
軍
の
無
条
件
降
伏
を
受
け
入
れ
る
一
方
で
、
大
日
本
帝
国
が
最
も
こ
だ
わ
っ
た
の
が
国
体
の
護
持
で
あ
っ
た
。
当
初
、
四
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
が
、
東
郷
茂
徳
外
相
が
提
唱
し
天
皇
の
裁
可
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
｢
国
体
の
護
持｣
と
い
う
一
条
件
の
提
示
に
絞
ら
れ
た
。
こ
の
国
体
の
護
持
と
は
、｢
天
皇
の
国
家
統
治
の
大
権
を
変
更
せ
ざ
る
条
件
の
も
と
に｣
と
日
本
文
で
は
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
英
文
で
は
｢
主、
権、
的、
統、
治、
者、
と、
し、
て、
の、(
傍
点
丸
山)
天
皇
の
大
権
に
変
更
を
加
え
な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
に
(
)｣
と
書
か
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
、
国
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1078
一
鮎
川
潤
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
家
の
統
治
の
主
権
者
で
あ
り
そ
の
大
権
を
保
持
す
る
の
は
天
皇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
連
合
国
に
是
認
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
｢
国
体
の
護
持｣
が
連
合
国
に
よ
っ
て
最
終
的
に
承
諾
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢
朕
ハ
ニ
国
体
ヲ
護
持
シ
得
テ
(
)｣
と
い
う
よ
う
に
あ
た
か
も
承
諾
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
八
月
一
五
日
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
の
詔
勅
は
、
単
な
る
願
望
の
表
現
と
い
う
の
で
は
な
く
、｢
状
況
を
あ
る
ふ
う
に
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
状
況
を
結
果
的
に
も
た
ら
そ
う
と
す
る｣
｢
予
言
の
自
己
成
就｣
を
意
図
的
に
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
一
九
四
五
年
に
入
り
敗
戦
色
が
濃
く
な
っ
た
二
月
一
四
日
、
近
衛
文
麿
元
首
相
は
降
伏
を
進
言
し
た
が
、
天
皇
は
国
体
の
護
持
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
に
も
う
一
戦
し
て
少
し
で
も
形
勢
を
好
転
さ
せ
て
か
ら
和
平
交
渉
へ
臨
も
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
点
で
降
伏
交
渉
を
開
始
し
て
い
れ
ば
、
東
京
を
は
じ
め
と
し
て
地
方
の
主
要
都
市
を
空
襲
で
爆
撃
さ
れ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
多
く
の
住
民
を
死
亡
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
沖
縄
戦
に
よ
っ
て
老
若
男
女
の
住
民
を
戦
闘
に
巻
き
込
ん
で
そ
の
命
を
奪
う
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
七
月
二
六
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
の
ち
、｢
黙
殺｣
な
ど
と
い
う
言
辞
を
弄
す
る
こ
と
な
く
、
受
諾
の
条
件
と
し
て
国
体
の
護
持
に
つ
い
て
の
確
約
や
言
質
を
得
よ
う
と
し
て
時
間
を
浪
費
せ
ず
、
そ
の
受
諾
を
決
定
し
て
い
れ
ば
、
広
島
に
ウ
ラ
ン
爆
弾
が
落
下
さ
れ
、
長
崎
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
、
あ
わ
せ
て
二
一
万
人
以
上
の
人
々
の
命
が
犠
牲
に
さ
れ
、
一
五
万
人
以
上
の
人
々
が
灼
熱
と
爆
風
に
よ
っ
て
皮
膚
が
崩
れ
落
ち
ケ
ロ
イ
ド
に
な
っ
た
り
、
臓
器
が
む
し
ば
ま
れ
て
放
射
能
の
後
遺
症
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
事
態
は
避
け
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
国
民
に
民
主
主
義
を
実
現
し
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
、
新
た
な
憲
法
の
制
定
が
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、
幣
原
喜
重
郎
内
閣
の
下
で
松
本
烝
治
国
務
大
臣
(
元
商
務
大
臣
・
子
爵)
を
委
員
長
と
し
て
、
美
濃
部
達
吉
、
清
水
澄
、
野
村
淳
治
を
顧
問
と
し
、
宮
澤
俊
義
、
河
村
又
介
、
清
宮
四
郎
、
入
江
俊
郎
、
佐
藤
達
夫
ら
が
参
加
し
て
組
織
さ
れ
た
通
称
松
本
委
員
会
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1077
二
が
作
成
し
た
松
本
試
案
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
(
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
(
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部)
の
要
求
水
準
を
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
(
)
。
結
局
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｇ
Ｓ
(
G
o
v
e
rn
m
e
n
t
S
e
ctio
n
(
統
治
局
、
政
府
局)
、
民
政
局)
に
起
草
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
草
案
の
作
成
に
あ
た
っ
た
。
作
成
さ
れ
た
案
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
コ
ー
ト
ニ
ー
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
(
C
o
u
rtn
e
y
W
h
itn
e
y)
少
将
・
民
政
局
長
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ル
イ
ス
・
ケ
ー
デ
ィ
ス
(
C
h
arle
s
L
o
u
is
K
ad
e
s)
大
佐
・
民
政
局
次
長
ら
と
日
本
政
府
の
代
表
と
し
て
佐
藤
達
夫
法
制
局
第
一
部
長
、
長
谷
川
元
吉
外
務
省
通
訳
、
小
畑
薫
良
翻
訳
官
に
白
洲
次
郎
ら
も
加
わ
っ
て
逐
条
の
検
討
が
行
わ
れ
、
原
案
の
作
成
に
至
っ
た
。
松
本
試
案
で
は
天
皇
は
主
権
統
治
者
の
地
位
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
で
は
、
象
徴
と
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
sy
m
b
o
l
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
象
徴
と
い
う
提
案
は
、
幣
原
喜
重
郎
首
相
が
連
合
軍
最
高
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
(
D
o
u
g
las
M
acA
rth
u
r)
と
会
見
し
た
際
に
提
案
さ
れ
た
と
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
腹
心
の
部
下
で
あ
っ
た
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
(
B
o
n
n
e
r
F
e
lle
rs)
准
将
、
そ
れ
以
前
に
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
調
整
委
員
会
の
ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト
ン
(
H
u
g
h
B
o
rto
n)
ら
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
松
本
試
案
の
内
容
が
毎
日
新
聞
の
ス
ク
ー
プ
に
よ
っ
て
外
部
に
知
ら
さ
れ
た
の
が
一
九
四
六
年
二
月
一
日
、
そ
の
内
容
に
危
機
感
を
抱
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
憲
法
草
案
の
作
成
委
員
会
を
結
成
し
た
の
が
一
九
四
六
年
二
月
四
日
、
日
本
政
府
の
代
表
に
作
成
さ
れ
た
草
案
が
提
示
さ
れ
た
の
が
一
九
四
六
年
二
月
一
三
日
、
日
本
政
府
の
代
表
団
と
の
間
で
夜
を
徹
し
た
調
整
が
行
わ
れ
て
成
案
が
作
成
さ
れ
た
。
内
閣
の
閣
議
に
か
け
ら
れ
た
の
ち
に
、
公
表
さ
れ
た
の
が
三
月
六
日
と
急
ピ
ッ
チ
の
展
開
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
の
よ
う
に
非
常
に
短
い
時
間
に
憲
法
の
成
文
が
完
成
し
た
の
は
、
一
九
四
六
年
二
月
二
六
日
に
極
東
委
員
会
の
第
一
回
の
開
催
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1076
三
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
な
れ
ば
憲
法
の
制
定
は
極
東
委
員
会
こ
れ
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
英
国
、
中
国
等
と
と
も
に
ソ
連
の
代
表
が
加
わ
っ
て
い
る
の
管
轄
と
な
る
と
こ
ろ
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
そ
れ
以
前
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
主
導
権
の
も
と
で
憲
法
を
制
定
し
た
い
と
考
え
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
極
東
委
員
会
が
発
足
す
る
二
月
二
六
日
ま
で
に
、
あ
た
か
も
日
本
政
府
が
自
ら
の
手
で
憲
法
改
正
案
を
ま
と
め
あ
げ
た
か
の
よ
う
な
体
裁

を
と
り
つ
く
ろ
う
こ
と
が
必
須
の
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、｢
密
室
の
九
日
間｣
で
突
貫
作
業
が
行
わ
れ
た
背
景
で
あ
っ
た
(
)
。
国
会
に
上
程
さ
れ
、
一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
、
第
九
〇
回
帝
国
議
会
の
審
議
を
経
て
、
一
部
修
正
が
行
わ
れ
た
の
ち
枢
密
院
へ
送
ら
れ
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
枢
密
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
成
立
し
た
。
公
布
さ
れ
た
の
が
、
当
時
は
明
治
時
代
の
天
長
節
が
転
じ
た
明
治
節
で
、
現
在
｢
文
化
の
日｣
と
な
っ
て
い
る
一
九
四
七
年
一
一
月
三
日
、
施
行
さ
れ
た
の
が
一
九
四
七
年
五
月
三
日
で
あ
っ
た
。
新
し
い
憲
法
で
は
、
国
民
が
主
権
者
と
な
り
、
天
皇
は
統
合
の
象
徴
と
な
っ
た
。
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
権
利
が
認
め
ら
れ
た
り
、
制
限
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
権
利
の
制
約
条
件
が
外
さ
れ
て
無
条
件
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
権
利
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
占
領
後
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
四
日
に
い
ち
早
く
｢
政
治
的
民
事
的
お
よ
び
宗
教
的
自
由
に
対
す
る
制
限
の
撤
廃
に
関
す
る
覚
書｣
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
も
予
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
覚
書
で
は
以
下
の
よ
う
に
、
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1075
四
治
安
維
持
法
、
思
想
犯
保
護
観
察
法
お
よ
び
施
行
令
、
保
護
観
察
所
官
制
、
予
防
拘
禁
の
手
続
お
よ
び
処
遇
令
、
国
防
保
安
法
、
宗
教
団
体
法
な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
り
、
そ
の
効
力
の
停
止
が
記
さ
れ
て
い
る
。
【

】
政
治
的
民
事
的
及
宗
教
的
自
由
ニ
対
ス
ル
制
限
ノ
撤
廃
ニ
関
ス
ル
覚
書
(
一
九
四
五
年
一
〇
月

日
、
総
司
令
部)
一
日
本
帝
国
政
府
ハ
経
済
的
、
民
事
的
及
宗
教
的
自
由
ニ
対
ス
ル
制
限
並
ニ
人
種
、
国
籍
、
信
仰
又
ハ
政
見
ヲ
理
由
ト
ス
ル
差
別
待
遇
ヲ
撤
廃
ス
ル
タ
メ
(
イ)
左
記
ノ
事
項
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
法
律
、
勅
令
、
省
令
、
命
令
及
規
則
ヲ
廃
止
シ
其
ノ
効
力
ヲ
直
ニ
停
止
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

天
皇
、
皇
室
及
帝
国
政
府
ニ
関
ス
ル
自
由
ナ
ル
討
議
ヲ
含
ム
思
想
、
宗
教
、
集
会
及
言
論
ノ
自
由
ニ
対
ス
ル
制
限
ヲ
設
定
又
ハ
之
ヲ
維
持
ス
ル
モ
ノ

情
報
ノ
蒐
集
及
領
布
ニ
対
ス
ル
制
限
ヲ
設
定
シ
又
ハ
之
ヲ
維
持
ル
ス
マ
マ
モ
ノ

法
令
ノ
条
文
又
ハ
其
ノ
適
用
ニ
ヨ
リ
人
種
、
国
籍
、
信
仰
又
ハ
政
見
ヲ
理
由
ト
シ
テ
特
定
ノ
者
ニ
対
シ
不
当
ナ
ル
恩
恵
又
ハ
不
利
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
(
ロ)
上
記
ノ
(
イ)
項
ニ
該
当
ス
ル
法
規
ハ
左
ノ
モ
ノ
ヲ
含
ム
。
但
シ
左
ノ
モ
ノ
ニ
限
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ

治
安
維
持
法
(
昭
和
十
六
年
法
律
第
五
十
四
号
、
同
年
三
月
十
日
頃
公
布)

思
想
犯
保
護
観
察
法
(
昭
和
十
一
年
法
律
第
二
十
九
号
、
同
年
五
月
二
十
九
日
頃
公
布)
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1074
五
思
想
犯
保
護
観
察
法
施
行
令
(
昭
和
十
一
年
勅
令
第
四
百
一
号
、
同
年
十
一
月
十
四
日
頃
公
布)

保
護
観
察
所
官
制
(
昭
和
十
一
年
勅
令
第
四
百
三
号
、
同
年
十
一
月
十
四
日
頃
公
布)

予
防
拘
禁
手
続
令
(
司
法
省
令
第
四
十
九
号
、
昭
和
十
六
年
五
月
十
四
日
頃
公
布)

予
防
拘
禁
処
遇
令
(
司
法
省
令
第
三
十
号
、
昭
和
十
六
年
五
月
十
四
日
頃
公
布
(
))
新
た
な
憲
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
自
由
権
と
し
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
学
問
の
自
由
(
二
三
条)
、
信
教
の
自
由
(
二
〇)
条
、
思
想
及
び
良
心
の
自
由
(
一
九
条)
、
表
現
の
自
由
(
二
一
条)
な
ど
が
あ
る
。
言
論
出
版
集
会
お
よ
び
結
社
の
自
由
と
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
お
い
て
も
第
二
九
条
、
第
二
八
条
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
｢
法
律
ノ
範
圍
内
ニ
於
テ｣
と
一
言
限
定
が
第
二
九
条
に
付
け
ら
れ
た
り
、
第
二
八
条
に
は
｢
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ケ
ス
及
臣
民
タ
ル
ノ
義
務
ニ
背
カ
サ
ル
限
ニ
於
テ｣
と
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
も
っ
と
も
に
思
わ
れ
が
ち
な
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
、
引
用
し
た
よ
う
な
立
法
や
措
置
を
生
ん
だ
。
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
過
酷
な
制
限
と
抑
圧
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
労
働
運
動
や
日
本
共
産
党
を
は
じ
め
と
す
る
政
党
へ
の
弾
圧
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
、
複
数
の
牧
師
の
死
者
を
出
す
過
酷
な
取
り
締
ま
り
や
取
り
調
べ
に
よ
る
弾
圧
、
キ
リ
ス
ト
教
ば
か
り
で
は
な
く
大
本
に
対
す
る
聖
殿
の
打
ち
こ
わ
し
や
検
挙
、
さ
ら
に
創
価
学
会
等
の
宗
教
指
導
者
に
対
す
る
逮
捕
を
含
む
迫
害
の
歴
史
が
示
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
原
案
に
も
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
社
会
権
に
属
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
第
二
五
条
｢
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。｣
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
野
岩
三
郎
が
鈴
木
安
蔵
、
岩
淵
辰
雄
、
杉
森
孝
次
郎
、
森
戸
辰
男
、
馬
場
恒
吾
、
室
伏
高
信
ら
と
結
成
し
て
い
た
憲
法
研
究
会
が
検
討
し
て
作
成
し
た
憲
法
草
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六
案
要
綱
に
基
づ
い
て
森
戸
辰
男
が
提
案
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
)
。
提
示
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
刑
事
事
件
の
被
疑
者
、
被
告
人
、
刑
事
施
設
収
容
者
に
対
し
て
も
憲
法
に
お
い
て
そ
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
は
、
従
来
の
ド
イ
ツ
の
職
権
主
義
的
な
も
の
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
行
わ
れ
て
い
る
当
事
者
主
義
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
。
裁
判
官
は
、
形
式
的
に
は
、
検
察
官
と
被
告
人
(
弁
護
士)
と
が
対
等
に
主
張
し
あ
う
の
を
、
第
三
者
的
な
公
平
な
立
場
か
ら
、
事
実
の
認
定
を
行
い
、
量
刑
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
前
の
よ
う
に
、
検
察
官
が
裁
判
官
の
横
の
壇
上
に
座
り
、
被
告
人
と
弁
護
士
は
数
段
低
く
な
っ
た
フ
ロ
ア
で
裁
判
を
受
け
る
と
い
っ
た
刑
事
法
廷
の
構
造
は
廃
止
さ
れ
た
。
刑
法
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
ほ
ど
に
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
改
正
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
天
皇
や
皇
族
に
対
す
る
反
抗
や
反
逆
に
関
し
て
厳
罰
の
み
が
定
め
ら
れ
て
い
る
大
逆
罪
や
不
敬
罪
が
廃
止
さ
れ
た
り
、
姦
通
罪
な
ど
夫
婦
・
家
族
な
ど
の
人
間
関
係
に
刑
事
罰
を
も
っ
て
介
入
す
る
条
文
等
が
削
除
さ
れ
て
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
刑
事
訴
訟
法
は
い
ち
早
く
ひ
ら
が
な
と
漢
字
の
口
語
体
に
な
っ
た
が
、
刑
法
は
一
九
九
五
年
に
至
る
ま
で
カ
タ
カ
ナ
と
漢
字
の
文
語
体
の
ま
ま
だ
っ
た
。
第
二
節
極
東
国
際
軍
事
裁
判
憲
法
の
制
定
と
並
行
し
て
、
と
い
う
よ
り
も
そ
れ
を
準
備
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
が
戦
争
犯
罪
人
に
対
す
る
処
罰
で
あ
る
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
｢
平
和
に
対
す
る
罪｣
と
い
う
ク
ラ
ス
ａ
の
犯
罪
、｢
戦
争
犯
罪｣
と
い
う
ク
ラ
ス
ｂ
の
犯
罪
、｢
人
道
に
対
す
る
罪｣
と
い
う
ク
ラ
ス
ｃ
の
犯
罪
の
嫌
疑
者
に
対
す
る
訴
追
が
行
わ
れ
た
。
ク
ラ
ス
ａ
の
犯
罪
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
軍
人
、
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1072
七
政
治
家
お
よ
び
一
般
人
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
ヶ
谷
の
旧
大
本
営
陸
軍
部
・
参
謀
本
部
・
陸
軍
省
に
置
か
れ
た
法
廷
に
お
い
て
一
九
四
六
年
四
月
二
九
日
に
合
計
二
八
名
が
起
訴
さ
れ
て
裁
判
が
開
始
さ
れ
た
(
)
。
海
軍
省
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
に
形
成
さ
れ
た
第
二
復
員
省
に
お
い
て
大
臣
官
房
臨
時
調
査
部
部
員
と
し
て
極
東
国
際
軍
事
裁
判
を
担
当
し
た
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
よ
る
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
の
定
義
の
認
識
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
第
五
条
人
お
よ
び
犯
罪
に
関
す
る
管
轄
本
裁
判
所
は
、
平
和
に
対
す
る
罪
を
含
む
犯
罪
に
つ
き
、
個
人
と
し
て
ま
た
は
団
体
員
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
極
東
戦
争
犯
罪
人
を
審
理
し
、
処
罰
す
る
権
限
を
有
す
る
。
次
に
掲
げ
る
各
行
為
ま
た
は
そ
の
い
ず
れ
か
は
、
本
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
犯
罪
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
個
人
的
責
任
が
成
立
す
る
。

平
和
に
対
す
る
罪
す
な
わ
ち
宣
戦
を
布
告
し
、
も
し
く
は
布
告
し
な
い
侵
略
戦
争
も
し
く
は
国
際
法
、
条
約
、
協
定
も
し
く
は
誓
約
に
違
反
す
る
戦
争
の
計
画
、
準
備
、
開
始
も
し
く
は
遂
行
ま
た
は
こ
れ
ら
の
各
行
為
の
い
ず
れ
か
の
達
成
を
目
的
と
す
る
共
通
の
計
画
も
し
く
は
共
同
謀
議
へ
の
参
加
。

戦
争
犯
罪
す
な
わ
ち
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
例
の
違
反
。

人
道
に
対
す
る
罪
す
な
わ
ち
戦
前
も
し
く
は
戦
時
中
に
す
べ
て
の
一
般
人
民
に
対
し
て
行
わ
れ
た
殺
人
、
殲
滅
、
奴
隷
化
、
追
放
お
よ
び
そ
の
他
の
非
人
道
的
行
為
ま
た
は
犯
行
地
の
国
内
法
の
違
反
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
本
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
犯
罪
の
遂
行
と
し
て
、
も
し
く
は
こ
れ
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
政
治
的
、
人
種
的
迫
害
。
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八
上
記
犯
罪
の
い
ず
れ
か
を
犯
そ
う
と
す
る
共
通
の
計
画
ま
た
は
共
同
謀
議
の
立
案
ま
た
は
実
行
に
参
加
し
た
指
導
者
、
組
織
者
、
教
唆
者
お
よ
び
共
犯
者
は
、
何
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
計
画
の
遂
行
上
行
わ
れ
た
す
べ
て
の
行
為
に
つ
き
責
任
を
有
す
る
(
)
。
起
訴
さ
れ
た
二
八
名
の
う
ち
永
野
修
身
お
よ
び
松
岡
洋
右
の
二
名
が
裁
判
中
に
病
死
し
、
大
川
周
明
が
責
任
能
力
か
ら
起
訴
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
残
る
二
五
名
に
対
し
て
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
二
日
に
宣
告
が
行
わ
れ
た
。
死
刑
判
決
が
七
名
に
対
し
て
、
終
身
刑
が
一
六
名
に
対
し
て
下
さ
れ
、
東
郷
茂
徳
に
は
禁
固
二
〇
年
、
重
光
葵
に
は
禁
固
七
年
の
自
由
刑
が
科
せ
ら
れ
た
。
死
刑
判
決
を
受
け
た
七
名
の
う
ち
六
名
は
陸
軍
の
軍
人
で
あ
っ
た
が
、
首
相
と
外
相
を
経
験
し
た
文
官
一
名
(
広
田
弘
毅)
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ク
ラ
ス
ａ
の
犯
罪
の
み
で
死
刑
判
決
を
受
け
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
逆
に
松
井
石
根
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
ａ
犯
罪
で
は
無
罪
で
、
ク
ラ
ス
ｂ
・
ｃ
犯
罪
に
問
わ
れ
て
死
刑
判
決
を
受
け
た
も
の
も
い
る
。
七
名
に
対
す
る
死
刑
の
執
行
は
一
九
四
六
年
一
二
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
(
)
。
無
期
刑
お
よ
び
有
期
刑
に
処
さ
れ
た
も
の
は
、
一
九
五
一
年
九
月
八
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
調
印
に
よ
る
日
本
の
主
権
の
回
復
を
祝
賀
す
る
大
赦
に
よ
っ
て
身
柄
の
拘
束
を
解
か
れ
、
自
由
の
身
と
な
っ
て
社
会
へ
戻
っ
て
き
た
(
)
。
大
日
本
帝
国
憲
法
で
は
第
一
条
と
第
四
条
で
、
主
権
は
天
皇
に
属
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
一
条
で
、
陸
海
軍
の
統
帥
権
は
天
皇
に
帰
属
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
世
界
の
注
目
を
集
め
た
の
は
天
皇
の
戦
争
責
任
で
あ
っ
た
。
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九
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
一
九
四
五
年
六
月
に
T
h
e
G
allu
p
P
o
ll
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
に
関
す
る
｢
戦
争
の
後
、
日
本
の
天
皇
を
ど
う
処
置
す
べ
き
だ
と
考
え
る
か｣
と
い
う
世
論
調
査
で
は
、｢
死
刑｣
三
三
％
、｢
終
身
刑｣
一
一
％
、｢
追
放
す
る｣
九
％
、｢
裁
判
で
決
め
る｣
一
七
％
、｢
何
の
措
置
も
と
ら
な
い
彼
は
軍
事
指
導
層
の
単
な
る
借
り
も
の
に
過
ぎ
な
い｣
四
％
、｢
日
本
の
支
配
管
理
の
た
め
の
傀
儡
と
し
て
使
え｣
三
％
、｢
そ
の
他
・
無
回
答｣
二
三
％
で
あ
っ
た
(
)
。
結
局
、
天
皇
は
極
東
国
際
軍
事
裁
判
へ
訴
追
さ
れ
な
か
っ
た
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ウ
ェ
ッ
ブ
(
W
illiam
W
e
b
b)
裁
判
長
は
天
皇
が
訴
追
さ
れ
な
い
こ
と
に
関
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
の
占
領
政
策
を
円
滑
に
進
め
る
と
い
う
政
治
的
判
断
か
ら
、
天
皇
の
訴
追
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
分
で
は
起
訴
さ
れ
た
全
員
に
最
高
刑
で
あ
る
死
刑
の
判
決
を
下
す
こ
と
を
差
し
控
え
た
。
戦
勝
後
の
日
本
の
占
領
政
策
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
降
伏
以
前
か
ら
計
画
が
議
論
さ
れ
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
お
い
て
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
調
整
委
員
会
(
三
省
調
整
委
員
会
S
tate
-W
ar-N
av
y
C
o
o
rd
in
atin
g
C
o
m
m
itte
e
(
S
W
N
C
C
))
が
設
立
さ
れ
た
が
、
当
時
の
国
務
次
官
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
に
至
る
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
駐
日
大
使
を
務
め
た
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
ル
ー
(
Jo
se
p
h
C
lark
G
re
w
)
も
天
皇
を
訴
追
す
る
の
で
は
な
く
、
天
皇
制
を
利
用
す
る
形
で
占
領
政
策
を
進
め
る
こ
と
が
、
将
来
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
る
戦
争
開
始
以
前
ま
た
は
直
後
か
ら
、
敗
戦
後
の
日
本
に
対
す
る
占
領
政
策
の
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
ボ
ー
ト
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
は
、
戦
前
の
大
正
天
皇
の
大
喪
の
と
き
に
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一
〇
東
京
大
学
の
大
学
院
生
と
し
て
滞
在
し
て
お
り
、
天
皇
に
対
す
る
国
民
の
崇
拝
の
念
を
自
ら
の
眼
を
持
っ
て
確
認
し
て
お
り
、
効
率
的
な
占
領
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
を
処
罰
す
る
こ
と
は
日
本
の
統
治
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
好
ま
し
い
効
果
を
生
ま
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。
ボ
ー
ト
ン
は
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
調
整
委
員
会
の
下
部
部
会
で
あ
る
極
東
小
委
員
会
の
委
員
を
し
て
い
た
が
、
た
だ
、
調
整
委
員
会
は
も
と
よ
り
、
極
東
小
委
員
会
に
は
日
本
に
つ
い
て
は
知
識
を
そ
れ
ほ
ど
持
た
ず
む
し
ろ
中
国
の
事
情
に
詳
し
か
っ
た
り
、
中
国
寄
り
の
立
場
を
取
る
メ
ン
バ
ー
も
お
り
、
日
本
の
敗
戦
後
の
天
皇
の
扱
い
に
関
す
る
提
案
内
容
は
と
き
と
し
て
異
な
り
、
流
動
的
な
面
を
持
っ
て
い
た
。
極
東
小
委
員
会
と
し
て
は
、
天
皇
の
処
遇
に
対
し
て

逮
捕
し
な
い
、

逮
捕
し
て
も
占
領
政
策
を
十
分
に
達
成
で
き
る
場
合
に
逮
捕
す
る
、

自
ら
退
位
し
た
場
合
、
証
拠
に
基
づ
い
て
起
訴
す
る
、
な
ど
の
選
択
肢
を
提
示
し
つ
つ
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
て
、
天
皇
の
戦
争
犯
罪
に
関
す
る
明
確
な
証
拠
が
な
い
か
ぎ
り
訴
追
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
提
言
し
て
い
た
。
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
調
整
委
員
会
はS
W
N
C
C
1
5
0
/4
と
い
う
文
書
を
交
付
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
一
一
月
にJC
S
1
3
8
0
/1
5
が
発
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
日
本
の
占
領
政
策
を
進
め
た
と
い
え
る
。
他
方
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
も
、
日
本
で
の
統
治
を
円
滑
に
進
め
て
成
功
さ
せ
、
そ
れ
を
自
分
の
政
治
的
能
力
を
示
す
成
果
と
し
、
自
分
に
大
統
領
の
適
性
と
資
質
が
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
統
領
選
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
た
め
、
天
皇
を
起
訴
し
て
、
日
本
社
会
の
民
衆
の
反
発
や
反
乱
、
そ
れ
に
基
づ
く
日
本
社
会
の
混
乱
を
招
く
こ
と
を
避
け
た
か
っ
た
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
る
(
)
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
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本
に
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け
る
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罪
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の
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と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
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一
一
第
三
節
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
天
皇
の
訴
追
回
避
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
の
占
領
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
も
っ
と
も
信
頼
を
置
い
て
い
た
腹
心
の
部
下
で
あ
る
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
(
B
o
n
n
e
r
F
e
lle
rs)
准
将
に
よ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
メ
モ
が
そ
の
メ
モ
に
基
づ
く
報
告
書
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
参
謀
総
長
へ
送
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
天
皇
の
戦
争
犯
罪
の
免
責
を
決
定
づ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
)
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
出
し
た
天
皇
の
処
遇
に
関
す
る
メ
モ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
重
要
な
文
書
な
の
で
長
く
な
る
が
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
[
フ
ェ
ラ
ー
ズ
准
将
の]
最
高
司
令
官
あ
て
覚
書
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
日
天
皇
に
対
す
る
日
本
国
民
の
態
度
は
概
し
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
は
異
な
り
、
日
本
国
民
は
、
魂
を
通
わ
せ
る
神
を
も
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
天
皇
は
、
祖
先
の
美
徳
を
伝
え
る
民
族
の
生
け
る
象
徴
で
あ
る
。
天
皇
は
、
過
ち
も
不
正
も
犯
す
は
ず
の
な
い
国
家
精
神
の
化
身
で
あ
る
。
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
だ
れ
も
天
皇
を
恐
れ
は
し
な
い
が
、
し
か
し
、
す
べ
て
の
国
民
は
天
皇
に
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
彼
ら
は
、
天
皇
に
手
を
触
れ
た
り
、
天
皇
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
た
り
、
天
皇
に
話
し
か
け
た
り
、
天
皇
の
影
を
踏
ん
だ
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
天
皇
に
対
す
る
彼
ら
の
卑
屈
な
尊
敬
は
、
欧
米
人
に
は
理
解
し
え
な
い
ほ
ど
に
深
い
宗
教
的
愛
国
心
に
支
え
ら
れ
た
自
己
否
定
を
意
味
す
る
。
天
皇
は
国
民
も
し
く
は
い
か
な
る
官
吏
と
も
対
等
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
抱
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
冒
涜
と
な
ろ
う
。
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
天
皇
を
裁
く
こ
と
は
冒
涜
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
自
由
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
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一
二
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
の
｢
開
戦
の
詔
書｣
は
、
当
時
の
主
権
国
家
の
元
首
と
し
て
そ
れ
を
発
す
る
法
的
権
利
を
も
っ
て
い
た
天
皇
の
免
れ
え
な
い
責
任
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
最
上
層
の
、
そ
し
て
最
も
信
頼
し
う
る
筋
に
よ
れ
ば
、
戦
争
は
天
皇
が
自
ら
起
こ
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
立
証
し
う
る
。
天
皇
は
、
開
戦
の
詔
書
に
つ
い
て
、
東
条
が
利
用
し
た
よ
う
な
形
で
そ
れ
を
利
用
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
旨
を
み
ず
か
ら
の
口
で
述
べ
た
。
い
か
な
る
国
の
国
民
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
政
府
を
み
ず
か
ら
選
択
す
る
固
有
の
権
利
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
米
国
人
の
基
本
的
観
念
で
あ
る
。
日
本
国
民
は
、
か
り
に
彼
ら
が
そ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
象
徴
的
国
家
元
首
と
し
て
天
皇
を
選
ぶ
で
あ
ろ
う
。
大
衆
は
、
裕
仁
に
対
し
て
格
別
に
敬
意
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
彼
ら
は
、
天
皇
が
み
ず
か
ら
直
接
に
国
民
に
語
り
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
は
か
つ
て
例
が
な
い
ほ
ど
彼
ら
に
と
っ
て
身
近
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。
和
を
求
め
る
詔
書
は
、
彼
ら
の
心
を
喜
び
で
満
た
し
た
。
彼
ら
は
天
皇
が
け
っ
し
て
傀
儡
な
ど
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
を
存
置
し
て
も
、
彼
ら
が
権
利
と
し
て
選
び
う
る
最
も
自
由
主
義
的
な
政
府
の
樹
立
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
無
血
侵
攻
を
果
た
す
に
さ
い
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
天
皇
の
尽
力
を
要
求
し
た
。
天
皇
の
命
令
に
よ
り
、
七
〇
〇
万
の
兵
士
が
武
器
を
放
棄
し
、
す
み
や
か
に
動
員
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
天
皇
の
措
置
に
よ
っ
て
何
万
何
十
万
も
の
米
国
人
の
死
傷
が
避
け
ら
れ
、
戦
争
は
予
定
よ
り
も
は
る
か
に
早
く
終
結
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
を
大
い
に
利
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
犯
罪
の
か
ど
に
よ
り
彼
を
裁
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
国
民
の
目
に
は
背
信
に
等
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国
民
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
あ
ら
ま
し
示
さ
れ
た
と
お
り
の
無
条
件
降
伏
と
は
、
天
皇
を
含
む
国
家
機
構
の
存
続
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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す
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一
三
も
し
も
天
皇
が
戦
争
犯
罪
の
か
ど
に
よ
り
裁
判
に
付
さ
れ
る
な
ら
ば
、
統
治
機
構
は
崩
壊
し
、
全
国
的
反
乱
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
民
は
、
そ
れ
以
外
の
屈
辱
な
ら
ば
い
か
な
る
屈
辱
に
も
非
を
鳴
ら
す
こ
と
な
く
耐
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
武
装
解
除
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
混
乱
と
流
血
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
何
万
人
も
の
民
事
行
政
官
と
と
も
に
大
規
模
な
派
遣
軍
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
占
領
期
間
は
延
長
さ
れ
、
そ
う
な
れ
ば
、
日
本
国
民
を
疎
隔
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
米
国
の
長
期
的
国
益
の
た
め
に
は
、
相
互
の
尊
敬
と
信
頼
と
理
解
に
も
と
づ
い
て
東
洋
諸
国
と
の
友
好
関
係
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本
に
永
続
的
な
敵
意
を
抱
か
せ
な
い
こ
と
が
国
家
的
に
最
も
重
要
で
あ
る
。
最
高
司
令
官
付
軍
事
秘
書
参
謀
団
ボ
ナ
ー
・
Ｆ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
准
将
(
)
こ
の
後
、
連
合
国
の
極
東
国
際
軍
事
裁
判
へ
天
皇
の
起
訴
を
望
む
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
天
皇
の
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
統
合
参
謀
本
部
を
通
じ
て
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
天
皇
の
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
。
そ
の
依
頼
に
基
づ
い
て
行
っ
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
回
答
と
し
て
以
下
の
文
書
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
統
合
参
謀
本
部
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
宛
に
回
答
さ
れ
る
。(
な
お
統
合
参
謀
本
部
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
詳
細
な
調
査
を
命
じ
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
巷
間
言
わ
れ
て
い
る
。)
こ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
対
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
回
答
書
の
内
容
は
、
上
記
の
一
〇
月
二
日
付
の
フ
ェ
ラ
ー
ズ
か
ら
マ
ッ
カ
ー
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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一
四
サ
ー
へ
の
メ
モ
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
。
結
論
と
し
て
、｢
過
去
一
〇
年
間
に
、
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
に
せ
よ
、
天
皇
が
日
本
帝
国
の
政
治
上
の
諸
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
同
人
の
正
確
な
行
動
に
つ
い
て
は
、
明
白
確
実
な
証
拠
は
何
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。｣
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
天
皇
を
訴
追
し
裁
判
に
か
け
た
場
合
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
想
定
さ
れ
る
コ
ス
ト
よ
り
正
確
な
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
天
皇
を
裁
判
に
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
ア
メ
リ
カ
軍
が
準
備
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
日
本
人
の
占
領
軍
に
対
す
る
心
理
的
離
反
や
反
抗
心
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
ゲ
リ
ラ
対
策
の
た
め
の
軍
備
的
な
準
備
と
、
動
員
し
駐
留
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
兵
隊
の
膨
大
な
推
計
値
が
記
さ
れ
て
い
る
人
的
コ
ス
ト
と
経
済
的
コ
ス
ト
を
提
示
し
て
い
る
。
一
〇
〇
万
人
の
軍
隊
を
無
期
限
に
駐
留
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
官
も
大
幅
に
増
員
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
と
聞
か
さ
れ
て
は
、
合
理
的
な
判
断
力
を
持
っ
た
人
間
で
あ
れ
ば
誰
し
も
が
天
皇
の
訴
追
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
結
論
付
け
ざ
る
を
え
ま
い
。
Ｃ
Ａ
第
五
七
二
三
五
号
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
米
国
陸
軍
参
謀
総
長
(
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー)
あ
て
一
九
四
六
年
一
月
二
五
日
機
密
緊
急
一
九
四
六
年
一
月
二
五
日
午
前
一
時
四
五
分
東
京
発
信
[
一
月
二
六
日
受
信]
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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察
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一
五
Ｃ
Ａ
第
五
七
二
三
五
号
。
Ｗ
Ｘ
第
九
三
八
七
一
号
に
関
し
て
。
Ｗ
Ｘ
第
八
五
八
一
一
号
を
受
信
し
て
以
来
、
当
地
に
お
い
て
は
、
天
皇
の
犯
罪
を
裁
判
で
問
う
場
合
に
備
え
、
設
定
さ
れ
た
諸
制
約
の
も
と
で
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
過
去
一
〇
年
間
に
、
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
に
せ
よ
、
天
皇
が
日
本
帝
国
の
政
治
上
の
諸
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
同
人
の
正
確
な
行
動
に
つ
い
て
は
、
明
白
確
実
な
証
拠
は
何
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
徹
底
的
に
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
終
戦
時
ま
で
の
天
皇
の
国
事
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
大
部
分
が
受
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
輔
弼
者
の
進
言
に
機
械
的
に
応
じ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
、
確
か
な
印
象
を
得
て
い
る
。
た
と
え
天
皇
が
明
確
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
支
配
的
な
軍
閥
に
よ
っ
て
操
ら
れ
、
か
つ
代
表
さ
れ
て
い
る
世
論
の
流
れ
を
さ
え
ぎ
ろ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
努
力
は
、
実
際
上
、
天
皇
を
た
ぶ
ん
危
難
に
陥
れ
た
で
あ
ろ
う
、
と
信
じ
る
人
々
も
い
る
。
も
し
も
天
皇
を
裁
判
に
付
そ
う
と
す
れ
ば
、
占
領
計
画
に
大
き
な
変
更
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
実
際
の
行
動
が
開
始
さ
れ
る
前
に
、
し
か
る
べ
き
準
備
を
完
了
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
天
皇
を
告
発
す
る
な
ら
ば
、
日
本
国
民
の
間
に
必
ず
や
大
騒
乱
を
惹
き
起
こ
し
、
そ
の
影
響
は
ど
れ
ほ
ど
過
大
視
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
天
皇
は
、
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
り
、
天
皇
を
排
除
す
る
な
ら
ば
、
日
本
は
瓦
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
問
題
と
し
て
、
す
べ
て
の
日
本
国
民
は
天
皇
を
国
家
の
社
会
的
首
長
と
し
て
尊
崇
し
て
お
り
、
正
否
の
ほ
ど
は
別
と
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
は
、
彼
を
日
本
国
天
皇
と
し
て
擁
護
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
信
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
連
合
国
が
[
そ
れ
に
反
し
た]
措
置
を
と
る
な
ら
ば
、
日
本
国
民
は
、
こ
れ
を
日
本
史
上
[
最
大
の]
…
…
背
信
行
為
と
み
な
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
憎
し
み
と
憤
り
は
、
か
な
り
の
年
月
に
わ
た
っ
て
続
く
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
確
実
に
相
互
復
讐
が
始
ま
り
、
や
が
て
は
終
熄
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に
は
何
世
紀
も
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
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一
六
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
措
置
に
対
し
て
は
、
日
本
全
体
が
消
極
的
な
い
し
半
ば
積
極
的
な
手
段
に
よ
っ
て
抵
抗
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
彼
ら
は
武
装
解
除
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
訓
練
を
積
み
、
十
分
に
装
備
さ
れ
た
軍
隊
に
と
っ
て
は
何
ら
特
別
の
脅
威
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
す
べ
て
の
統
治
機
関
の
機
能
が
停
止
し
、
開
花
し
た
営
み
の
大
部
分
が
と
ま
り
、
そ
し
て
、
地
下
運
動
に
よ
る
混
乱
・
無
秩
序
状
態
が
山
岳
地
域
や
辺
地
で
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
思
う
に
、
そ
う
な
れ
ば
、
近
代
的
な
民
主
主
義
方
式
を
導
入
す
る
望
み
は
す
べ
て
消
え
、
最
終
的
に
軍
事
支
配
が
終
わ
っ
た
と
き
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
大
衆
は
、
お
そ
ら
く
共
産
主
義
的
路
線
に
沿
っ
た
何
ら
か
の
形
の
厳
し
い
画
一
的
管
理
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
占
領
上
の
問
題
を
生
む
こ
と
を
意
味
し
、
占
領
軍
の
大
幅
増
強
が
絶
対
不
可
欠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
最
小
限
に
み
て
も
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
万
の
軍
隊
が
必
要
と
な
り
、
無
期
限
に
こ
れ
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
行
政
官
を
全
面
的
に
補
充
し
、
呼
び
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
規
模
は
、
お
そ
ら
く
数
十
万
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
は
、
何
百
万
も
の
民
間
貧
窮
人
口
を
抱
え
つ
つ
、
事
実
上
、
戦
時
方
式
に
よ
る
対
外
物
資
補
給
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
論
ず
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
数
多
く
の
き
わ
め
て
厳
し
い
結
果
を
予
想
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
連
合
国
は
、
新
た
な
偶
発
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
諸
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
完
全
な
計
画
を
あ
ら
た
め
て
慎
重
に
用
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
占
領
軍
を
構
成
す
る
諸
国
軍
隊
に
つ
い
て
も
、
き
わ
め
て
慎
重
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
人
的
資
源
、
経
済
力
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
そ
の
他
の
責
任
と
い
う
、
恐
る
べ
き
重
荷
を
米
国
が
一
方
的
に
負
担
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
筋
合
い
に
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
天
皇
を
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
裁
判
に
付
す
べ
き
か
否
か
の
決
定
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
政
策
決
定
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1062
一
七
し
た
が
っ
て
、
小
官
が
勧
告
を
行
な
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
、
諸
国
の
最
高
首
脳
に
よ
る
決
定
が
[
裁
判
を]
是
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
措
置
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
[
原
注]
[
]
内
は
国
防
省
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
(
)
。
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
フ
レ
ン
ズ
い
わ
ゆ
る
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
で
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
ア
ー
ラ
ム
大
学
(
E
arlh
am
C
o
lle
g
e)
で
学
ん
だ
の
ち
に
陸
軍
の
教
育
機
関
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
一
九
四
〇
年
、
陸
軍
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
ち
、
北
ア
フ
リ
カ
の
イ
ギ
リ
ス
軍
に
参
加
し
そ
の
作
戦
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
最
高
司
令
官
等
へ
報
告
す
る
任
務
に
あ
た
っ
た
。
一
九
四
三
年
夏
か
ら
、
太
平
洋
戦
線
に
お
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
に
加
わ
り
、
心
理
作
戦
の
責
任
者
を
務
め
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
来
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
腹
心
の
部
下
と
し
て
行
動
を
共
に
し
て
い
た
(
)
。
日
本
か
ら
新
渡
戸
稲
造
の
紹
介
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
卒
業
し
て
恵
泉
女
学
園
を
創
設
し
た
河
井
道
は
、
恵
泉
女
学
園
の
学
生
の
た
め
に
留
学
先
と
し
て
ア
ー
ラ
ム
大
学
を
開
拓
し
た
が
、
そ
の
第
一
号
が
渡
辺
ゆ
り
で
あ
っ
た
。
渡
辺
ゆ
り
は
一
九
一
一
年
の
秋
に
日
本
を
船
出
し
、
ア
ー
ラ
ム
大
学
を
一
九
一
六
年
卒
業
し
た
。
一
九
一
四
年
に
入
学
し
て
き
た
一
八
歳
の
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
対
し
て
二
六
歳
で
あ
っ
た
渡
辺
ゆ
り
が
チ
ュ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
三
学
年
ほ
ど
上
の
渡
辺
ゆ
り
と
面
識
を
得
て
お
り
、
日
本
に
関
心
を
持
つ
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
日
本
文
化
理
解
の
た
め
の
書
物
の
紹
介
を
依
頼
し
、
渡
辺
ゆ
り
は
小
泉
八
雲
を
紹
介
し
た
り
も
し
て
い
る
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
戦
前
に
数
回
訪
日
し
、
渡
辺
ゆ
り
お
よ
び
河
井
道
と
会
う
と
と
も
に
、
小
泉
八
雲
の
遺
族
と
も
交
流
を
持
っ
て
い
る
(
)
。
渡
辺
ゆ
り
は
ア
ー
ラ
ム
大
学
へ
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
後
も
、
河
井
道
と
寄
り
添
っ
て
母
校
の
た
め
に
貢
献
す
る
生
活
を
し
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1061
一
八
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
厚
木
へ
到
着
し
た
の
ち
、
い
ち
早
く
河
井
道
の
消
息
を
尋
ね
て
探
し
、
結
婚
に
よ
る
改
姓
に
よ
っ
て
一
色
ゆ
り
と
な
っ
て
い
た
渡
辺
ゆ
り
も
発
見
し
て
い
る
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
一
色
ゆ
り
と
恩
師
の
河
井
道
を
毎
日
曜
日
の
夕
方
に
デ
ィ
ナ
ー
に
招
い
た
(
)
。
そ
の
席
で
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
彼
女
た
ち
か
ら
天
皇
の
処
遇
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
人
は
、
日
本
人
は
天
皇
を
深
く
敬
愛
し
て
お
り
、
も
し
天
皇
が
起
訴
さ
れ
処
刑
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
中
に
占
領
軍
に
対
す
る
反
乱
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、
天
皇
に
対
す
る
嘆
願
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
河
井
道
と
一
色
ゆ
り
の
意
見
が
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
報
告
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
(
)
。
な
お
、
こ
れ
を
題
材
と
し
て
作
成
さ
れ
た
映
画
も
あ
る
(
)
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
報
告
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
文
化
的
多
様
性
を
認
め
る
と
い
う
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
的
な
寛
容
さ
の
表
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
天
皇
を
訴
追
か
ら
救
う
と
い
う
こ
と
は
、
温
か
く
見
え
て
も
、
冷
徹
な
決
定
で
あ
り
、
冷
酷
な
結
果
を
と
も
な
う
決
断
で
あ
る
。
天
皇
の
名
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
戦
争
の
被
害
者
で
あ
っ
た
国
民
に
、
再
び
犠
牲
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
天
皇
制
の
護
持
を
求
め
て
き
た
米
内
光
政
に
対
し
て
、
お
そ
ら
く
わ
ざ
と
修
辞
的
な
言
説
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
分
は
天
皇
制
が
ど
う
な
ろ
う
が
構
わ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
関
心
は
日
本
を
混
乱
な
く
統
治
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
よ
う
に
述
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
腹
心
で
あ
る
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
天
皇
の
処
遇
と
い
う
重
大
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
手
際
よ
く
解
答
と
解
決
策
を
セ
ッ
ト
し
て
、
課
題
の
最
も
重
要
な
山
を
越
え
さ
せ
、“
all
is
se
t”
と
ば
か
り
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
帰
国
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
大
統
領
選
挙
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1060
一
九
れ
る
。
天
皇
が
訴
追
さ
れ
た
り
処
罰
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
と
り
わ
け
ク
ラ
ス
ｂ
ま
た
は
ク
ラ
ス
ｃ
の
捕
虜
の
虐
待
や
殺
害
、
一
般
の
非
戦
闘
員
に
対
す
る
暴
力
や
凌
辱
な
ど
の
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
、
そ
の
行
為
の
責
任
を
軍
事
機
構
の
な
か
で
戦
闘
の
現
場
で
実
行
行
為
を
命
じ
た
り
行
っ
た
り
し
た
、
低
い
レ
ベ
ル
の
士
官
や
下
士
官
た
ち
に
そ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
天
皇
に
累
が
及
ぶ
か
も
し
れ
な
く
な
る
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
の
軍
人
や
、
戦
争
を
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
た
り
指
導
し
た
軍
令
部
や
参
謀
本
部
の
将
校
に
対
す
る
有
罪
判
決
と
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
必
要
性
を
意
味
す
る
(
)
。
ク
ラ
ス
ａ
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
意
思
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
天
皇
は
戦
争
に
反
対
で
あ
り
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
部
が
天
皇
を
利
用
し
て
開
戦
し
、
戦
争
を
遂
行
し
た
と
い
う
こ
と
を
証
拠
立
て
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
の
一
環
が
後
に
述
べ
る
『
昭
和
天
皇
独
白
録』
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
三
月
に
、
松
平
慶
民
宮
内
大
臣
、
松
平
康
昌
宗
秩
寮
総
裁
、
木
下
道
雄
侍
従
次
長
、
稲
田
周
一
内
記
部
長
お
よ
び
寺
崎
英
成
御
用
掛
に
よ
っ
て
天
皇
か
ら
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
た
内
容
で
あ
る
『
昭
和
天
皇
独
白
録』
が
発
見
さ
れ
た
当
初
、
多
く
の
人
々
や
研
究
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
天
皇
が
自
主
的
に
語
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
伊
藤
隆
、
児
玉
襄
ら
は
天
皇
が
自
発
的
に
真
情
を
吐
露
し
た
も
の
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秦
郁
彦
は
天
皇
を
免
責
す
る
た
め
に
英
訳
が
作
成
さ
れ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
る
た
め
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
考
え
を
述
べ
、
上
記
の
者
か
ら
、｢
英
訳
っ
て
ど
こ
に
書
い
て
あ
る
？
そ
れ
は
あ
な
た
の
忖
度
で
し
ょ
う
？｣
｢
推
理
は
推
理
と
し
て
ど
ん
な
に
想
像
の
翼
を
広
げ
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
さ
て
、
そ
こ
ま
で
、
と
い
う
気
は
す
る
な
あ｣
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
(
)
。
し
か
し
、
元
々
は
他
の
テ
ー
マ
の
番
組
作
成
を
目
的
と
し
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
班
に
よ
っ
て
『
昭
和
天
皇
独
白
録』
の
英
訳
が
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1059
二
〇
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
遺
族
の
自
宅
か
ら
発
見
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
放
送
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
歴
史
資
料
に
対
す
る
見
方
が
一
八
〇
度
変
わ
っ
た
(
)
。『
昭
和
天
皇
独
白
録』
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
天
皇
を
免
責
す
る
た
め
の
証
拠
資
料
と
し
て
、
天
皇
の
御
用
掛
と
し
て
頻
繁
に
接
触
し
て
交
流
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
妻
で
あ
る
グ
レ
ン
ド
レ
ン
(
グ
レ
ン)
が
自
分
の
ま
た
従
姉
妹
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
強
い
信
頼
関
係
が
形
成
さ
れ
た
寺
崎
英
成
に
作
成
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
(
)
。
第
四
節
極
東
国
際
軍
事
裁
判
公
判
に
お
け
る
天
皇
訴
追
の
｢
危
機｣
天
皇
を
訴
追
し
な
い
と
い
う
の
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
意
向
を
受
け
た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
主
任
検
察
官
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
キ
ー
ナ
ン
(
Jo
se
p
h
B
e
rry
K
e
e
n
an)
の
意
見
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
見
解
の
形
成
に
は
上
智
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
や
教
授
た
ち
と
の
交
流
の
影
響
が
み
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
キ
ー
ナ
ン
検
事
が
上
智
大
学
の
ブ
ル
ー
ノ
・
ビ
ッ
テ
ル
(
B
ru
n
o
B
itte
r)
神
父
か
ら
上
智
大
学
の
構
内
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
と
と
も
に
、
他
の
神
父
と
も
複
数
回
の
会
合
を
持
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
)
。敗
戦
後
の
占
領
時
代
、
天
皇
お
よ
び
皇
后
は
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
示
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
(
E
lizab
e
th
G
ray
V
in
in
g)
が
皇
太
子
の
家
庭
教
師
に
選
ば
れ
る
一
方
で
、
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
と
高
い
頻
度
で
面
会
し
て
い
る
。
面
会
者
の
な
か
に
は
、
ド
イ
ツ
出
身
で
、
当
時
神
奈
川
県
に
本
拠
地
を
移
し
て
活
動
し
て
い
た
修
道
会
を
創
設
し
て
日
本
に
帰
化
し
た
聖
園
テ
レ
ジ
ア
修
道
女
や
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
で
日
本
に
移
住
し
東
京
郊
外
を
拠
点
と
し
て
社
会
奉
仕
活
動
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
ら
も
い
た
。
天
皇
は
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
(
Jo
se
p
h
M
ariu
s
C
h
arle
s
F
lau
jac)
神
父
の
社
会
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1058
二
一
的
活
動
の
た
め
に
那
須
御
料
地
の
一
部
の
使
用
を
認
め
る
便
益
を
図
っ
た
り
し
て
い
る
(
)
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
手
配
に
よ
っ
て
順
調
に
最
大
の
山
を
越
え
た
か
に
思
わ
れ
た
が
、
天
皇
が
訴
追
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
直
面
し
た
時
期
は
少
な
く
と
も
も
う
一
度
あ
っ
た
。
し
か
も
、
公
的
な
公
開
の
場
所
で
、
衆
人
環
視
の
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
目
撃
す
る
場
面
で
起
き
た
。
そ
れ
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
、
木
戸
幸
一
元
内
大
臣
に
対
す
る
審
理
に
お
い
て
、
東
條
英
機
に
対
す
る
ロ
ー
ガ
ン
(
W
illiam
L
o
g
an)
弁
護
士
に
よ
る
証
人
尋
問
で
あ
る
。
キ
ー
ナ
ン
は
東
條
被
告
に
対
し
て
、
も
は
や
日
本
に
軍
隊
は
な
く
大
将
で
は
な
い
の
で
、
自
分
は
呼
び
捨
て
に
す
る
と
し
て
尋
問
を
進
め
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
お
い
て
キ
ー
ナ
ン
検
事
に
協
力
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
実
際
に
依
頼
を
受
け
て
課
題
解
決
の
た
め
に
動
い
た
人
物
の
記
述
を
引
用
し
よ
う
。
…
…
天
皇
有
罪
の
最
大
の
危
機
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
、
大

日
に
起
っ
た
。
そ
れ
は
東
條
被
告
に
対
す
る
訊
問
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
木
戸
被
告
の
弁
護
人
ロ
ー
ガ
ン
氏
が
、
東
條
被
告
に
た
ず
ね
た
。
｢
天
皇
が
平
和
を
御
希
望
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
木
戸
は
行
動
し
た
り
進
言
し
た
こ
と
が
あ
る
か｣
東
條
被
告
は
答
え
た
。
｢
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。
日
本
国
の
臣
民
が
陛
下
の
御
意
思
に
反
し
て
、
あ
れ
こ
れ
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
い
わ
ん
や
日
本
の
文
官
に
お
い
て
お
や｣
こ
の
東
條
被
告
の
答
え
は
、
換
言
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
日
本
の
行
動
は
、
天
皇
の
御
意
思
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
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二
二
示
す
も
の
で
あ
る
。
来
日
中
の
外
国
新
聞
記
者
は
即
刻
打
電
し
た
の
で
あ
っ
た
。
曰
く
、
天
皇
有
罪
を
東
條
被
告
が
の
べ
た
(
)
。
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
心
の
厚
か
っ
た
東
條
と
し
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
陸
軍
大
臣
、
参
謀
総
長
な
ど
の
栄
誉
あ
る
地
位
を
占
め
て
輔
弼
し
て
き
た
誇
り
を
も
っ
て
、
天
皇
の
楯
と
な
る
言
動
の
一
環
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
を
強
い
口
調
の
反
語
的
表
現
で
答
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
回
答
は
、
天
皇
を
免
責
す
る
証
言
を
東
條
被
告
か
ら
得
よ
う
と
目
く
ろ
ん
で
質
問
し
て
い
た
キ
ー
ナ
ン
検
事
を
困
惑
さ
せ
、
慌
て
ふ
た
め
か
せ
る
と
と
も
に
、
天
皇
が
訴
追
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
ウ
ェ
ッ
ブ
裁
判
長
を
は
じ
め
と
す
る
裁
判
官
た
ち
を
色
め
き
立
た
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
條
の
発
言
は
天
皇
が
自
ら
戦
争
を
決
定
し
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
終
戦
の
詔
勅
を
発
し
、
そ
れ
以
降
、
武
器
を
持
っ
た
軍
人
の
抵
抗
が
一
切
起
こ
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
の
こ
と
を
な
し
う
る
人
間
人
間
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
終
結
を
行
い
な
が
ら
、
開
始
は
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
と
い
う
よ
う
に
ウ
ェ
ッ
ブ
裁
判
長
ら
は
見
な
し
て
い
た
。
こ
の
証
言
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
に
、
キ
ー
ナ
ン
検
事
は
、
連
合
国
の
側
に
立
っ
て
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
進
行
に
協
力
し
て
い
た
田
中
隆
吉
元
少
将
に
至
急
の
対
応
を
依
頼
し
た
。
田
中
は
東
條
へ
の
説
得
を
試
み
た
が
拒
否
さ
れ
、
侍
従
長
の
松
平
康
昌
に
仲
介
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
裁
判
所
に
お
い
て
木
戸
元
内
大
臣
と
の
面
会
が
可
能
に
な
り
、
木
戸
元
内
大
臣
か
ら
東
條
へ
の
長
時
間
の
説
得
工
作
が
行
わ
れ
た
(
)
。
東
條
は
自
殺
に
失
敗
し
た
の
ち
今
ま
で
生
き
て
き
た
の
は
天
皇
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
最
終
的
に
説
得
に
同
意
し
た
。
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二
三
翌
年
一
月
六
日
、
キ
ー
ナ
ン
検
察
官
か
ら
東
條
へ
の
再
尋
問
が
行
わ
れ
た
。
か
く
て
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
六
日
、
キ
ー
ナ
ン
首
席
検
事
と
東
條
被
告
と
の
間
に
、
天
皇
の
責
任
問
題
に
関
し
て
、
世
紀
の
大
問
答
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
ー
ナ
ン
検
事
｢
さ
て
、
一
九
四
一
年
十
二
月
、
戦
争
を
遂
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
天
皇
の
立
場
と
、
貴
方
自
身
の
立
場
の
問
題
に
移
り
ま
す
。
貴
方
は
す
で
に
法
廷
に
対
し
て
、
天
皇
は
平
和
を
愛
す
る
こ
と
を
貴
方
た
ち
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
証
言
し
た
が
、
こ
れ
は
正
し
い
か｣
東
條
被
告
｢
も
ち
ろ
ん
正
し
い｣
キ
ー
ナ
ン
検
事
｢
そ
し
て
、
日
本
国
民
た
る
者
は
何
人
た
り
と
も
天
皇
の
命
令
に
従
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
い
ま
し
た
ね｣
東
條
被
告
｢
そ
れ
は
私
の
国
民
と
し
て
の
感
情
を
申
し
上
げ
た
。
天
皇
の
責
任
と
は
別
の
問
題
で
す｣
キ
ー
ナ
ン
検
事
｢
し
か
し
、
貴
方
は
実
際
、
米
英
蘭
に
対
し
て
戦
争
を
し
た
の
で
は
な
い
か｣
東
條
被
告
｢
私
の
内
閣
で
戦
争
を
決
意
し
ま
し
た｣
キ
ー
ナ
ン
検
事
｢
そ
の
戦
争
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
行
え
、
と
い
う
の
は
裕
仁
天
皇
の
意
思
で
あ
っ
た
か｣
東
條
被
告
｢
御
意
思
と
は
反
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
、
私
の
進
言
、
統
帥
部
そ
の
他
の
責
任
者
の
進
言
に
よ
っ
て
、
シ
ブ
シ
ブ
御
同
意
に
な
っ
た
の
が
事
実
で
す
。
し
か
し
て
、
平
和
愛
好
の
御
精
神
は
最
後
の
一
瞬
に
い
た
る
ま
で
、
陛
下
は
御
希
望
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
に
な
っ
て
も
し
か
り
。
こ
の
御
意
思
は
、
開
戦
の
御
詔
勅
ご
し
ょ
う
ち
ょ
く
の
中
に
明
確
に
、
そ
の
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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二
四
文
句
が
加
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
文
句
は
陛
下
の
御
希
望
で
政
府
の
責
任
に
お
い
て
入
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
や
む
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
朕
の
意
思
に
非
ず
、
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す｣
こ
れ
で
天
皇
の
無
罪
は
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
の
尋
問
と
回
答
に
よ
っ
て
、
平
和
へ
の
意
思
を
持
っ
て
い
た
天
皇
か
ら
軍
人
た
ち
が
無
理
や
り
了
承
を
取
り
付
け
、
勝
手
に
戦
争
を
遂
行
し
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
回
復
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
作
成
し
手
配
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
完
成
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
か
ら
一
九
四
六
年
三
月
六
日
ま
で
巣
鴨
プ
リ
ゾ
ン
で
主
要
ク
ラ
ス
ａ
戦
犯
の
被
疑
者
を
含
む
四
〇
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
天
皇
は
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
自
ら
英
断
を
下
し
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
統
一
し
た
。
他
方
で
、
米
内
光
政
元
大
将
元
海
軍
大
臣
を
第
一
生
命
ビ
ル
に
呼
び
出
し
、
東
條
に
開
戦
の
全
責
任
を
負
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
天
皇
を
裁
判
に
出
廷
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。
断
続
的
な
引
用
の
連
続
に
な
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
が
『
昭
和
天
皇
(
原
題
裕
仁
と
近
代
日
本
の
形
成)』
に
お
い
て
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
工
作
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
箇
所
を
紹
介
し
よ
う
(
)
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
約
四
〇
人
の
日
本
の
戦
争
指
導
者
に
対
し
て
個
人
的
に
尋
問
を
行
っ
た
。
後
に
も
っ
と
も
重
要
な
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
告
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
多
数
の
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
尋
問
は
主
と
し
て
東
京
の
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
で
ふ
た
り
の
通
訳
を
介
し
て
、
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
か
ら
翌
四
十
六
年
三
月
六
日
ま
で
の
五
ヵ
月
間
行
わ
れ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
活
動
は
、
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二
五
す
べ
て
の
主
要
戦
犯
容
疑
者
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
特
別
な
関
心
事
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
、
天
皇
が
起
訴
を
免
れ
る
よ
う
な
筋
書
き
作
り
へ
の
調
整
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
…
…
…
中
略
…
…
…
検
察
陣
は
ほ
ど
な
く
、
ど
の
日
本
の
戦
争
指
導
者
た
ち
も
事
実
上
、
同
じ
考
え
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
す
な
わ
ち
天
皇
は
、
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
み
ず
か
ら
英
断
を
下
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
こ
そ
(
検
察
官
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が)
、
自
身
の
対
日
心
理
作
戦
の
実
効
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
望
む
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
目
標
と
一
致
し
た
の
で
あ
る
(
)
。
…
…
…
中
略
…
…
…
被
疑
者
に
対
す
る
個
人
的
な
尋
問
を
終
え
た
そ
の
日
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
第
一
生
命
ビ
ル
の
彼
の
執
務
室
に
米
内
大
将
を
呼
び
出
し
た
。
米
内
は
最
近
ま
で
東
久
彌
内
閣
の
海
軍
大
臣
を
勤
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
見
も
し
て
い
た
。
一
九
四
六
年
三
月
六
日
、
米
内
と
通
訳
の
溝
田
主
一
み
ぞ
た
し
ゅ
う
い
ち
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
執
務
室
に
赴
い
た
が
、
そ
の
際
に
連
合
国
の
い
く
つ
か
の
国
、
と
く
に
ソ
連
が
天
皇
を
戦
犯
と
し
て
処
罰
す
べ
く
求
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。
右
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
天
皇
が
何
等
な
ん
ら
の
罪
の
な
い
こ
と
を
日
本
側
が
立
証
し
て
く
れ
る
こ
と
が
最
も
好
都
合
で
あ
る
。
其
の
為
に
は
近
々
開
始
さ
れ
る
裁
判
が
最
善
の
機
会
と
思
ふ
。
殊こと
に
其
の
裁
判
に
於
て
東
条
に
全
責
任
を
負
担
せ
し
め
る
様
に
す
る
こ
と
だ
。
即
ち
東
条
に
次
の
こ
と
を
云
は
せ
て
貰もら
い
度た
い
。
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二
六
｢開
戦
前
の
御
前
会
議
に
於
て
仮
令
た
と
い
陛
下
が
対
米
戦
争
に
反
対
せ
ら
れ
て
も
自
分
は
強
引
に
戦
争
ま
で
持
っ
て
い
く
腹
を
既
に
決
め
て
居
た｣
と
。
米
内
大
将
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
こ
の
申
し
出
に
全
面
的
に
同
意
す
る
旨
を
答
え
た
。
た
し
か
に
、
陛
下
ヒ
ズ
・
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
の
無
罪
を
勝
ち
取
る
た
め
の
も
っ
と
も
有
効
な
方
法
は
東
条
と
嶋
田
[
繁
太
郎]
に
全
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
(
)
。
…
…
…
中
略
…
…
…
二
週
間
後
、
溝
田
は
、
三
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
の
二
回
目
の
会
談
に
関
す
る
覚
書
を
し
た
た
め
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
話
の
内
容
は
米
内
大
将
へ
の
も
の
と
略ほぼ
同
一
な
る
も
米
国
内
の
非
亜
米
利
加
ア
メ
リ
カ
式
思
想
の
主
張
者
と
し
て
最
も
有
力
な
の
は
、｢
バ
ー
ン
ズ｣
国
務
長
官
の
最
高
顧
問
た
る
Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
[
ユ
ダ
ヤ
人
に
し
て
共
産
主
義
者]
で
あ
る
。
自
分
が
先
日
米
内
大
将
に
あ
ん
な
こ
と
を
申
し
上
げ
た
の
は
其
の
時
も
申
し
た
通
り
自
分
と
し
て
は
天
皇
の
崇
拝
者
に
あ
ら
ず
随
し
た
が
って
天
皇
制
が
ど
う
な
ろ
う
と
一
向
構
は
な
い
の
で
あ
る
が
、M
C
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
協
力
者
と
し
て
占
領
を
円
滑
な
ら
し
め
つ
つ
あ
る
天
皇
が
裁
判
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
国
に
於
け
るM
C
の
立
場
を
非
常
に
不
利
に
す
る
。
之
が
私
の
お
願
の
理
由
だ
。
宮
内
省
寺
崎
氏
に
対
す
るF
e
lle
r
マ
マ
の
話
｢
先
日
米
内
大
将
に
お
話
し
て
置
い
た
こ
と
は
も
う
東
条
に
伝
へ
て
貰
へ
た
だ
ろ
う
か
(
)｣
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1052
二
七
第
五
節
東
條
英
機
の
使
命
と
機
能
東
條
は
、
戦
陣
訓
で
｢
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
こ
と
忽
(
な)
か
れ｣
と
皇
軍
兵
士
た
ち
に
暗
唱
さ
せ
な
が
ら
、
自
ら
は
短
銃
に
よ
る
自
殺
に
失
敗
し
た
。
俘
虜
と
な
っ
た
東
條
は
、
皇
室
を
存
続
の
危
機
に
陥
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
天
皇
へ
の
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
と
も
に
、
こ
の
辱
め
を
受
け
な
が
ら
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
唯
一
の
目
的
は
、
天
皇
の
生
命
と
地
位
を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
東
條
は
せ
め
て
そ
れ
を
栄
誉
あ
る
行
為
と
し
て
行
い
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
上
記
の
自
ら
が
発
令
し
た
戦
陣
訓
本
訓
第
二
そ
の
八
の
後
半
部
分
の
二
つ
の
命
題
の
最
初
ば
か
り
で
は
な
く
、
末
尾
の
指
令
を
も
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
可
能
と
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
｢
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
こ
と｣
と
な
っ
た
。
昭
和
天
皇
は
、
東
條
英
機
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
た
こ
と
を
直
ち
に
実
行
し
て
く
れ
る
と
高
い
評
価
を
与
え
て
信
頼
し
て
お
り
、
天
皇
を
し
て
｢
彼
程
朕
の
意
見
を
直
ち
に
実
行
に
移
し
た
も
の
は
な
い
。｣
と
い
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
(
)
。
東
條
英
機
が
マ
リ
ア
ナ
戦
の
敗
北
の
責
任
を
取
り
、
挙
国
一
致
的
な
組
閣
が
で
き
ず
、
組
閣
を
断
念
し
て
辞
職
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
｢
袞
竜
の
袖
に
隠
れ
る
の
は
い
け
な
い
と
云
っ
て
り
っ
ぱ
に
提
出
し
た
の
で
あ
る｣
と
し
、
元
閣
僚
か
ら
東
條
は
憲
兵
を
重
用
し
て
民
間
人
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
う
批
判
を
聞
か
さ
れ
て
も
、
部
下
が
勝
手
な
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
し
、｢
東
条
は
一
生
懸
命
仕
事
を
や
る
し
、
平
素
云
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
思
慮
周
密
で
中

良
い
処
が
あ
つ
た
(
)
。｣
と
い
う
よ
う
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
。
東
條
と
し
て
は
、
彼
に
と
っ
て
天
皇
の
命
を
忠
実
に
実
行
し
て
き
た
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
お
り
、
事
実
と
信
じ
て
い
る
こ
と
と
異
な
る
こ
と
を
証
言
す
る
の
は
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
念
の
た
め
に
、『
昭
和
天
皇
独
白
録』
と
『
側
近
日
誌』
に
お
い
て
表
明
さ
れ
て
い
る
天
皇
の
東
條
英
機
に
対
す
る
評
価
を
引
用
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1051
二
八
し
て
お
こ
う
。
東
条
と
云
ふ
人
物
元
来
東
条
と
云
ふ
人
物
は
、
話
せ
ば
よ
く
判
る
、
そ
れ
が
圧
制
家
の
様
に
評
判
が
立
つ
た
の
は
、
本
人
が
余
り
に
多
く
の
職
を
か
け
持
ち
、
忙
し
す
ぎ
る
為
に
、
本
人
の
気
持
が
下
に
伝
ら
な
か
つ
た
こ
と
ゝ
又
憲
兵
を
余
り
に
使
ひ
過
ぎ
た
。
そ
れ
に
、
田
中
隆
吉
[
十
七
年
九
月
ま
で
兵
務
局
長]
と
か
富
永
次
官
[
恭
次
・
兼
人
事
局
長]
と
か
、
兎
角
評
判
の
よ
く
な
い
且
部
下
の
抑
へ
の
き
か
な
い
者
を
使
つ
た
事
も
、
評
判
を
落
し
た
原
因
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
実
際
は
東
条
も
後
に
は
部
下
を
抑
へ
切
れ
な
く
な
つ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
東
条
は
一
生
懸
命
仕
事
を
や
る
し
、
平
素
云
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
思
慮
周
密
で
中

と
良
い
処
が
あ
つ
た
。｢
マ
リ
ア
ナ｣
の
防
備
も
彼
が
参
謀
総
長
を
兼
ね
て
か
ら
後
[
十
九
年
二
月]
、
督
促
し
て
や
つ
と
出
来
た
が
、
時
已
に
晩
か
つ
た
。
あ
の
時
、
非
戦
闘
員
の
玉
砕
に
は
極
力
反
対
し
て
ゐ
た
が
、
世
間
で
は
東
条
が
玉
砕
さ
せ
た
様
に
、
至
つ
て
ゐ
る
(
)
。
二
、
東
条
大
将
の
人
格
論
。
こ
れ
は
迫
水
の
話
に
、
東
条
の
憲
兵
を
用
い
て
民
間
を
圧
迫
し
た
る
旨
申
上
げ
た
る
に
関
し
て
の
お
話
な
り
。
東
条
は
民
論
を
重
ん
ず
べ
き
こ
と
を

々
口
に
せ
り
。
し
か
る
に
迫
水
の
よ
う
な
考
え
が
あ
り
と
す
る
と
、
そ
の
原
因
は
、
東
条
が
余
り
各
省
大
臣
を
兼
任
し
て
、
自
分
の
意
思
通
り
事
が
運
び
兼
ね
、
軍
務
局
や
憲
兵
が
、
東
条
の
名
に
於
て
勝
手
な
こ
と
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。
東
条
は
そ
ん
な
人
間
と
は
思
わ
ぬ
。
彼
程
朕
の
意
見
を
直
ち
に
実
行
に
移
し
た
も
の
は
な
い
。
上
奏
を
了
し
た
参
謀
総
長

、
直
ち
に
こ
れ
を
変
更
し
、
梅
津
に
し
た
様
な
次
第
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
彼
は
、
近
衛
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1050
二
九
の
聞
き
上
手
で
実
行
し
な
い
の
に
反
し
て
、
聞
き
下
手
で
直
ぐ
議
論
を
や
る
か
ら
人
か
ら
嫌
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
殊
に
マ
リ
ア
ナ
以
後
は
、
大
い
に
あ
せ
り
気
味
で
あ
っ
た
、
云
々
(
)
。
天
皇
へ
の
忠
誠
心
が
強
く
忠
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
天
皇
の
意
向
に
背
く
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
屈
辱
的
な
言
明
を
行
い
、
不
名
誉
な
レ
ッ
テ
ル
を
自
ら
に
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
天
皇
の
生
命
と
社
会
的
地
位
を
守
る
献
身
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
一
般
の
兵
隊
に
天
皇
へ
の
忠
誠
に
よ
る
万
歳
突
撃
や
餓
死
を
含
む
｢
玉
砕｣
を
、
国
民
に
は
困
窮
状
態
の
下
で
、
竹
や
り
で
機
関
銃
や
火
炎
放
射
器
や
焼
夷
弾
爆
撃
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
兵
器
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
の
御
楯
と
な
っ
て
一
億
総
玉
砕
す
る
こ
と
を
、
天
皇
の
た
め
に
す
べ
て
を
犠
牲
に
し
て
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
陸
軍
大
臣
お
よ
び
参
謀
総
長
を
兼
務
す
る
と
い
う
天
皇
か
ら
最
高
の
信
頼
を
受
け
た
も
の
と
し
て
当
然
の
義
務
を
果
た
し
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
う
し
た
思
考
は
、
大
本
営
や
軍
令
部
の
参
謀
た
ち
や
、
御
前
会
議
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
託
に
最
後
ま
で
反
対
し
た
阿
南
惟
幾
陸
相
を
は
じ
め
と
す
る
軍
人
た
ち
に
共
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
(
)
。
た
だ
し
東
條
の
場
合
、
天
皇
の
信
任
を
受
け
て
一
国
の
最
高
位
に
あ
っ
て
自
ら
部
下
や
国
民
に
発
令
し
て
強
制
し
た
｢
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず｣
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
｢
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
こ
と
忽
(
な)
か
れ｣
に
つ
い
て
も
汚
名
を
残
し
て
死
ん
で
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
慙
愧
の
思
い
を
抱
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
最
終
的
な
行
為
は
、
た
だ
一
人
に
だ
け
は
感
謝
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
人
物
か
ら
感
謝
の
表
明
が
最
終
的
に
イ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
は
も
と
よ
り
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
に
も
な
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1049
三
〇
第
六
節
一
将
功
成
ら
ず
…
…
東
條
英
機
は
、
二
六
〇
〇
年
以
上
に
及
ぶ
皇
統
を
存
続
の
危
機
に
陥
れ
、
日
出
ず
る
国
の
天
子
と
し
て
祖
父
以
来
日
の
出
の
勢
い
で
拡
張
し
て
き
た
領
土
を
失
い
、
蓄
積
し
て
き
た
皇
室
の
財
産
も
剥
奪
さ
れ
か
ね
な
い
状
態
に
陥
れ
、
な
ん
と
か
三
種
の
神
器
を
守
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
態
へ
陥
れ
た
と
い
う
結
果
に
対
す
る
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
対
象
と
し
て
選
ば
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
皇
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
至
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
連
合
軍
が
伊
勢
湾
か
ら
上
陸
し
て
き
た
場
合
に
伊
勢
神
宮
と
熱
田
神
宮
が
直
ち
に
敵
の
制
圧
下
に
入
り
、
三
種
の
神
器
の
う
ち
の
二
つ
の
神
器
を
確
保
す
る
見
込
み
が
立
た
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
(
)
。一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
天
皇
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
い
わ
ゆ
る
｢
玉
音
放
送｣
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
取
し
た
の
ち
に
、
皇
太
子
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
か
郵
便
物
に
対
し
て
天
皇
が
送
っ
た
返
事
が
お
そ
ら
く
村
井
長
正
侍
従
の
提
供
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
天
皇
は
｢
敗
因
に
つ
い
て
一
言
い
わ
し
て
く
れ｣
と
述
べ
て
、
三
点
ほ
ど
列
記
し
た
の
ち
、
戦
争
を
続
け
れ
ば
三
種
の
神
器
を
守
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
戦
争
終
結
を
決
意
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
…
…
敗
因
に
つ
い
て
一
言
い
は
し
て
く
れ
我
が
国
人
が
あ
ま
り
に
皇
国
を
信
じ
過
ぎ
て
英
米
を
あ
な
ど
つ
た
こ
と
で
あ
る
我
が
軍
人
は
精
神
に
重
き
を
お
き
す
ぎ
て
科
学
を
忘
れ
た
こ
と
で
あ
る
明
治
天
皇
の
時
に
は
山
縣
、
大
山
、
山
本
等
の
如
き
陸
海
軍
の
名
将
が
あ
つ
た
が
今
度
の
時
は
あ
た
か
も
第
一
次
世
界
大
戦
の
独
国
の
如
く
軍
人
が
バ
ツ
コ
し
て
大
局
を
考
へ
ず
進
む
を
知
つ
て
退
く
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
す
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1048
三
一
戦
争
を
つ
ゞ
け
れ
ば
三
種
神
器
を
守
る
こ
と
も
出
来
ず
国
民
を
も
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
の
で
涙
を
の
ん
で
国
民
の
種
を
の
こ
す
べ
く
つ
と
め
た
の
で
あ
る
(
)
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
調
印
か
ら
戻
っ
た
吉
田
茂
首
相
か
ら
報
告
を
受
け
た
際
に
、｢
明
治
大
帝
の
孫
(
で
あ
る
自
分)
の
時
代
に
、
海
外
の
領
土
を
す
べ
て
失
っ
た
事
は
た
い
へ
ん
な
苦
痛
だ
と
語｣
り
、
そ
れ
に
対
し
て
吉
田
首
相
が
そ
の
発
言
を
諫
め
て
｢
天
皇
に
今
更
そ
の
よ
う
な
事
を
悔
や
む
時
期
で
は
な
い
と
述
べ
た｣
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
報
告
書
が
駐
日
英
国
大
使
の
ク
ラ
ッ
ト
ン
代
表
代
理
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
送
ら
れ
た
と
い
う
(
)
。
よ
り
上
位
者
の
責
任
を
取
っ
て
累
が
及
ば
な
い
よ
う
に
し
た
者
に
対
し
て
、
自
ら
の
免
責
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
公
的
に
発
言
し
た
り
認
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
い
や
そ
う
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
自
分
は
下
位
者
に
よ
っ
て
操
ら
れ
て
利
用
さ
れ
た
だ
け
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
東
條
英
機
に
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
に
お
け
る
判
決
と
処
刑
の
と
き
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
｢
名
を
惜
し
む｣
非
情
な
世
界
が
待
ち
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
昭
和
天
皇
実
録』
に
お
い
て
も
度
々
言
及
さ
れ
て
い
る
、
宮
内
庁
次
官
か
ら
長
官
に
な
っ
た
冨
田
朝
彦
が
記
し
た
い
わ
ゆ
る
冨
田
メ
モ
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
｢
冨
田
メ
モ｣
[
昭
和
]
年

月

日
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1047
三
二
私
は
或
る
時
に
Ａ
級
が
合
祀
さ
れ
そ
の
上
松
岡
、
白
取
ま
で
も
が
、
筑
波
は
慎
重
に
対
処
し
て
く
れ
た
と
聞
い
た
が
松
平
の
子
の
今
の
宮
司
が
ど
う
考
え
た
の
か
易
々
と
松
平
は
平
和
に
強
い
考
え
が
あ
っ
た
と
思
う
の
に
親
の
心
子
知
ら
ず
と
思
っ
て
い
る
だ
か
ら
私
あ
れ
以
来
参
拝
し
て
い
な
い
そ
れ
が
私
の
心
だ
(
)
英
文
の
昭
和
天
皇
独
白
録
を
発
見
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
チ
ー
ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
東
野
真
に
よ
れ
ば
、
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
遺
族
の
手
許
に
あ
っ
た
文
書
の
な
か
に
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
一
九
七
一
年
勲
二
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
際
の
叙
勲
の
申
請
書
が
あ
る
。
そ
れ
は
元
国
会
議
員
の
笠
井
重
治
に
よ
る
も
の
で
、
申
請
理
由
と
し
て
は
｢
ボ
ナ
ー
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
准
将
は
(
中
略
マ
マ)
連
合
軍
総
司
令
部
に
於
け
る
唯
一
の
親
日
将
校
と
し
て
天
皇
陛
下
を
戦
犯
よ
り
救
出
し
た
大
恩
人
で
あ
る｣
と
記
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
(
)
。
そ
の
笠
井
が
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
送
っ
た
一
九
六
三
年
六
月
二
九
日
付

の
手
紙
の
一
節
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
(
)
。
今
日
は
、
天
皇
誕
生
日
だ
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
君
の
お
か
げ
で
、
天
皇
の
座
は
維
持
さ
れ
た
。
君
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
君
の
努
力
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
君
と
二
人
で
、
天
皇
に
｢
遺
憾
の
意｣
(
Im
p
e
rial
re
p
e
n
tan
ce)
を
表
明
す
る
よ
う
お
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1046
三
三
願
い
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
ね
？
あ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
天
皇
は
日
本
国
民
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
人
々
の
敬
愛
を
集
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。(
フ
ェ
ラ
ー
ズ
文
書
(
))
こ
の
文
か
ら
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
単
に
｢
天
皇
陛
下
を
戦
犯
よ
り
救
出｣
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
(
)
。
こ
の
課
題
は
天
皇
が
靖
国
神
社
を
再
び
参
拝
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
章
皇
位
承
継
の
準
備
第
一
節
皇
太
子
と
｢
国
体
護
持
・
皇
位
承
継｣
今
後
に
備
え
て
の
国
体
の
護
持
の
た
め
の
制
度
改
革
は
敗
戦
の
前
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
太
子
へ
累
が
及
ば
な
い
た
め
の
皇
室
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。
八
月
十
日
未
明
の
御
前
会
議
で
終
戦
が
決
定
さ
れ
る
や
い
な
や
、
そ
れ
ま
で
の
皇
后
宮
職
か
ら
独
立
し
て
、｢
東
宮
職｣
が
設
置
さ
れ
(
)
、
東
宮
大
夫
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
皇
太
子
は
日
光
へ
疎
開
し
た
ま
ま
で
、
敗
戦
後
も
容
易
に
は
東
京
へ
呼
び
戻
さ
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
天
皇
は
、
皇
統
の
維
持
を
至
上
の
使
命
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
間
接
証
拠
と
し
て
は
、
家
庭
教
師
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
招
か
れ
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
面
会
し
た
お
り
の
会
話
が
あ
る
。｢
元
帥
は
わ
た
し
に
『
天
皇
は
日
の
下
の
こ
と
は
何
で
も
お
話
し
に
な
る
が
、
ご
子
息
の
こ
と
と
な
る
と
一
度
も
口
に
さ
れ
た
こ
と
が
な
い』
と
言
っ
て
、
陛
下
と
皇
太
子
の
関
係
を
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た｣
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
)
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
天
皇
と
は
｢
何
で
も｣
話
し
合
う
仲
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
皇
太
子
の
こ
と
は
一
言
も
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1045
三
四
口
に
し
な
か
っ
た
。
天
皇
は
非
常
に
防
衛
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。
皇
太
子
に
話
題
が
及
び
、
皇
太
子
へ
の
介
入
が
な
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
他
の
こ
と
は
な
ん
で
も
気
軽
に
話
し
に
応
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
勘
ぐ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
第
二
節
異
色
の
傳
育
官
村
井
長
正
皇
太
子
の
学
習
院
初
等
科
以
来
の
学
友
だ
と
さ
れ
る
、
共
同
通
信
の
社
会
部
次
長
な
ど
を
務
め
た
橋
本
明
の
著
書
は
、
見
て
い
な
い
こ
と
が
、
あ
た
か
も
そ
の
場
で
そ
れ
を
目
撃
し
た
か
の
よ
う
な
書
き
か
た
と
な
っ
て
い
る
点
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
多
く
の
皇
室
記
者
や
作
家
の
場
合
、
同
様
の
文
体
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
や
正
確
を
欠
く
記
述
が
問
題
で
あ
る
が
、
た
だ
外
部
で
公
的
に
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
で
一
般
的
に
は
ま
っ
た
く
唐
突
で
理
解
し
が
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
背
後
で
起
き
て
い
る
出
来
事
を
推
測
し
、
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
有
益
な
情
報
と
説
明
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
外
部
に
現
れ
た
こ
と
を
、
皇
族
の
内
部
で
起
き
て
い
る
何
か
の
重
大
な
現
象
や
変
化
の
兆
候
と
見
な
し
た
際
に
、
そ
れ
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
橋
本
明
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
村
井
長
正
に
よ
る
情
報
が
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
り
、
資
料
の
存
在
を
裏
づ
け
た
り
、
発
見
の
糸
口
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
皇
室
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
文
章
や
著
書
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
宮
内
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
た
記
者
か
、
誰
か
皇
室
関
係
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
の
両
方
を
兼
ね
て
い
る
か
で
な
い
か
ぎ
り
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
執
筆
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
橋
本
明
の
場
合
は
、
自
身
が
学
習
院
初
等
科
以
来
の
皇
太
子
の
学
友
で
あ
る
と
い
う
特
異
点
に
加
え
て
、
共
同
通
信
記
者
と
し
て
宮
内
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
主
要
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
、
無
教
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1044
三
五
会
派
の
キ
リ
ス
ト
者
で
、
皇
太
子
の
傳
育
官
の
の
ち
、
戦
後
、
義
宮
皇
太
子
の
弟
で
、
の
ち
の
常
陸
宮
の
傳
育
官
と
な
っ
た
村
井
長
正
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
宮
内
記
者
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
記
者
は
及
び
も
つ
か
な
い
特
権
を
持
つ
。
記
者
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
現
職
あ
る
い
は
元
職
の
、
と
り
わ
け
幹
部
職
員
に
食
い
込
ん
で
資
料
や
情
報
の
提
供
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
。
高
橋
紘
に
は
木
下
道
雄
と
そ
の
遺
族
、
岩
井
克
己
は
徳
川
義
寛
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
い
る
(
)
。
著
述
業
で
は
、
加
藤
恭
子
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
宮
内
庁
長
官
で
あ
っ
た
田
島
道
治
の
息
子
で
あ
る
田
島
恭
二
で
あ
り
、
彼
を
通
じ
て
田
中
道
治
の
宮
内
庁
長
官
在
任
中
を
含
む
日
記
的
な
手
帳
の
提
供
を
受
け
た
。
田
島
恭
二
が
過
去
に
新
聞
社
に
勤
務
し
て
お
り
、
父
親
の
日
記
な
ど
の
資
料
的
価
値
を
認
識
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
田
島
道
治
本
人
も
兄
も
生
き
て
い
た
な
ら
ば
お
そ
ら
く
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
が
と
し
な
が
ら
も
、
遺
品
便
宜
の
提
供
に
踏
み
切
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
工
藤
美
代
子
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
し
て
は
、
三
笠
宮
寛
仁
と
元
女
官
長
の
関
係
者
か
ら
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い
る
(
)
。
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
多
く
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
公
文
書
館
な
ど
で
、
機
密
解
除
を
い
ち
早
く
知
っ
て
正
確
に
は
懇
意
に
な
っ
た
職
員
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
、
と
い
っ
て
も
重
要
な
資
料
の
機
密
解
除
の
予
告
は
ま
ず
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
へ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
く
ま
な
く
探
索
し
て
重
要
文
書
を
｢
発
見｣
し
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
発
表
し
た
り
、
偶
然
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
い
か
ぎ
り
新
し
い
情
報
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
後
ま
も
な
く
、
高
松
宮
は
神
社
本
庁
の
機
関
紙
と
い
う
べ
き
『
神
社
新
報』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
神
道
は
｢
教
理
や
神
學
的
な
面
が
空
虚
で｣
あ
り
｢
普
遍
的
人
生
観
、
世
界
観
と
云
つ
た
上
か
ら
教
義
な
ど
の
面
に
於
い
て
缺
け
て｣
お
り
、｢
宗
教
性
に
乏
し｣
く
、｢
現
代
宗
教
と
し
て
ま
だ
十
分
形
式
の
整
は
な
い
神
社
神
道
が
今
日
の
如
き
国
民
の
精
神
的
危
機
に
處
し
宗
教
と
し
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1043
三
六
て
立
つ
て
行
く
た
め
に
は｣
｢
キ
リ
ス
ト
教
と
タ
イ
ア
ツ
プ
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
學
ぶ
べ
き｣
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
歴
史
文
化
の
研
究
を
行
い
、
後
に
建
国
記
念
日
が
制
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
際
に
そ
れ
に
反
対
し
、
学
会
と
し
て
反
対
声
明
を
出
す
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
三
笠
宮
な
ら
ば
と
も
か
く
、
高
松
宮
が
神
道
は
キ
リ
ス
ト
教
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
昭
和
二
二
(
一
九
四
七)
年
二
月
二
四
日
発
行
『
神
社
新
報』
第
三
四
号
掲
載
の
高
松
宮
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
一
部
を
引
用
し
た
い
。
問
神
社
が
宗
教
と
し
て
立
つ
て
行
く
上
に
於
て
色
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
殿
下
の
ご
感
想
を
お
伺
ひ
し
た
ひ
と
思
い
ま
す
が
答
神
社
と
い
ふ
も
の
が
本
質
的
に
現
代
の
宗
教
と
し
て
の
内
容
を
も
つ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
と
思
ふ
、
最
近
神
社
新
報
に
出
て
ゐ
る
青
年
神
職
の
座
談
會
な
ど
に
も
出
て
ゐ
る
が
、
教
理
や
神
學
的
な
面
が
空
虚
で
、
神
社
は
さ
う
い
ふ
點
に
於
て
発
展
し
た
内
容
を
も
つ
て
ゐ
な
い
と
云
へ
る
の
で
は
な
い
か
、
明
治
維
新
に
排
佛
棄
釈
で
佛
教
と
離
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
い
よ
く
さ
う
い
ふ
骨
に
な
る
も
の
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
、
し
か
し
今
後
発
展
す
る
上
に
於
て
か
ゝ
る
原
始
宗
教
の
型
で
よ
い
か
宗
教
と
し
て
佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
並
ぶ
と
云
つ
て
見
て
も
内
容
的
に
宗
教
性
に
乏
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
現
代
宗
教
と
し
て
立
つ
に
は
佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
タ
イ
ア
ツ
プ
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
神
社
神
道
の
新
し
い
型
を
生
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
ふ
、
特
に
普
遍
的
人
生
観
、
世
界
観
と
云
つ
た
上
か
ら
教
義
な
ど
の
面
に
於
て
神
道
に
缺
け
て
ゐ
る
も
の
を
キ
リ
ス
ト
教
と
タ
イ
ア
ツ
プ
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
學
ぶ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
、
尤
も
神
道
に
そ
の
内
容
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
言
へ
る
と
す
れ
ば
別
だ
が
(
)
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1042
三
七
高
松
宮
の
発
言
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
対
す
る
深
い
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
親
和
的
な
共
感
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
皇
室
内
で
高
松
宮
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
天
皇
の
次
男
で
あ
る
義
宮
(
後
の
常
陸
宮)
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
顕
著
な
共
鳴
を
示
し
て
い
た
。
村
井
長
正
は
加
賀
藩
の
家
老
の
末
裔
で
あ
っ
た
が
、
東
大
在
学
中
に
藤
井
武
に
傾
倒
し
、
そ
の
後
矢
内
原
忠
雄
に
師
事
し
、
季
刊
｢
嘉
信｣
が
村
井
の
も
と
へ
複
数
部
送
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
義
宮
(
後
の
常
陸
宮)
が
読
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
村
井
と
一
緒
に
聖
書
を
も
読
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
村
井
の
矢
内
原
忠
雄
へ
の
心
酔
を
示
す
も
の
と
し
て
村
井
の
小
論
の
一
部
を
示
そ
う
。
先
生
は
仲
々
尋
常
一
筋
縄
で
は
ゆ
か
な
い
多
角
多
面
な
大
人
格
、
実
に
鋭
い
皮
肉
を
随
時
随
処
に
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
用
意
周
到
な
も
の
で
し
た
が
、
信
仰
者
以
外
の
人
々
に
は
実
に
大
ら
か
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
先
生
の
博
学
多
識
、
学
問
の
方
法
論
と
し
て
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
用
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
聖
書
信
仰
に
は
徹
底
し
て
｢
時
の
し
る
し｣
を
見
る
眼
の
類
い
な
き
精
度
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
巧
ま
ず
恐
れ
ず
世
間
に
向
っ
て
敢
て
挑
戦
さ
れ
る
エ
レ
ミ
ヤ
を
も
凌
ぐ
ス
ケ
ー
ル
に
は
心
の
底
か
ら
推
服
し
て
居
り
ま
し
た
(
)
。
こ
こ
に
は
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
係
の
特
徴
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
片
山
哲
が
首
相
に
指
名
さ
れ
て
内
閣
が
成
立
し
た
際
も
、
社
会
党
の
党
首
で
あ
り
な
が
ら
も
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1041
三
八
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
端
な
社
会
主
義
政
策
へ
と
突
き
進
む
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
共
産
主
義
へ
の
歯
止
め
と
し
て
機
能
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
日
本
に
お
い
て
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
先
鞭
を
切
っ
て
そ
の
前
哨
戦
を
展
開
し
た
か
の
よ
う
な
G2
の
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
少
将
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
反
共
産
主
義
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
ソ
連
な
ど
に
よ
る
日
本
の
社
会
主
義
化
へ
対
抗
す
る
方
策
と
し
て
も
天
皇
制
を
存
続
さ
せ
る
意
義
を
見
出
し
て
い
た
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
自
身
も
皇
統
の
存
続
を
確
保
す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
と
っ
て
の
天
皇
と
皇
室
の
有
用
性
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
戦
前
の
大
日
本
帝
国
憲
法
の
天
皇
主
権
の
政
治
体
制
の
も
と
に
お
い
て
も
っ
と
も
激
し
く
弾
圧
さ
れ
た
の
は
、
ソ
連
の
影
響
を
受
け
た
天
皇
制
を
否
定
す
る
共
産
主
義
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
日
本
に
お
け
る
社
会
主
義
勢
力
の
進
展
に
警
戒
す
る
よ
う
に
注
意
を
仕
向
け
て
い
た
(
)
。
橋
本
明
が
村
井
長
正
ら
か
ら
得
た
と
推
測
さ
れ
る
情
報
に
よ
れ
ば
、
義
宮
は
｢
自
分
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
い
る｣
と
皇
室
の
人
々
の
前
で
告
白
し
、
一
連
の
発
言
の
な
か
で
｢
美
智
子
妃
も
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
理
解
が
あ
る
の
で
、
尊
敬
し
て
い
る｣
と
付
け
加
え
た
た
め
に
、
美
智
子
妃
が
皇
族
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
に
誤
解
さ
れ
て
伝
わ
り
、
美
智
子
妃
が
皇
室
内
で
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
い
、
皇
太
子
明
仁
と
義
宮
と
の
関
係
が
悪
く
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
美
智
子
妃
は
批
判
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
、
天
皇
皇
后
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
今
後
キ
リ
ス
ト
教
の
話
は
し
な
い
と
の
誓
約
を
表
明
す
る
と
い
う
｢
宮
中
キ
リ
ス
ト
教
事
件
(
聖
書
事
件)｣
が
発
生
し
た
と
も
い
わ
れ
て
る
(
)
。
し
か
し
他
方
で
、
毎
日
新
聞
の
記
者
は
、
同
じ
村
井
長
正
か
ら
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
天
皇
が
美
智
子
妃
に
激
怒
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
(
)
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
村
井
長
正
は
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1040
三
九
皇
室
を
去
っ
た
の
ち
、
天
皇
に
よ
る
戦
争
に
関
す
る
謝
罪
を
表
明
し
た
詔
勅
が
存
在
す
る
こ
と
を
聞
き
お
よ
び
、
一
九
八
二
年
、
そ
れ
が
田
島
道
治
元
宮
内
庁
長
官
の
遺
品
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ
う
に
宮
内
庁
首
脳
部
に
強
く
迫
る
が
、
宇
佐
美
毅
宮
内
庁
長
官
、
鈴
木
一
侍
従
次
長
、
黒
木
従
達
東
宮
侍
従
長
、
林
敬
三
日
赤
社
長
か
ら
拒
絶
さ
れ
て
終
わ
る
(
)
。
そ
の
後
、
約
二
〇
年
を
経
て
、
加
藤
恭
子
が
田
島
道
治
の
手
帳
の
日
記
に
基
づ
い
て
伝
記
を
著
し
た
の
ち
、
遺
族
に
返
却
し
よ
う
と
思
っ
た
遺
品
の
資
料
の
な
か
か
ら
偶
然
に
発
見
さ
れ
て
公
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
(
)
。
第
三
節
皇
太
子
家
庭
教
師
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
一
九
四
六
年
一
〇
月
か
ら
四
年
間
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
文
学
の
才
能
も
あ
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
皇
太
子
の
家
庭
教
師
と
し
て
就
い
た
(
)
。
天
皇
が
、
日
本
の
教
育
制
度
の
改
正
案
を
提
出
す
る
た
め
に
来
日
し
て
教
育
を
視
察
中
の
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
教
育
総
監
で
イ
リ
ノ
イ
大
学
学
長
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ト
ダ
ー
ド
(
G
e
o
rg
e
S
to
d
d
ard)
博
士
に
紹
介
を
依
頼
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
は
、
天
皇
が
あ
た
か
も
自
ら
の
単
独
の
決
断
で
米
国
か
ら
の
家
庭
教
師
の
派
遣
を
依
頼
し
た
と
の
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
｢
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
[
あ
っ
て
も]
狂
信
的
で
な
い
人
物
(
)｣
と
い
う
緩
や
か
な
要
望
条
件
が
付
け
ら
れ
て
申
し
込
ん
だ
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、｢
昭
和
天
皇
独
白
録｣
と
呼
ば
れ
る
文
書
が
天
皇
の
御
用
掛
を
務
め
た
寺
崎
英
成
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
住
む
遺
族
の
自
宅
か
ら
発
見
さ
れ
て
そ
の
内
容
が
一
九
九
〇
年
に
雑
誌
『
文
藝
春
秋』
に
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
英
語
版
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
班
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
住
む
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
遺
族
の
自
宅
か
ら
発
見
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
｢
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル｣
で
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
松
平
慶
民
宮
内
大
臣
、
松
平
康
昌
宗
秩
寮
総
裁
、
木
下
道
雄
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四
〇
侍
従
次
長
、
稲
田
周
一
内
記
部
長
、
寺
崎
英
成
御
用
掛
が
天
皇
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
内
容
と
し
て
記
載
さ
れ
た
｢
昭
和
天
皇
独
白
録｣
は
、
天
皇
の
自
主
的
な
希
望
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
聞
き
書
き
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
天
皇
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
単
な
る
忘
備
録
的
な
記
録
な
の
で
は
な
く
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
か
ら
天
皇
を
極
東
国
際
軍
事
裁
判
へ
訴
追
し
な
い
で
す
ま
せ
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
天
皇
を
不
起
訴
に
す
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
証
拠
、
理
由
づ
け
を
構
築
す
る
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
、
最
終
的
に
英
語
版
を
ま
と
め
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
提
出
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
(
)
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
招
聘
に
あ
た
っ
て
も
、｢
昭
和
天
皇
独
白
録｣
と
類
似
し
た
こ
と
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
皇
室
の
様
子
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
中
に
、
最
初
の
画
面
に
タ
イ
ト
ル
と
し
て
｢
授
業
ご
参
観｣
と
大
書
き
さ
れ
た
昭
和
二
一
年
七
月
に
放
送
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
学
習
院
で
の
皇
太
子
の
授
業
を
初
め
て
皇
后
が
参
観
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
授
業
科
目
は
英
語
で
、
あ
る
場
面
を
設
定
し
て
皇
太
子
を
交
え
た
英
語
の
会
話
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
実
名
に
は
言
及
し
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
来
日
す
る
女
性
か
ら
皇
太
子
は
｢
ア
メ
リ
カ
的
な
民
主
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す｣
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
七
月
四
日
、
皇
后
陛
下
は
東
京
都
下
、
学
習
院
の
小
金
井
校
を
ご
訪
問
。
折
か
ら
英
語
を
ご
勉
学
中
の
皇
太
子
殿
下
の
教
室
を
ご
参
観
に
な
り
ま
し
た
。
母
、
皇
后
さ
ま
が
お
子
様
の
授
業
を
参
観
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
し
た
。
天
皇
制
の
運
命
と
と
も
に
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
皇
太
子
殿
下
は
、
近
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
朝
す
る
婦
人
の
傅
育
係
に
、
ア
メ
リ
カ
的
な
民
主
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
(
)
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1038
四
一
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
上
記
の
引
用
し
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
続
い
て
｢
ア
メ
リ
カ
人
の
家
庭
教
師
を
招
く
こ
と
を
お
考
え
に
な
っ
た
の
は
、
父
、
天
皇
陛
下
で
し
た｣
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
は
上
述
の
引
用
し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
お
そ
ら
く
一
九
八
九
年
一
月
に
｢
新
天
皇
・
新
時
代｣
と
い
う
番
組
を
作
成
し
て
放
送
し
た
際
に
、
も
と
も
と
の
一
九
四
六
年
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
そ
の
ま
ま
挿
入
す
る
と
と
も
に
、
最
後
に
補
足
的
な
説
明
と
し
て
新
し
く
付
け
加
え
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
招
聘
か
ら
四
五
年
を
経
た
の
ち
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
家
庭
教
師
を
招
く
と
い
う
発
案
者
は
天
皇
で
あ
っ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
家
庭
教
師
を
招
く
と
い
う
の
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
発
案
に
よ
る
の
で
も
な
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
押
し
付
け
に
よ
る
の
で
も
な
く
、
天
皇
の
自
発
的
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
言
説
を
視
聴
者
に
流
布
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
非
常
に
興
味
深
い
。
話
し
を
一
九
四
六
年
に
戻
せ
ば
、
こ
れ
は
｢
狂
信
的
で
な
い｣
｢
キ
リ
ス
ト
教｣
の
女
性
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
皇
太
子
の
家
庭
教
師
と
な
っ
て
教
育
を
施
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
、
い
ち
早
く
伝
え
る
映
像
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
下
に
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
を
経
て
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
制
作
さ
れ
映
画
館
な
ど
で
上
映
さ
れ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
放
送
は
ま
だ
実
験
放
送
が
始
ま
っ
た
段
階
で
、
本
格
的
な
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
は
一
九
五
三
年
二
月
一
日
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
放
送
も
な
い
な
か
、
映
画
館
で
公
開
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
動
画
ニ
ュ
ー
ス
は
国
民
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
非
常
に
重
要
な
情
報
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
｢
天
皇
制
の
運
命
と
と
も
に
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
皇
太
子
殿
下
は
、
近
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
朝
す
る
婦
人
の
傅
育
係
に
、
ア
メ
リ
カ
的
な
民
主
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す｣
と
い
う
表
現
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
｢
天
皇
制
の
運
命｣
と
は
天
皇
制
が
存
続
さ
れ
る
か
廃
止
さ
れ
る
か
と
い
う
運
命
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
皇
太
子
が
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
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四
二
皇
位
継
承
を
で
き
る
か
ど
う
か
、
天
皇
制
が
存
続
す
る
か
廃
止
さ
れ
る
か
が
皇
太
子
の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
皇
太
子
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と
、
最
初
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
天
皇
制
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
皇
位
継
承
者
は
｢
民
主｣
的
な
思
想
と
行
動
様
式
を
教
育
に
よ
っ
て
学
び
身
に
つ
け
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
近
い
将
来
に
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
将
来
に
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
皇
位
継
承
が
可
能
に
な
る
た
め
の
条
件
づ
く
り
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
条
件
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
来
日
す
る
女
性
の
教
育
係
・
家
庭
教
師
か
ら
｢
ア
メ
リ
カ
的
な
民
主
教
育｣
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
準
備
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
二
日
に
は｢
皇
太
子
さ
ん
の
英
語
の
先
生｣
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は｢
日
本
ニ
ュ
ー
ス｣
に
よ
る
も
の
で
、
皇
太
子
に
英
語
教
育
を
施
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
一
〇
月
一
五
日
に
来
日
し
た
こ
と
を
伝
え
る
映
像
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
女
優
で
い
え
ば
と
い
っ
て
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
移
民
で
あ
る
が
｢
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ｣
｢
誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る｣
な
ど
で
主
演
し
た
、
若
い
と
き
の
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
三
〇
代
く
ら
い
の
美
し
い
知
性
的
な
女
性
が
、
つ
ば
の
あ
る
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
セ
ン
ス
の
よ
い
風
貌
で
登
場
し
、
門
柱
に
｢
イ
ー
・
ジ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ｣
と
い
う
表
札
の
か
か
っ
た
自
宅
へ
到
着
す
る
姿
を
映
し
て
い
る
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
｢
今
年
一
四
に
な
っ
た
皇
太
子
殿
下
の
英
語
の
家
庭
教
師
と
し
て
、
天
皇
陛
下
か
ら
招
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
が
一
五
日
来
朝
、
淀
橋
の
官
舎
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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四
三
に
落
ち
着
き
ま
し
た｣
い
う
も
の
で
、
日
本
到
着
の
一
週
間
後
に
は
迅
速
に
日
本
人
に
報
道
さ
れ
て
い
る
(
)
。
な
お
、
一
九
四
六
年
六
月
に
日
本
で
も
映
画
｢
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ｣
が
封
切
ら
れ
、
焼
け
跡
に
次
々
と
建
て
ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
の
仮
設
映
画
館
で
上
映
さ
れ
、
主
役
の
イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン
が
爆
発
的
な
人
気
を
集
め
て
い
た
(
)
。
一
九
四
七
年
七
月
の
｢
日
本
ニ
ュ
ー
ス｣
で
も
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
皇
太
子
に
対
す
る
英
語
の
授
業
の
様
子
が
放
送
さ
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
｢
英
語
ご
上
達
皇
太
子
さ
ま
東
京｣
と
な
っ
て
お
り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、｢
皇
太
子
さ
ま
は
、
七
月
九
日
、
東
京
小
金
井
の
学
習
院
で
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
か
ら
一
学
期
最
後
の
英
語
の
授
業
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
各
社
の
カ
メ
ラ
や
記
者
団
に
囲
ま
れ
て
、
皇
太
子
さ
ま
は
は
に
か
ん
で
お
ら
れ
ま
す｣
と
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
皇
太
子
の
姿
と
授
業
風
景
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
)
。
天
皇
御
用
掛
の
寺
崎
英
成
は
そ
の
日
記
に
｢『
バ
イ
ニ
ン
グ』
夫
人
ハ
最
善
ノ
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ウ
イ
ニ
ン
グ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー｣
と
記
し
て
い
る
(
)
。
筆
者
の
身
の
回
り
に
い
る
当
時
二
〇
歳
代
で
、
現
在
九
〇
歳
代
の
人
た
ち
に
聞
い
て
み
て
も
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
皇
太
子
の
家
庭
教
師
と
し
て
日
本
国
内
に
お
い
て
圧
倒
的
な
宣
伝
効
果
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
民
に
対
し
て
さ
ら
に
世
界
に
向
け
て
の
宣
伝
効
果
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
寺
崎
英
成
の
メ
モ
は
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
日
本
に
お
い
て
皇
太
子
に
対
す
る
直
接
的
な
教
育
効
果
、
日
本
国
民
へ
の
宣
伝
効
果
を
持
つ
と
と
も
に
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
女
性
が
、
侵
略
戦
争
を
行
っ
た
と
世
界
か
ら
見
な
さ
れ
て
い
る
皇
族
の
次
世
代
に
民
主
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
絶
大
な
宣
伝
効
果
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
役
割
は
、
皇
太
子
へ
の
家
庭
教
師
と
し
て
の
教
育
が
日
本
国
内
お
よ
び
海
外
へ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
加
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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四
四
え
て
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
複
数
回
一
時
帰
国
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
宣
伝
効
果
も
無
視
し
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
自
身
も
自
著
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
置
か
れ
た
立
場
は
、
当
時
人
々
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
『
ア
ナ
と
シ
ャ
ム
の
王
様』
そ
の
後
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
映
画
と
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
み
な
ら
ず
日
本
を
含
む
世
界
中
に
『
王
様
と
わ
た
し』
と
し
て
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
、
西
洋
か
ら
東
洋
の
国
の
王
室
に
招
か
れ
た
家
庭
教
師
を
即
座
に
連
想
さ
せ
、
外
国
に
対
す
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
関
心
か
ら
も
人
々
の
興
味
を
掻
き
立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
節
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
招
聘
の
経
緯
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
、
一
九
〇
二
年
生
ま
れ
で
、
児
童
文
学
に
関
心
を
持
ち
、
既
に
数
冊
の
作
品
を
著
し
て
お
り
、
一
九
二
九
年
に
大
学
教
員
と
結
婚
し
た
後
、
夫
を
自
動
車
事
故
で
亡
く
し
た
未
亡
人
で
あ
っ
た
。
皇
室
か
ら
は
｢
狂
信
的
で
な
い｣
｢
キ
リ
ス
ト
教｣
の
女
性
の
家
庭
教
師
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
希
望
さ
れ
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
と
っ
て
は
当
初
予
想
し
な
か
っ
た
展
開
と
選
考
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
家
族
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
遠
く
離
れ
た
、
衛
生
状
態
が
よ
く
な
い
、
ま
だ
社
会
全
体
と
し
て
混
乱
し
て
い
る
国
で
生
活
す
る
こ
と
に
つ
い
て
懸
念
を
示
す
者
も
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
最
終
的
に
受
諾
し
、
日
本
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。
当
時
と
し
て
は
非
常
に
高
額
の
報
酬
額
で
あ
っ
た
し
、
宿
舎
と
食
事
が
手
配
さ
れ
、
教
授
先
ま
で
の
移
動
に
は
車
の
送
迎
が
つ
く
と
と
も
に
、
英
語
が
堪
能
な
秘
書
が
つ
く
と
い
っ
た
よ
う
に
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
(
B
ry
n
M
aw
r
C
o
lle
g
e)
を
卒
業
し
た
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1034
四
五
後
、
同
じ
く
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
ド
レ
ク
セ
ル
(
D
re
x
e
l
U
n
iv
e
rsity)
大
学
の
大
学
院
の
図
書
館
学
の
修
士
課
程
を
修
了
し
て
い
る
。
秘
書
に
な
っ
た
高
橋
た
ね
は
戦
前
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
大
学
で
学
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
戦
争
が
予
想
さ
れ
る
た
め
一
九
四
二
年
に
日
米
交
換
船
で
帰
国
し
、
河
井
道
の
恵
泉
女
学
園
に
勤
務
し
て
い
た
(
)
。
高
橋
た
ね
は
、
秘
書
を
務
め
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
帰
国
し
た
後
、
同
じ
く
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
の
大
学
院
で
図
書
館
学
の
修
士
課
程
を
修
了
し
、
そ
の
後
、
国
際
基
督
教
大
学
の
教
員
と
な
り
図
書
館
長
な
ど
を
務
め
た
(
)
。
第
五
節
招
聘
の
主
体
と
意
図
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
選
ば
れ
た
の
は
、
知
的
能
力
、
平
和
愛
好
、
容
姿
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
教
育
能
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
教
員
免
許
保
持
者
や
教
職
経
験
者
か
ら
選
べ
ば
よ
い
、
将
来
執
筆
が
可
能
な
人
材
で
、
日
本
の
変
化
し
た
皇
室
や
次
代
の
天
皇
に
予
定
さ
れ
て
い
る
皇
太
子
の
姿
を
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
筆
力
を
持
っ
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
推
察
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
単
に
英
語
を
教
え
る
た
め
だ
け
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
派
遣
さ
れ
た
な
ど
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
が
起
草
さ
れ
、
自
由
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
由
緒
あ
る
歴
史
を
持
つ
と
と
も
に
、
造
船
を
は
じ
め
と
す
る
重
工
業
で
発
達
し
た
都
市
だ
が
、
近
郊
に
は
、
自
動
車
な
ど
の
文
明
の
利
器
の
使
用
を
拒
否
し
、
徒
歩
と
馬
車
で
移
動
を
し
、
農
作
業
も
手
作
業
や
家
畜
を
用
い
て
行
っ
て
生
活
し
て
い
る
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
人
々
が
生
活
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
は
そ
の
名
の
通
り
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
が
英
国
か
ら
の
移
民
の
先
鞭
を
つ
け
た
州
で
、
特
定
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
が
州
議
会
で
多
数
派
を
占
め
る
ま
で
は
、
と
り
わ
け
宗
教
的
寛
容
度
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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四
六
が
高
か
っ
た
。
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
人
々
も
、
牧
師
を
持
た
ず
、
儀
式
を
重
ん
じ
た
礼
拝
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
自
主
性
と
内
発
的
な
輝
き
に
信
頼
を
置
い
た
集
会
を
持
ち
、
自
由
と
個
性
と
人
間
の
平
等
を
尊
重
し
、
平
和
を
愛
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
死
刑
廃
止
を
明
示
し
て
お
り
、｢
良
心
的
兵
役
拒
否｣
を
行
う
人
も
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
の
月
会
に
出
席
し
て
い
た
(
)
。
帰
国
し
た
の
ち
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
行
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
も
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
運
動
の
デ
モ
に
参
加
し
て
逮
捕
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。戦
前
日
本
に
留
学
し
、
そ
の
経
験
と
研
究
に
基
づ
い
て
、
戦
中
か
ら
敗
戦
後
の
日
本
の
占
領
政
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト
ン
(
H
u
g
h
B
o
rto
n)
も
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
が
、
兵
役
を
拒
否
し
て
い
る
よ
う
に
、
平
和
へ
の
志
向
は
強
い
。
な
お
戦
前
、
国
際
連
盟
の
次
長
と
し
て
活
躍
し
た
新
渡
戸
稲
造
も
妻
の
影
響
が
あ
っ
て
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
を
行
い
、
宣
戦
布
告
が
間
に
合
わ
な
い
ま
ま
に
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
対
米
戦
争
を
開
始
し
、
兵
士
ば
か
り
で
は
な
く
、
何
百
万
人
に
も
及
ぶ
住
民
の
被
害
者
を
出
し
た
国
家
元
首
の
後
継
者
と
な
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
人
物
の
家
庭
教
師
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
な
か
で
も
、
反
戦
意
識
を
持
ち
、
平
和
を
希
求
す
る
精
神
が
強
い
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
女
性
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
故
な
し
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
う
が
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
そ
こ
に
は
二
つ
意
図
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
皇
太
子
へ
の
直
截
的
な
教
育
効
果
と
い
う
点
で
あ
る
。
英
語
教
育
に
お
い
て
も
、
皇
太
子
に
対
し
て
｢
殿
下｣
な
ど
の
呼
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
学
友
た
ち
と
平
等
に
扱
う
た
め
に
｢
ジ
ミ
ー｣
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
教
材
と
し
て
は
、
非
暴
力
主
義
の
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
や
奴
隷
解
放
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
伝
記
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
宣
伝
効
果
で
あ
る
。
宣
伝
効
果
は
国
内
に
対
す
る
も
の
と
、
海
外
に
対
す
る
も
の
す
な
わ
ち
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戦
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四
七
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は
じ
め
と
す
る
連
合
国
に
対
す
る
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
者
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
節
で
ニ
ュ
ー
ス
に
表
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
、
日
本
の
皇
太
子
へ
家
庭
教
師
が
派
遣
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
が
派
遣
さ
れ
た
の
か
関
心
を
持
た
な
い
わ
け
は
な
い
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
て
、
そ
れ
が
平
和
志
向
が
強
く
兵
役
拒
否
者
も
出
し
て
い
る
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
に
属
す
る
女
性
だ
と
知
り
、
安
堵
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
皇
室
の
A
g
g
re
ssio
n
を
行
っ
た
と
い
う
か
A
g
g
re
ssiv
e
な
傾
向
が
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
す
る
。
ア
メ
リ
カ
国
民
を
中
心
と
し
た
戦
勝
国
民
の
間
で
も
日
本
の
皇
室
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
目
的
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
万
が
一
目
的
と
さ
れ
な
く
て
も
、
揺
る
ぎ
の
な
い
顕
在
的
あ
る
い
は
潜
在
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
当
初
か
ら
そ
こ
ま
で
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
知
れ
な
い
が
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
、
帰
国
後
、
皇
太
子
へ
の
家
庭
教
師
の
経
験
を
W
in
d
ow
s
for
th
e
C
row
n
P
rin
ce
(
)
と
題
し
て
出
版
し
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
自
分
が
皇
太
子
の
家
庭
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
最
初
の
感
想
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
最
初
に
お
会
い
し
た
日
、
元
帥
は
わ
た
し
に
、
皇
太
子
の
家
庭
教
師
探
し
が
日
本
側
の
｢
姑
息
な
政
治
工
作｣
と
考
え
た
か
と
質
問
さ
れ
、｢
あ
な
た
の
最
初
の
反
応
を
知
り
た
い
の
だ
が｣
と
聞
か
れ
た
。｢
た
と
え
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
は
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
な
た
が
あ
な
た
の
お
力
で
す
べ
て
を
お
変
え
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。｣
わ
た
し
は
そ
の
よ
う
な
動
機
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
れ
が
天
皇
の
純
粋
な
、
そ
し
て
多
分
是
非
に
と
い
う
ご
依
頼
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
た
。
し
か
し
、
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四
八
多
く
の
日
本
人
は
、
一
部
の
ア
メ
リ
カ
人
も
そ
う
だ
が
、
そ
の
ご
英
断
を
疑
っ
て
か
か
っ
て
い
た
(
)
。
｢
た
と
え
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
は
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
な
た
が
あ
な
た
の
お
力
で
す
べ
て
を
お
変
え
に
な
っ
た
か
ら
で
す｣
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
皇
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
取
り
入
っ
て
国
体
の
護
持
や
皇
室
の
安
泰
や
皇
統
の
維
持
を
図
ろ
う
と
し
た
と
い
う
姑
息
な
手
段
を
指
す
の
か
、
だ
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
が
あ
な
た
の
お
力
で
す
べ
て
を
お
変
え
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
天
皇
側
の
姑
息
な
手
段
を
あ
え
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
決
定
を
指
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、｢
た
と
え
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も｣
と
い
う
言
葉
が
、
そ
れ
に
続
く
｢
あ
な
た
が
あ
な
た
の
お
力
で
す
べ
て
お
変
え
に
な
っ
た｣
と
い
う
こ
と
に
か
か
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
は
天
皇
に
よ
る
工
作
で
は
な
く
、
む
し
ろ
す
べ
て
の
こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
を
実
行
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
広
汎
な
権
限
と
権
力
を
持
っ
て
い
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
が
姑
息
な
考
え
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
最
終
的
に
受
け
入
れ
る
か
否
か
を
判
断
し
た
の
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
考
え
と
し
て
実
現
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
他
方
で
｢
多
く
の
日
本
人
は
、
一
部
の
ア
メ
リ
カ
人
も
そ
う
だ
が
、
そ
の
ご
英
断
を
疑
っ
て
か
か
っ
て
い
た｣
と
す
れ
ば
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
強
制
さ
れ
た
も
の
と
し
て
疑
っ
て
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。｢
日
本
側
の
『
姑
息
な
政
治
工
作』｣
と
な
れ
ば
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
む
し
ろ
皇
室
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
取
り
入
ろ
う
と
す
る
利
害
関
心
に
基
づ
く
計
算
づ
く
の
姑
息
な
手
段
と
し
て
疑
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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四
九
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
、｢
元
帥
は
、
わ
た
し
が
来
日
し
た
当
初
は
『
危
険
が
伴
っ
た
た
め
に』
わ
た
し
の
た
め
に
何
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
わ
た
し
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
た
の
で
、
必
要
な
こ
と
は
何
な
り
と
申
し
出
る
よ
う
に
と
言
っ
て
く
れ
た｣
と
記
述
し
て
い
る
(
)
。
『
危
険
が
伴
っ
た』
と
は
意
味
深
長
な
言
葉
で
あ
る
。
筆
者
の
推
測
で
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
派
遣
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
制
ま
た
は
指
示
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
｢
危
険｣
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
人
か
ら
実
質
的
に
は
皇
室
に
対
し
て
強
制
を
し
て
い
る
の
に
そ
れ
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
反
発
を
受
け
る
｢
危
険｣
で
あ
ろ
う
か
、
日
本
の
天
皇
崇
拝
者
や
そ
う
し
た
団
体
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
ら
れ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
と
い
う
｢
危
険｣
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
他
の
連
合
国
と
り
わ
け
皇
太
子
を
自
国
へ
留
学
さ
せ
た
い
と
考
え
る
国
な
ど
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
の
皇
室
を
取
り
込
み
、
そ
の
温
存
を
図
っ
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
利
益
を
最
優
先
し
た
日
本
の
単
独
支
配
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ
る
｢
危
険｣
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
天
皇
に
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
よ
う
に
誘
導
し
た
り
、
指
示
し
た
り
、
あ
る
い
は
強
制
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
側
か
ら
の
申
し
出
な
の
か
、
あ
る
い
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
ま
た
別
の
件
に
つ
い
て
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
使
っ
た
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
｢
実
際
は
こ
の
二
つ
の
う
ち
の
間
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
(
)
。｣
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
皇
室
と
し
て
は
天
皇
制
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
目
標
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
駆
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
他
方
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
の
統
治
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
天
皇
制
を
維
持
し
て
、
そ
れ
を
利
用
し
た
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
と
分
か
っ
て
き
た
も
の
の
、
し
か
し
、
直
前
ま
で
敵
対
国
で
あ
り
、
激
し
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〇
い
戦
闘
そ
の
な
か
に
は
死
闘
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
も
あ
っ
た
を
戦
っ
て
自
国
民
か
ら
非
常
に
多
く
の
兵
士
の
死
者
を
出
し
、
宣
戦
布
告
を
す
る
前
に
だ
ま
し
討
ち
で
真
珠
湾
を
攻
撃
し
て
戦
端
を
開
き
、
捕
虜
を
虐
待
し
て
死
亡
さ
せ
た
よ
う
な
国
の
主
権
者
を
そ
の
ま
ま
承
継
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
そ
れ
で
は
国
民
が
納
得
す
る
は
ず
も
な
く
世
論
の
支
持
も
得
ら
れ
な
い
と
考
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
残
さ
れ
た
方
法
と
し
て
は
、
天
皇
の
承
継
者
で
あ
る
皇
太
子
、
す
な
わ
ち
次
の
天
皇
に
民
主
的
な
考
え
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
広
く
ア
メ
リ
カ
国
民
や
世
界
に
知
ら
し
め
て
世
論
の
支
持
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
皇
室
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
利
害
関
心
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
か
ら
提
案
が
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
あ
た
か
も
自
主
的
に
天
皇
が
発
案
し
て
自
ら
提
案
し
た
と
い
う
形
式
を
取
り
た
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
人
女
性
家
庭
教
師
を
招
聘
す
る
提
案
を
し
た
人
物
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
英
語
の
家
庭
教
師
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ホ
ー
ラ
ス
・
ブ
ラ
イ
ス
(
R
e
g
in
ald
H
o
race
B
ly
th)
が
自
分
以
外
に
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の
家
庭
教
師
を
招
く
の
が
好
ま
し
い
と
考
え
、
教
育
視
察
団
に
申
し
出
る
こ
と
を
勧
め
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ス
が
親
し
か
っ
た
日
本
人
の
友
人
で
あ
る
新
木
正
之
介
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
｢
ブ
ラ
イ
ス
が
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
四
日
で
あ
る
。
…
…
中
略
…
…
こ
の
拝
謁
直
後
に
ブ
ラ
イ
ス
は
大
金
宮
内
次
官
に
『
自
分
は
四
月
か
ら
個
人
教
授
の
形
で
皇
太
子
殿
下
に
英
語
を
お
教
え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
別
に
殿
下
に
英
語
を
お
教
え
す
る
婦
人
の
先
生
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
聘
す
る
と
よ
い
と
思
う
。』
と
進
言
し
て
い
る
。
な
お
同
じ
こ
と
を
石
渡
前
宮
相
に
も
進
言
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
三
月
中
に
ア
メ
リ
カ
の
教
育
視
察
団
の
来
日
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
団
員
の
拝
謁
が
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
節
、
陛
下
の
御
発
意
の
形
で
、
陛
下
か
ら
直
接
団
長
に
、
然
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
婦
人
の
先
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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五
一
生
推
薦
を
依
頼
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
う
。
こ
れ
は
自
分
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
の
状
態
を
察
し
て
そ
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
る』
と
ブ
ラ
イ
ス
は
言
っ
た
ら
し
い
。
以
上
の
こ
と
を
筆
者(
新
木
引
用
者
注)
は
推
量
の
形
で
書
い
た
が
、
中
心
に
な
る
事
実
は
ブ
ラ
イ
ス
が
直
接
筆
者
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
(
)｣
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
提
案
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
た
だ
、
や
は
り
天
皇
が
自
発
的
に
思
い
つ
い
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
は
、
黒
木
侍
従
が
宮
内
庁
の
記
者
で
あ
っ
た
高
橋
紘
へ
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
ろ
う
。
｢
陛
下
が
自
発
的
に
言
わ
れ
る
わ
け
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
か
が
お
勧
め
し
た
の
で
し
ょ
う
。
東
宮
職
に
は
当
時
ひ
と
言
の
相
談
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
、
バ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
に
は
冷
や
か
で
し
た
(
)
。｣
し
か
し
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
(
狂
信
的
で
は
な
い)
キ
リ
ス
ト
教
の
家
庭
教
師
を
招
く
と
い
う
意
思
は
、
あ
く
ま
で
天
皇
の
自
発
的
意
思
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
を
、(
公
式
に
は)
貫
く
。
一
九
八
八
年
に
す
で
に
八
五
歳
に
な
っ
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
を
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
の
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
に
訪
ね
た
同
じ
新
聞
記
者
に
よ
る
通
訳
を
通
じ
て
の
質
問
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
答
え
て
い
る
。
一
九
八
八
年
五
月
十
七
日
、
私
は
バ
イ
ニ
ン
グ
の
居
間
に
い
た
。
皇
太
子
殿
下
の
た
め
に
、
個
人
的
な
家
庭
教
師
を
望
ん
だ
の
は
、
陛
下
御
自
身
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
。
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五
二
｢絶
対
に
天
皇
陛
下
が
決
定
し
た
こ
と
で
す
。
陛
下
が
直
接
私
に
そ
う
話
さ
れ
ま
し
た
。
皇
太
子
殿
下
が
、
日
本
以
外
の
事
情
に
正
し
い
理
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
望
ま
れ
た
の
で
す
。
家
庭
教
師
は
女
性
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
が
狂
信
的
で
は
な
く
、
五
十
歳
以
上
の
年
長
者
を
、
と
希
望
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
四
十
歳
く
ら
い
で
し
た
が｣
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
意
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
｢
元
帥
は
米
国
か
ら
家
庭
教
師
を
、
と
い
う
日
本
側
の
提
案
に
不
信
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
民
主
化
の
ポ
ー
ズ
を
世
界
に
示
す
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
は
な
い
か
と
…
…
。
で
す
か
ら
、
元
帥
は
長
い
間
、
私
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
(
)｣
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
天
皇
と
天
皇
制
に
対
し
て
厳
し
い
世
論
を
持
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
を
は
じ
め
戦
勝
国
の
国
民
た
ち
に
対
し
て
、
天
皇
制
が
存
続
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
短
期
な
の
か
長
期
に
及
ぶ
の
か
は
と
も
か
く
当
面
天
皇
を
在
位
さ
せ
て
お
く
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
天
皇
に
民
主
的
な
考
え
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
広
く
ア
メ
リ
カ
国
民
や
世
界
に
知
ら
し
め
て
世
論
の
支
持
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
た
か
も
皇
室
か
ら
自
主
的
に
提
案
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
天
皇
ま
た
は
天
皇
家
が
過
去
の
行
為
を
自
ら
反
省
し
て
悔
い
改
め
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
を
受
け
ア
メ
リ
カ
文
化
と
国
際
的
に
普
遍
的
な
価
値
と
考
え
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
人
間
と
し
て
再
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
擬
制
を
取
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
第
六
節
エ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ズ
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
エ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ズ
(
E
sth
e
r
R
h
o
ad
s)
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
同
じ
月
会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1026
五
三
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
に
説
明
し
た
通
り
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
月
会
は
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
で
い
え
ば
教
会
に
該
当
す
る
。
規
模
は
小
さ
い
こ
と
が
多
く
、
せ
い
ぜ
い
数
十
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ロ
ー
ズ
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
所
属
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
月
会
(
G
e
rm
an
to
w
n
M
o
n
th
ly
M
e
e
tin
g)
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
最
大
規
模
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
末
に
は
、
女
性
会
員
二
八
七
人
、
男
性
会
員
二
六
二
人
、
未
成
年
九
七
人
で
、
合
計
六
四
六
人
の
会
員
が
い
た
(
)
。
ロ
ー
ズ
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
日
本
に
来
る
前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
。
ロ
ー
ズ
は
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
時
に
は
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
帰
り
、
戦
争
中
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
強
制
収
容
キ
ャ
ン
プ
に
強
制
収
容
さ
れ
た
日
系
人
の
支
援
活
動
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ
戻
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
置
か
れ
て
い
る
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
世
界
的
本
部
に
あ
る
海
外
援
助
活
動
な
ど
を
行
う
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
(
A
m
e
rican
F
rie
n
d
s
S
e
rv
ice
C
o
m
m
itte
e：
米
国
フ
レ
ン
ズ
奉
仕
団)
で
日
本
へ
の
支
援
を
行
う
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ(
L
ice
n
se
d
A
g
e
n
cie
s
fo
r
R
e
lie
f
in
A
sia：
ア
ジ
ア
救
援
公
認
団
体)
の
準
備
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
皇
太
子
の
家
庭
教
師
の
候
補
に
挙
が
っ
た
と
き
、
ロ
ー
ズ
に
相
談
し
て
お
り
、
ロ
ー
ズ
は
ぜ
ひ
と
も
引
き
受
け
て
日
本
へ
行
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る
(
)
。
さ
ら
に
、
高
橋
紘
の
『
側
近
日
誌』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
事
務
局
長
ク
ラ
ー
レ
ン
ス
・
ピ
ケ
ッ
ト
(
C
lare
n
ce
E
.
P
ick
e
tt)
か
ら
ロ
ー
ズ
へ
も
打
診
が
来
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
へ
打
診
が
行
く
以
前
に
ロ
ー
ズ
へ
も
打
診
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
ロ
ー
ズ
は
多
忙
な
ラ
ラ
と
両
立
す
る
見
込
み
が
な
い
た
め
辞
退
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
)
。
一
般
的
に
は
、
な
に
か
の
仕
事
を
打
診
さ
れ
た
り
依
頼
さ
れ
た
り
し
た
と
き
に
、
自
分
が
そ
れ
を
辞
退
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
1025
五
四
た
い
て
い
誰
か
ほ
か
に
適
任
者
の
心
当
た
り
は
な
い
か
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
ロ
ー
ズ
が
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
を
ク
ラ
ー
レ
ン
ス
・
ピ
ケ
ッ
ト
に
推
薦
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
推
測
さ
れ
た
り
も
す
る
。
た
だ
し
、
一
九
四
五
年
九
月
二
日
ミ
ズ
ー
リ
号
で
日
本
の
降
伏
調
印
が
行
わ
れ
占
領
が
開
始
さ
れ
た
と
き
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
ピ
ケ
ッ
ト
に
依
頼
さ
れ
て
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
宛
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
占
領
を
復
讐
で
は
な
く
和
解
の
精
神
で
行
う
べ
き
こ
と
と
敗
戦
国
の
人
々
を
礼
節
と
配
慮
を
も
っ
て
遇
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
く
公
開
書
簡
を
代
筆
し
、
そ
れ
が
い
く
つ
か
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ピ
ケ
ッ
ト
の
念
頭
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
有
力
な
候
補
と
し
て
浮
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ロ
ー
ズ
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
同
じ
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
月
会
に
属
し
て
お
り
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
日
本
へ
来
る
前
に
来
日
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
家
庭
教
師
に
選
任
さ
れ
る
以
前
に
二
人
の
面
識
と
交
流
が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
は
充
分
で
あ
ろ
う
。
高
橋
た
ね
を
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
秘
書
に
手
配
し
た
の
は
、
学
習
院
長
の
山
梨
勝
之
進
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
(
)
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
皇
太
子
の
家
庭
教
師
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
以
降
は
、
当
時
東
宮
顧
問
で
あ
っ
た
東
大
名
誉
教
授
の
穂
積
重
遠
と
の
対
立
的
な
関
係
と
は
異
な
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
山
梨
学
習
院
長
と
の
関
係
は
良
好
で
は
あ
っ
た
が
、
山
梨
学
習
院
長
は
皇
太
子
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
家
庭
教
師
の
招
聘
に
は
賛
成
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
秘
書
に
な
る
高
橋
た
ね
は
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
東
京
月
会
に
参
加
し
て
お
り
、
ロ
ー
ズ
と
は
す
で
に
面
識
が
あ
り
、
ロ
ー
ズ
が
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
秘
書
に
推
薦
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
高
橋
た
ね
は
恵
泉
女
学
園
の
教
員
と
な
っ
て
お
り
、
河
井
道
が
高
橋
た
ね
を
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
秘
書
に
出
す
の
を
渋
っ
て
い
た
と
き
に
、
河
井
道
を
説
得
し
て
高
橋
た
ね
が
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
秘
書
と
な
る
こ
と
を
実
現
し
た
の
も
ロ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
日
本
に
上
陸
し
た
日
に
ロ
ー
ズ
が
宿
舎
で
出
迎
え
た
と
い
う
の
も
、
毎
週
金
曜
日
に
ヴ
ァ
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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後
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る
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1024
五
五
イ
ニ
ン
グ
の
居
宅
に
泊
ま
り
に
行
っ
た
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
は
親
し
い
交
友
関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
実
際
上
は
非
常
に
狭
い
集
合
体
の
な
か
で
日
本
の
皇
室
の
将
来
へ
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
皇
太
子
へ
の
教
育
に
関
す
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
隠
れ
た
貢
献
者
は
ロ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
い
う
危
険
に
配
慮
し
て
手
助
け
を
控
え
た
と
い
う
こ
と
と
、
遠
か
ら
ぬ
時
点
で
昭
和
天
皇
の
退
位
に
伴
っ
て
皇
太
子
が
即
位
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も
十
分
に
実
現
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
定
す
る
と
、
皇
太
子
に
対
す
る
民
主
化
教
育
が
天
皇
制
を
継
続
さ
せ
る
た
め
は
必
須
の
準
備
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ま
た
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
な
要
望
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
関
係
者
か
ら
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
形
式
的
に
は
天
皇
か
ら
の
自
主
的
な
申
し
出
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
擬
制
を
取
る
こ
と
が
も
っ
と
も
好
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
皇
統
の
存
続
を
最
重
要
課
題
と
考
え
る
天
皇
の
利
益
と
も
一
致
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
授
業
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
穂
積
氏
時
代
で
さ
え
も
、
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
一
任
さ
れ
て
い
た
。
日
本
に
着
い
て
日
も
浅
い
頃
、
当
時
の
宮
内
庁
長
官
松
平
子
爵
は
わ
た
し
に
向
か
っ
て
｢
わ
た
し
ど
も
は
、
皇
太
子
殿
下
の
た
め
に
、
よ
り
広
い
世
界
へ
向
け
て
い、
く、
つ、
か、
の、
窓
を
明
け
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。｣
(
W
e
w
an
t
y
o
u
to
o
p
e
n
w
in
d
o
w
s
o
n
to
a
w
id
e
r
w
o
rld
fo
r
o
u
r
C
ro
w
n
P
rin
ce)
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
言
葉
を
わ
た
し
は
こ
う
解
釈
し
た
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
の
仕
事
は
、
英
語
を
媒
体
と
し
て
、
皇
太
子
に
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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六
そ
し
て
級
友
に
日
本
の
外
の
世
界
に
つ
い
て
話
し
、
当
時
の
日
本
人
が
性
急
に
困
惑
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
熱
心
さ
で
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
民
主
主
義
の
理
念
や
原
則
を
彼
ら
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
。
彼
ら
の
英
語
が
上
達
す
る
に
つ
れ
て
、
話
題
も
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
及
ん
だ
。
そ
れ
は
国
連
の
こ
と
だ
っ
た
り
、
新
し
い
日
本
国
憲
法
だ
っ
た
り
、
軍
事
以
外
の
こ
と
で
世
界
に
貢
献
し
た
人
た
ち
の
生
涯
だ
っ
た
り
、
冒
険
物
語
や
美
術
、
平
和
、
自
然
だ
っ
た
り
し
た
(
)
。
な
お
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
お
そ
ら
く
平
和
の
象
徴
と
し
て
だ
と
思
わ
れ
る
が
小
鳥
の
話
を
よ
く
し
た
そ
う
で
あ
る
。
余
談
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
と
っ
て
は
、
皇
居
の
伝
統
行
事
に
な
っ
て
い
た
、
く
っ
た
く
な
く
お
濠
で
平
穏
に
生
活
し
て
い
る
鴨
を
突
然
襲
撃
し
て
捕
獲
す
る
鴨
猟
な
ど
に
参
加
す
る
の
は
当
惑
さ
せ
ら
れ
心
落
ち
着
か
ぬ
活
動
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
(
)
。
宮
内
庁
長
官
の
田
島
道
治
が
三
顧
の
礼
以
上
の
礼
を
払
っ
て
、
東
宮
顧
問
へ
迎
え
た
の
が
慶
応
大
学
塾
長
を
務
め
た
小
泉
信
三
で
あ
っ
た
(
)
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
小
泉
信
三
は
手
を
携
え
て
と
い
う
と
言
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
協
力
し
合
っ
て
皇
太
子
の
教
育
に
当
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
泉
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
ど
ち
ら
が
皇
太
子
を
客
観
的
に
見
て
い
る
か
で
競
争
し
あ
っ
た
と
小
泉
信
三
の
娘
が
述
べ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
(
)
、
小
泉
の
見
方
や
考
え
や
意
見
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
と
っ
て
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
小
泉
と
は
ジ
ョ
ー
キ
ン
グ
関
係
、
く
つ
ろ
い
で
冗
談
を
言
い
あ
え
る
き
さ
く
な
、
心
を
許
し
あ
っ
た
関
係
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
皇
太
子
の
妃
と
し
て
ど
の
よ
う
な
人
が
望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
な
ど
、
小
泉
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
ば
か
り
で
は
な
く
そ
れ
を
聞
い
た
第
三
者
も
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
い
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
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五
七
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
“
W
h
at
k
in
d
o
f
ch
aracte
r,”
h
e
ask
e
d
m
e
,
“
d
o
y
o
u
th
in
k
th
e
C
ro
w
n
P
rin
ce
’s
b
rid
e
sh
o
u
ld
h
av
e
?”
I
lau
n
ch
e
d
in
to
a
d
e
scrip
tio
n
o
f
th
e
p
arag
o
n
:
sh
e
m
u
st
b
e
g
o
o
d
-lo
o
k
in
g
,
b
e
cau
se
th
e
P
rin
ce
h
ad
an
e
y
e
fo
r
b
e
au
ty
;
sh
e
m
u
st
b
e
in
te
llig
e
n
t
b
u
t
n
o
t
o
p
in
io
n
ate
d
;
sh
e
m
u
st
h
av
e
w
id
e
in
te
re
sts
an
d
b
e
ab
le
to
talk
w
e
ll
ab
o
u
t
t h
e
m
,
b
e
cau
se
th
e
P
rin
ce
lik
e
d
to
b
e
e
n
te
rtain
e
d
an
d
am
u
se
d
;
sh
e
m
u
st
h
av
e
re
al
d
e
p
th
s
o
f
sw
e
e
tn
e
ss,
b
e
cau
se
h
e
r
p
o
sitio
n
w
o
u
ld
d
e
m
an
d
e
n
d
le
ss
sacrifice
s
o
f
h
e
r
o
w
n
d
e
sire
s
an
d
in
clin
atio
n
s,
an
d
at
th
e
sam
e
tim
e
sh
e
m
u
st
b
e
a
g
irl
o
f
sp
irit,
fo
r
it
w
o
u
ld
b
e
a
g
re
at
m
istak
e
if
sh
e
w
e
re
to
m
ak
e
a
d
o
o
rm
at
o
f
h
e
rse
lf;
sh
e
m
u
st
h
av
e
a
se
n
se
o
f
h
u
m
o
r,
o
r
sh
e
w
o
u
ld
b
e
o
v
e
rw
h
e
lm
e
d
b
y
it
all,
an
d
sh
e
m
u
st
h
av
e
ch
arm
,
o
r
n
o
n
e
o
f
h
e
r
o
th
e
r
g
o
o
d
q
u
alitie
s
w
o
u
ld
b
e
o
f
m
u
ch
u
se
to
h
e
r.
“
I
ag
re
e
w
ith
y
o
u
p
e
rfe
ctly
in
th
e
o
ry
,”
h
e
re
p
lie
d
w
h
e
n
I
fin
ish
e
d
th
is
im
p
re
ssiv
e
p
o
rtrait,
“
b
u
t
n
am
e
o
n
e
!”
“
M
a
k
em
a
sh
ita
!”
I
said
,
w
h
ich
is
th
e
Jap
an
e
se
fo
r
“
Y
o
u
h
av
e
m
e
th
e
re
!”
an
d
w
e
b
o
th
sh
o
u
te
d
w
ith
lau
g
h
te
r
(
).
｢
皇
太
子
殿
下
の
花
嫁
に
は
ど
う
い
う
性
格
の
人
が
い
い
と
思
い
ま
す
か
？｣
と
氏
は
私
に
た
ず
ね
た
。
私
は
理
想
的
な
花
嫁
候
補
の
描
寫
に
と
り
か
か
つ
た
。
殿
下
は
美
と
い
う
も
の
に
對
し
て
鋭
い
眼
を
お
も
ち
だ
か
ら
、
縹
繖
き
り
ょ
う
の
よ
い
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
理
智
的
な
、
し
か
し
素
直
な
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
殿
下
は
愉
し
い
こ
と
、
面
白
い
話
が
お
好
き
だ
か
ら
、
趣
味
の
廣
い
、
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す
こ
と
の
で
き
る
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
花
嫁
は
自
分
の
願
い
や
好
み
を
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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五
八
際
限
な
く
犠
牲
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
地
位
に
つ
く
の
だ
か
ら
、
心
底
し
ん
そ
こ
や
さ
し
い
気
だ
て
の
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
雑
巾
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
は
大
變
だ
か
ら
、
し、
ゃ、
ん、
と
し
た
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ユ
ー
モ
ア
の
わ
か
ら
な
い
人
だ
つ
た
ら
、
や
り
切
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
も
魅
力
の
あ
る
人
で
な
く
て
は
、
他
の
美
點
も
何
の
役
に
も
立
た
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
私
が
こ
の
豪
勢
な
人
物
書
き
を
終
え
る
と
、
小
泉
博
士
は
答
え
た
。｢
理
論
と
し
て
は
ま
つ
た
く
賛
成
で
す
。
だ
が
、
そ
ん
な
人
を
一
人
、
名
前
を
あ
げ
て
下
さ
い
！｣
私
は
｢
マ
ケ
マ
シ
タ
！｣
と
日
本
語
で
言
つ
て
、
二
人
で
大
笑
い
に
な
つ
た
も
の
だ
つ
た
(
)
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
皇
太
子
に
関
す
る
複
数
の
写
真
が
『
皇
太
子
の
窓』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
皇
太
子
の
窓』
の
英
語
の
原
本
と
日
本
語
版
の
大
き
な
違
い
は
挿
入
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
。
英
語
原
著
に
は
、
皇
太
子
が
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
中
将
の
離
日
を
見
送
り
に
行
き
密
接
し
た
距
離
で
挨
拶
を
交
わ
す
写
真
お
よ
び
皇
太
子
の
姉
妹
の
各
人
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
語
訳
に
は
こ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
語
版
に
は
、
原
著
に
は
な
い
、
天
皇
一
家
の
な
ご
や
か
な
新
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
で
も
出
て
き
そ
う
な
写
真
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
英
語
圏
の
読
者
と
日
本
語
圏
の
読
者
で
は
見
る
こ
と
を
望
む
写
真
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
英
語
版
の
読
者
は
、
戦
争
を
行
っ
た
天
皇
に
代
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
新
た
な
天
皇
へ
の
革
新
と
期
待
を
持
っ
て
お
り
、
他
方
、
日
本
語
版
の
読
者
は
天
皇
一
家
の
継
続
性
を
違
和
感
な
く
受
容
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
興
味
深
い
(
)
。
な
お
、
一
九
五
〇
年
の
常
盤
松
で
の
最
終
個
人
レ
ッ
ス
ン
と
題
さ
れ
た
写
真
の
授
業
風
景
の
黒
板
に
は
、“H
o
p
e
”
、“D
e
sp
air”
、
“
K
n
o
w
le
d
g
e
”
の
三
語
を
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
書
い
て
い
る
。
最
終
講
義
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
え
て
推
測
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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五
九
し
て
、
こ
れ
を
三
題
噺
と
し
て
組
み
立
て
る
な
ら
ば
、
筆
者
な
ら
ば
、｢
人
間
に
と
っ
て
生
き
る
支
え
と
な
る
最
も
重
要
な
も
の
は
希
望
で
あ
る
が
、
人
は
絶
望
に
陥
る
よ
う
な
と
き
で
も
、
学
び
、
知
識
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る｣
と
い
う
よ
う
に
話
し
を
組
み
立
て
る
が
、
実
際
の
授
業
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
(
)
。
知
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
皇
太
子
と
天
皇
家
に
と
っ
て
は
敗
戦
に
よ
っ
て
迎
え
た
絶
望
的
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
希
望
の
あ
る
世
界
へ
と
立
ち
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
読
み
込
み
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
絶
望
か
ら
希
望
を
導
く
も
の
と
し
て
の
知
識
と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
に
教
育
と
研
究
を
職
業
と
し
て
い
る
筆
者
の
ひ
と
り
よ
が
り
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
三
語
か
ら
は
｢
困
難
は
忍
耐
を
、
忍
耐
は
鞭
撻
を
、
鞭
撻
は
希
望
を
生
む｣
(｢
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙｣
第
五
章：
三
│
四
節)
が
連
想
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
ロ
ー
ズ
と
同
じ
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
の
月
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
ズ
が
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
を
推
薦
し
ク
ラ
ー
レ
ス
・
ピ
ケ
ッ
ト
が
候
補
に
決
定
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
根
拠
の
な
い
推
測
で
あ
る
こ
と
は
述
べ
た
。
少
な
く
と
も
二
人
は
相
互
に
名
前
を
知
り
あ
っ
て
お
り
、
面
識
が
あ
り
、
知
人
友
人
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
ほ
う
が
六
年
ほ
ど
年
長
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
は
、
自
分
が
校
長
と
し
て
勤
務
す
る
普
連
土
学
園
で
｢
主
の
道
を
備
え
よ｣
と
題
す
る
講
話
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ズ
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
、
児
童
文
学
で
評
価
さ
れ
子
ど
も
の
心
を
つ
か
む
才
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
結
婚
早
々
に
幸
福
の
絶
頂
で
夫
を
同
乗
し
て
い
た
車
の
自
動
車
事
故
で
亡
く
す
と
い
う
落
胆
の
ど
ん
底
の
生
活
を
経
験
し
、
そ
こ
か
ら
は
い
上
が
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
お
そ
ら
く
敗
戦
に
よ
っ
て
ど
ん
底
に
陥
っ
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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〇
た
皇
室
へ
の
共
感
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
ま
で
知
悉
し
考
慮
し
た
上
で
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
を
皇
太
子
の
家
庭
教
師
と
し
て
推
薦
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
皇
太
子
の
先
生
を
し
て
い
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
の
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
る
。
夫
人
は
二
五
年
ば
か
り
前
に
、
頭
が
よ
く
切
れ
、
好
ま
し
い
人
柄
の
大
学
教
授
と
幸
せ
な
結
婚
を
し
た
。
二
人
は
気
心
も
合
っ
た
の
で
、
楽
し
げ
に
将
来
の
設
計
を
た
て
た
。
だ
が
夫
人
は
突
然
、
ま
だ
子
供
も
で
き
な
い
う
ち
に
、
夫
を
自
動
車
事
故
で
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
。
夫
人
自
身
も
ひ
ど
い
怪
我
を
し
て
、
落
胆
の
ど
ん
底
の
状
態
で
長
い
こ
と
入
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
お
姉
さ
ん
が
献
身
的
に
看
病
し
て
く
れ
た
の
で
、
家
に
帰
れ
る
ほ
ど
に
回
復
し
た
が
、
夫
人
に
は
何
の
希
望
も
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
朝
、
雨
の
音
を
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
窓
外
に
目
を
や
る
と
、
空
は
青
く
、
か
わ
い
ら
し
い
さ
い
か
ち
の
花
が
屋
根
の
上
に
散
っ
て
い
た
。
夫
人
は
自
分
の
谷
間
か
ら
は
い
上
が
っ
て
、
神
の
方
へ
と
向
き
直
っ
た
。
再
び
本
を
書
き
は
じ
め
、
有
用
な
人
間
に
な
ろ
う
と
努
め
は
じ
め
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
体
験
が
、
彼
女
の
皇
族
の
方
々
に
た
い
す
る
同
情
を
格
別
な
も
の
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
皇
族
の
方
々
も
、
ま
た
、
敗
戦
と
い
う
苦
い
経
験
を
経
た
あ
と
、
一
か
ら
生
活
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
(
)
。
な
お
、
こ
の
小
文
で
は
、
妻
か
ら
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
寺
崎
英
成
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
ら
れ
て
い
る
。
相
手
を
許
さ
な
い
と
い
う
｢
不
正｣
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
人
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
が
行
っ
た
不
正
を
日
本
人
が
許
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
触
れ
か
た
は
西
欧
人
の
逸
脱
行
動
を
指
摘
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
西
欧
人
の
聖
職
者
の
無
謬
性
の
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一
神
話
を
壊
し
て
い
る
。
非
常
に
普
遍
主
義
的
で
、
発
話
者
が
人
種
的
偏
見
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
、
自
分
が
所
属
す
る
国
籍
の
国
へ
の
偏
愛
も
い
っ
さ
い
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
長
く
な
る
の
で
、
出
だ
し
の
部
分
の
み
を
引
用
し
よ
う
。
『
太
陽
へ
架
け
る
橋』
を
書
い
た
寺
崎
グ
エ
ン
夫
人
の
夫
、
寺
崎
英
成
氏
は
、
外
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
若
い
と
き
ワ
シ
ン
ト
ン
に
駐
在
し
、
そ
こ
で
今
の
ア
メ
リ
カ
人
の
妻
と
出
会
っ
た
。
彼
は
背
が
高
く
、
ハ
ン
サ
ム
で
ダ
ン
ス
も
う
ま
く
、
ゴ
ル
フ
も
た
し
な
ん
だ
の
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
社
交
界
で
人
気
が
あ
っ
た
。
…
…
(
以
下
略)
…
…
(
)
ロ
ー
ズ
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
よ
り
も
は
る
か
に
早
く
戦
前
の
一
九
一
七
(
大
正
六)
年
に
来
日
し
、
一
九
二
三
(
大
正
一
一)
年
の
関
東
大
震
災
の
救
援
活
動
に
も
参
加
し
、
戦
後
は
貧
困
に
あ
え
い
で
い
た
日
本
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
援
助
活
動
に
献
身
し
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
後
任
と
し
て
皇
太
子
の
家
庭
教
師
を
引
き
受
け
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
学
校
で
あ
る
普
連
土
学
園
の
校
長
に
な
る
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
二
人
が
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
証
拠
の
一
つ
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
皇
太
子
の
家
庭
教
師
に
在
任
中
の
四
年
間
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
ロ
ー
ズ
が
と
も
に
東
京
に
い
る
と
き
に
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
毎
週
金
曜
日
に
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
家
に
来
て
、
日
本
式
の
風
呂
に
入
っ
て
泊
っ
て
い
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
毎
週
、
一
週
間
の
仕
事
を
終
え
た
の
ち
に
花
開
く
く
つ
ろ
い
だ
会
話
や
雑
談
の
な
か
で
、
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
示
唆
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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二
第
七
節
敗
戦
当
時
の
皇
太
子
の
意
識
皇
太
子
は
、
三
歳
で
、
親
元
を
離
れ
、
傳
育
係
ら
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
。
両
親
で
あ
る
昭
和
天
皇
と
皇
后
に
は
一
週
間
に
一
度
会
う
程
度
で
あ
っ
た
(
)
。
皇
太
子
か
ら
手
紙
は
自
由
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
天
皇
皇
后
は
返
事
を
書
か
な
い
こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
九
月
九
日
、
ミ
ズ
ー
リ
ー
号
で
の
調
印
式
の
後
、
天
皇
と
、
奥
日
光
で
疎
開
生
活
が
続
い
て
い
た
皇
太
子
の
間
で
手
紙
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
、
天
皇
か
ら
の
返
事
の
内
容
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
皇
太
子
へ
送
っ
た
手
紙
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
村
井
長
正
を
経
て
橋
本
明
に
渡
っ
た
こ
と
か
ら
公
開
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
付
は
九
月
九
日
で
、
皇
太
子
か
ら
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
皇
太
子
か
ら
昭
和
天
皇
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
元
侍
従
次
長
木
下
道
雄
の
『
側
近
日
誌』
に
は
皇
太
子
の
作
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
八
月
一
五
日
に
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送
を
聴
き
、
穂
積
重
遠
東
宮
大
夫
の
｢
背
景
説
明
を
聞
い
た
明
仁
親
王
は
、
昭
和
帝
信
書
を
ひ
も
と
い
た｣
と
さ
れ
る
。
満
一
一
歳
の
少
年
が
書
い
た
と
は
思
え
な
い
見
事
な
文
章
で
あ
る
。
大
人
が
手
を
加
え
た
の
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
指
導
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
お
そ
ら
く
基
本
的
な
発
想
は
当
人
に
負
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
皇
太
子
の
考
え
や
意
向
に
反
し
た
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
勝
手
な
こ
と
を
書
く
こ
と
は
、
侍
従
や
傳
育
官
と
し
て
も
あ
ま
り
に
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
新
日
本
の
建
設
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
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と
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リ
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教
に
関
す
る
前
提
的
考
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1016
六
三
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
こ
の
日
、
我
が
国
三
千
年
の
歴
史
上
始
め
て
の
事
が
起
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
日
が
日
本
人
に
永
久
に
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
お
そ
れ
多
く
も
天
皇
陛
下
が
玉
音
で
英
米
支
蘇
四
ヶ
国
の
宣
言
を
御
受
諾
に
な
る
と
い
ふ
詔
書
を
御
放
送
な
さ
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
伺
つ
て
非
常
に
残
念
に
思
ひ
ま
し
た
。
無
条
件
降
服
と
い
ふ
国
民
の
恥
を
、
陛
下
御
自
身
で
御
引
受
け
に
な
つ
て
御
放
送
に
な
つ
た
事
は
誠
に
お
そ
れ
多
い
事
で
あ
り
ま
し
た
。
今
度
の
戦
で
我
が
忠
勇
な
陸
海
軍
が
陸
に
海
に
空
に
勇
戦
奮
闘
し
、
殊
に
特
攻
隊
は
命
を
投
げ
出
し
て
陛
下
の
御
為
笑
つ
て
死
ん
で
行
き
ま
し
た
。
又
国
民
も
度
々
の
空
襲
で
家
を
焼
か
れ
、
妻
子
を
失
つ
て
も
歯
を
く
ひ
し
ば
つ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
こ
の
や
う
に
国
民
が
忠
義
を
尽
し
て
一
生
懸
命
に
戦
つ
た
こ
と
は
感
心
な
こ
と
で
し
た
。
け
れ
と
も
戦
は
負
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
英
米
の
物
資
が
我
が
国
に
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
多
く
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
ぶ
り
が
非
常
に
上
手
だ
つ
た
か
ら
で
す
。
初
め
の
内
は
準
備
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
敗
戦
し
ま
し
た
が
、
い
ざ
準
備
が
出
来
上
る
と
猪
武
者
の
や
う
な
勢
で
攻
め
て
来
ま
し
た
。
そ
の
攻
め
方
も
上
手
で
な
か
な
か
科
学
的
で
し
た
。
数
百
隻
の
軍
艦
、
数
千
機
の
飛
行
機
、
数
万
噸
の
爆
弾
を
以
つ
て
攻
め
て
来
ま
し
た
。
遂
に
は
原
子
爆
弾
を
使
つ
て
何
十
万
と
い
ふ
日
本
人
を
殺
傷
し
、
町
や
工
場
を
破
壊
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
我
が
海
軍
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
飛
行
機
を
作
る
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
製
産
も
十
八
年
頃
に
比
へ
て
四
分
の
一
に
へ
つ
て
大
事
な
飛
行
機
が
作
れ
な
く
な
り
、
遂
に
戦
争
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
日
本
の
国
力
が
お
と
つ
て
ゐ
た
た
め
と
、
科
学
の
力
が
及
ば
な
か
つ
た
た
め
で
す
。
そ
れ
に
日
本
人
が
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
国
の
為
よ
り
も
私
事
を
思
つ
て
自
分
勝
手
を
し
た
た
め
に
今
度
の
や
う
な
国
家
総
力
戦
に
勝
つ
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
す
。
今
は
日
本
の
ど
ん
底
で
す
。
そ
れ
に
敵
が
ど
ん
な
こ
と
を
言
つ
て
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
苦
し
い
事
つ
ら
い
事
が
ど
の
位
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
苦
し
く
な
つ
て
も
こ
の
ど
ん
底
か
ら
は
い
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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四
そ
れ
に
は
日
本
人
が
国
体
護
持
の
精
神
を
堅
く
守
つ
て
一
致
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
一
人
と
ア
メ
リ
カ
人
一
人
を
比
べ
れ
ば
、
ど
ん
な
点
で
も
日
本
人
の
方
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
ま
す
。
唯
団
体
に
な
る
と
劣
る
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
は
団
体
訓
練
を
し
科
学
を
盛
ん
に
し
て
、
一
生
懸
命
に
国
民
全
体
が
今
よ
り
も
立
派
な
新
日
本
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
殊
に
国
が
狭
ま
く
な
つ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
農
業
を
一
層
盛
ん
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
私
達
小
国
民
の
役
目
で
す
。
今
ま
で
は
、
勝
ち
抜
く
た
め
の
勉
強
、
運
動
を
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
度
か
ら
は
皇
后
陛
下
の
御
歌
の
や
う
に
、
つ
ぎ
の
世
を
背
負
つ
て
新
日
本
建
設
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
皆
私
の
双
肩
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
は
先
生
方
、
傅
育
官
の
い
ふ
事
を
よ
く
聞
い
て
実
行
し
、
ど
ん
な
苦
し
さ
に
も
た
へ
し
の
ん
で
行
け
る
だ
け
の
ね
ば
り
強
さ
を
養
ひ
、
も
つ
と
も
つ
と
し
つ
か
り
し
て
明
治
天
皇
の
や
う
に
皆
か
ら
仰
が
れ
る
や
う
に
な
つ
て
、
日
本
を
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
(
)
。
お
そ
ら
く
皇
太
子
か
ら
の
手
紙
は
こ
う
し
た
内
容
が
反
映
さ
れ
た
文
章
で
あ
っ
た
り
、
こ
の
作
文
そ
の
も
の
が
天
皇
に
送
付
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
対
す
る
天
皇
の
返
信
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
再
度
の
引
用
を
し
た
い
。
手
紙
を
あ
り
が
た
う
し
つ
か
り
し
た
精
神
を
も
つ
て
元
気
で
居
る
こ
と
を
聞
い
て
喜
ん
で
居
ま
す
国
家
は
多
事
で
あ
る
が
私
は
丈
夫
で
居
る
か
ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い
今
度
の
や
う
な
決
心
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
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五
情
を
早
く
話
せ
ば
よ
か
つ
た
け
れ
ど
先
生
と
あ
ま
り
に
ち
が
つ
た
こ
と
を
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
ひ
か
へ
て
居
つ
た
こ
と
を
ゆ
る
し
て
く
れ
敗
因
に
つ
い
て
一
言
い
は
し
て
く
れ
我
が
国
人
が
あ
ま
り
に
皇
国
を
信
じ
過
ぎ
て
英
米
を
あ
な
ど
つ
た
こ
と
で
あ
る
我
が
軍
人
は
精
神
に
重
き
を
お
き
す
ぎ
て
科
学
を
忘
れ
た
こ
と
で
あ
る
明
治
天
皇
の
時
に
は
山
縣
、
大
山
、
山
本
等
の
如
き
陸
海
軍
の
名
将
が
あ
つ
た
が
今
度
の
時
は
あ
た
か
も
第
一
次
世
界
大
戦
の
独
国
の
如
く
軍
人
が
バ
ツ
コ
し
て
対
局
を
考
へ
ず
進
む
を
知
つ
て
退
く
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
す
戦
争
を
つ
ゞ
け
れ
ば
三
種
神
器
を
守
る
こ
と
も
出
来
ず
国
民
を
も
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
の
で
涙
を
の
ん
で
国
民
の
種
を
の
こ
す
べ
つ
つ
と
め
た
の
で
あ
る
穂
積
大
夫
は
常
識
の
高
い
人
で
あ
る
か
ら
わ
か
ら
な
い
所
あ
つ
た
ら
き
い
て
く
れ
寒
く
な
る
か
ら
心
体
を
大
切
に
勉
強
な
さ
い
九
月
九
日
父
よ
り
明
仁
へ(
)
た
だ
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
｢
我
が
国
人
が
あ
ま
り
に
皇
国
を
信
じ
過
ぎ
て
英
米
を
あ
な
ど
つ
た｣
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
天
皇
を
神
聖
視
さ
せ
絶
対
視
さ
せ
る
皇
国
民
教
育
や
言
論
統
制
を
行
い
、
英
米
を
侮
る
社
会
意
識
と
世
論
を
形
成
さ
せ
た
の
は
い
っ
た
い
誰
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
皇
の
た
め
に
心
身
を
捧
げ
、
自
ら
の
死
を
前
提
と
し
て
敵
を
打
ち
破
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
す
で
に
焦
土
と
化
す
ほ
ど
の
重
爆
撃
、
戦
車
、
機
関
銃
や
火
炎
放
射
器
な
ど
の
科
学
兵
器
に
対
し
て
、
国
民
一
般
が
竹
や
り
で
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迎
え
撃
つ
本
土
決
戦
の
戦
略
が
、
天
皇
が
出
席
す
る
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
妥
当
性
を
持
つ
か
の
ご
と
く
に
軍
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
ほ
ど
の
科
学
の
合
理
的
思
考
を
無
視
し
た
精
神
主
義
を
ト
ッ
プ
の
軍
人
が
国
民
の
意
識
に
刷
り
込
ん
で
い
っ
た
結
果
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
皇
太
子
も
、
日
本
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
物
量
に
示
さ
れ
る
、
日
本
の
国
力
が
劣
っ
て
い
た
こ
と
と
、
科
学
の
力
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
｢
日
本
人
が
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
国
の
為
よ
り
も
私
事
を
思
つ
て
自
分
勝
手
を
し
た
た
め｣
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
点
注
目
に
値
す
る
の
は
、
一
人
一
人
で
は
日
本
人
は
ど
ん
な
点
で
も
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も
優
れ
て
い
る
が
、
団
体
に
な
る
と
劣
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
団
体
訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
よ
り
も
立
派
な
新
日
本
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
以
来
、
ど
れ
ほ
ど
日
本
人
が
団
体
訓
練
を
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
か
、
戦
争
中
は
と
り
わ
け
軍
隊
組
織
に
し
て
も
町
内
の
隣
組
に
し
て
も
、
た
と
え
ば
大
岡
昇
平
の
『
野
火』
や
野
間
宏
の
『
真
空
地
帯』
に
お
い
て
も
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
吉
野
源
三
郎
の
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か』
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
前
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
個
人
個
人
の
考
え
や
希
望
や
生
き
方
が
集
団
に
お
け
る
上
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
ま
た
集
団
の
構
成
員
間
の
横
か
ら
の
凝
集
性
に
よ
っ
て
圧
し
つ
ぶ
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
く
逆
に
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
皇
太
子
や
皇
族
が
一
般
庶
民
と
は
隔
絶
し
た
支
配
者
の
個
人
的
な
世
界
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
(
)
。
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七
皇
太
子
の
作
文
の
最
後
に
は
、
次
の
世
を
背
負
い
、
自
分
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
新
日
本
建
設
へ
進
む
決
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。
｢
そ
れ
に
は
先
生
方
、
…
…
ね
ば
り
強
さ
を
養
ひ
、
も
つ
と
も
つ
と
し
つ
か
り
し
て
明
治
天
皇
の
や
う
に
皆
か
ら
仰
が
れ
る
や
う
に
な
っ
て
日
本
を
導
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。｣
と
い
う
よ
う
に
、
後
の
平
成
天
皇
は
、
戦
争
直
後
の
皇
太
子
の
時
代
に
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
の
よ
う
に
日
本
人
が
私
事
を
思
っ
て
自
分
勝
手
な
こ
と
を
す
る
の
を
や
め
さ
せ
、
個
人
で
は
な
く
集
団
訓
練
を
重
視
し
、｢
明
治
天
皇
の
や
う
に
皆
か
ら
仰
が
れ
る
や
う
に
な
っ
て
日
本
を
導
い
て
行
く｣
こ
と
を
目
指
そ
う
と
す
る
意
識
を
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
八
節
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
と
皇
太
子
の
意
識
変
動
こ
の
考
え
は
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
？
天
皇
が
新
年
に
発
表
す
る
年
頭
所
感
が
あ
る
。
皇
太
子
が
平
成
天
皇
と
な
っ
て
二
六
年
を
経
た
二
〇
一
五
年
の
新
年
に
あ
た
っ
て
の
感
想
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
年
は
終
戦
か
ら
七
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
戦
争
で
し
た
。
各
戦
場
で
亡
く
な
っ
た
人
々
、
広
島
、
長
崎
の
原
爆
、
東
京
を
始
め
と
す
る
各
都
市
の
爆
撃
な
ど
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
々
の
数
は
誠
に
多
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
満
州
事
変
に
始
ま
る
こ
の
戦
争
の
歴
史
を
十
分
に
学
び
、
今
後
の
日
本
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
(
)
。
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六
八
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
平
成
天
皇
の
所
見
は
、
昭
和
天
皇
の
戦
争
責
任
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
回
答
お
よ
び
広
島
長
崎
へ
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
以
下
の
回
答
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
記
者：
天
皇
陛
下
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
｢
私
が
深
く
悲
し
み
と
す
る
あ
の
不
幸
な
戦
争｣
と
い
う
ご
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
陛
下
が
、
開
戦
を
含
め
て
、
戦
争
そ
の
も
の
に
対
し
て
責
任
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
意
味
と
解
し
て
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。
ま
た
陛
下
は
、
い
わ
ゆ
る
戦
争
責
任
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
。
天
皇
陛
下：
そ
う
い
う
言
葉
の
ア
ヤ
に
つ
い
て
は
、
私
は
そ
う
い
う
文
学
方
面
は
あ
ま
り
研
究
も
し
て
い
な
い
で
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
お
答
え
が
で
き
か
ね
ま
す
。
…
…
…
中
略
…
…
…
中
国
放
送
記
者：
天
皇
陛
下
に
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
。
陛
下
は
昭
和
二
二
年
一
二
月
七
日
、
原
子
爆
弾
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
広
島
市
に
行
幸
さ
れ
、｢
広
島
市
の
受
け
た
災
禍
に
対
し
て
は
同
情
に
た
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
犠
牲
を
ム
ダ
に
す
る
こ
と
な
く
、
平
和
日
本
を
建
設
し
て
世
界
平
和
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
と
述
べ
ら
れ
、
以
後
昭
和
二
六
年
、
四
六
年
と
つ
ご
う
三
度
広
島
に
お
越
し
に
な
り
、
広
島
市
民
に
親
し
く
お
見
舞
い
の
言
葉
を
お
か
け
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
戦
争
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六
九
終
結
に
当
っ
て
、
原
子
爆
弾
投
下
の
事
実
を
、
陛
下
は
ど
う
お
受
け
止
め
に
な
り
ま
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
お
う
か
が
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
天
皇
陛
下：
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
遺
憾
に
は
思
っ
て
ま
す
が
、
こ
う
い
う
戦
争
中
で
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
ど
う
も
、
広
島
市
民
に
対
し
て
は
気
の
毒
で
あ
る
が
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
私
は
思
っ
て
ま
す
(
)
。
平
成
天
皇
は
二
〇
〇
一
年
の
誕
生
日
の
記
者
会
見
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
翌
年
の
五
月
末
か
ら
日
韓
共
同
開
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
寄
せ
て
の
発
言
で
あ
る
。
私
自
身
と
し
て
は
、
桓
武
天
皇
の
生
母
が
百
済
の
武
寧
王
の
子
孫
で
あ
る
と
、
続
日
本
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
韓
国
と
の
ゆ
か
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
武
寧
王
は
日
本
と
の
関
係
が
深
く
、
こ
の
時
以
来
、
日
本
に
五
経
博
士
が
代
々
招
へ
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
武
寧
王
の
子
、
聖
明
王
は
、
日
本
に
仏
教
を
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
(
)
。
こ
の
平
成
天
皇
の
発
言
は
日
本
民
族
の
純
粋
性
を
、
国
粋
的
な
幻
想
を
打
ち
破
る
、
一
国
の
利
益
を
優
先
す
る
こ
と
の
無
意
味
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
作
り
出
さ
れ
た
幻
想
で
あ
る
こ
と
を
、
一
言
で
示
し
て
い
る
。
万
世
一
系
と
さ
れ
て
き
た
皇
祖
、
皇
宗
も
単
独
の
日
本
民
族
に
よ
る
も
の
は
な
く
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
単
独
民
族
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
拒
絶
し
、
そ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
象
徴
と
し
て
担
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〇
が
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
日
韓
・
日
朝
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
(
韓
半
島)
の
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
優
越
性
を
競
っ
て
対
立
す
る
こ
と
に
は
根
拠
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
ロ
ー
ズ
に
よ
る
皇
太
子
の
思
春
期
、
青
年
期
に
お
け
る
家
庭
教
師
と
し
て
の
教
育
が
い
っ
た
い
ど
の
程
度
、
｢
仰
が
れ
る｣
存
在
で
あ
る
｢
明
治
天
皇｣
を
目
標
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
か
ら
、
地
震
や
津
波
の
被
災
地
を
慰
問
に
訪
れ
、
人
々
と
語
る
際
に
、
自
分
も
被
災
者
と
同
じ
目
線
の
高
さ
で
話
し
た
り
、
被
災
者
が
避
難
所
の
体
育
館
の
敷
物
の
上
に
座
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
天
皇
皇
后
の
ほ
う
も
同
様
に
膝
ま
づ
い
た
り
正
座
し
た
り
し
て
会
話
を
す
る
ス
タ
イ
ル
へ
と
移
行
す
る
要
因
と
な
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
。
た
だ
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
ら
の
教
育
が
、
敗
戦
後
最
初
に
皇
太
子
を
そ
う
し
た
方
向
へ
と
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
皇
太
子
に
人
間
が
平
等
で
あ
る
こ
と
の
意
識
の
涵
養
も
図
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
皇
太
子
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
皇
太
子
殿
下
が
お
通
い
に
な
っ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
も
尋
ね
ら
れ
、
そ
れ
に
た
い
し
て
わ
た
し
が
殿
下
に
一
度
で
よ
い
か
ら
他
の
少
年
た
ち
の
中
の
普
通
の
一
人
の
少
年
で
あ
る
ご
経
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
に
、
殿
下
の
ク
ラ
ス
の
少
年
た
ち
に
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
を
つ
け
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
。
皇
太
子
の
名
前
は
、
と
聞
か
れ
た
の
で
｢
ジ
ミ
ー
で
す｣
と
申
し
上
げ
る
と
、｢
そ
れ
は
い
い
名
前
だ｣
と
言
わ
れ
た
(
)
。
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授
業
で
用
い
る
英
語
名
を
生
徒
た
ち
に
割
り
当
て
て
い
き
、
皇
太
子
に
｢
あ
な
た
の
名
前
は
ジ
ミ
ー
で
す｣
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
皇
太
子
か
ら
は
｢
私
は
皇
子
プ
リ
ン
ス
で
す｣
と
い
う
返
事
が
即
座
に
返
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
皇
太
子
に
、
こ
の
英
語
の
授
業
で
は
ジ
ミ
ー
と
い
う
名
前
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
伝
え
た
と
い
う
(
)
。
エ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ズ
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
後
任
を
引
き
受
け
て
一
九
五
〇
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
八
年
皇
太
子
の
家
庭
教
師
を
務
め
た
。
そ
の
際
に
皇
族
に
対
す
る
英
語
レ
ッ
ス
ン
等
も
担
当
し
、
皇
后
へ
の
レ
ッ
ス
ン
は
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
続
い
た
。
ロ
ー
ズ
の
教
育
が
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
興
味
を
惹
か
れ
る
が
、
ロ
ー
ズ
は
謙
抑
的
な
人
だ
っ
た
よ
う
で
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
よ
う
に
授
業
の
様
子
を
公
表
し
た
文
章
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
は
一
人
一
人
の
考
え
を
尊
重
す
る
。
他
人
の
考
え
を
尊
重
し
、
自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
ロ
ー
ズ
は
一
九
四
六
年
か
ら
、
ラ
ラ
(
L
ice
n
se
d
A
g
e
n
cie
s
fo
r
R
e
lie
f
in
A
sia,
L
A
R
A
,
ア
ジ
ア
救
援
公
認
団
体)
の
日
本
代
表
者
の
大
任
を
果
た
す
。
ラ
ラ
の
代
表
と
し
て
、
ジ
ー
プ
を
乗
り
回
し
て
、
ラ
ラ
の
物
資
が
確
実
に
給
付
先
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
管
理
運
営
を
行
っ
た
。
送
ら
れ
て
き
た
援
助
物
資
は
一
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
、
援
助
総
額
は
当
時
の
価
格
に
し
て
四
〇
〇
億
円
と
い
う
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ラ
の
活
動
の
最
盛
期
は
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
二
年
ま
で
の
六
年
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
日
本
側
の
三
人
の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
創
設
時
か
ら
最
盛
期
を
過
ぎ
る
ま
で
の
代
表
者
を
つ
と
め
た
の
は
ロ
ー
ズ
た
だ
一
人
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
ラ
ラ
の
も
っ
と
も
傑
出
し
た
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
同
じ
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
タ
ウ
ン
で
月
会
を
同
じ
く
す
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
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二
り
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
は
八
歳
差
で
、
あ
え
て
い
え
ば
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
華
や
か
な
面
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
は
実
務
能
力
と
細
や
か
な
思
い
や
り
に
長
け
た
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ロ
ー
ズ
を
追
悼
す
る
文
集
に
村
井
長
正
が
興
味
深
い
寄
稿
を
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
な
が
ら
｢
英
国
の
貴
婦
人｣
の
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
り
、｢
プ
リ
ン
セ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ｣
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ん
で
い
た
人
も
い
た
の
に
対
し
て
、
ミ
ス
・
ロ
ー
ズ
は
な
ん
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
心
暖
か
な
頼
り
が
い
の
あ
る
｢
ロ
ー
ズ
お
ば
さ
ん｣
と
い
う
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
さ
ん
は
日
本
語
も
あ
る
程
度
は
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
と
に
か
く
英
語
以
外
は
一
切
口
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
何
か
英
国
の
貴
婦
人
的
風
格
が
あ
っ
て
、
小
生
な
ど
は
そ
の
気
稟
に
け
お
さ
れ
る
気
味
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
口
さ
が
な
い
宮
内
庁
の
役
人
の
中
に
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
奉
っ
た
人
も
あ
っ
た
く
ら
い
だ
。
と
こ
ろ
が
ミ
ス
・
ロ
ー
ズ
は
、
ミ
セ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
は
驚
く
べ
き
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
妙
で
あ
っ
て
、
初
対
面
の
当
初
か
ら
し
て
、
一
切
合
財
、
腹
の
中
を
打
ち
割
っ
て
ご
相
談
で
き
る
と
い
う
、
無
類
の
暖
か
さ
を
身
に
つ
け
て
お
出
で
で
あ
っ
た
。
常
に
温
顔
、
そ
れ
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
文
字
通
り
春
風
駘
蕩
で
あ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ミ
ス
・
ロ
ー
ズ
と
お
呼
び
し
て
は
い
た
が
、
実
は
内
心
｢
ロ
ー
ズ
小
母
さ
ん｣
と
呼
び
か
け
た
い
心
易
さ
を
常
に
抱
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
誠
に
感
謝
だ
っ
た
と
、
今
に
し
て
心
に
噛
み
し
め
て
い
る
。
ご
両
人
と
も
等
し
く
優
れ
た
ク
エ
ー
カ
ー
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
神
は
す
べ
て
の
個
人
の
特
質
を
ば
い
か
に
重
ん
じ
、
従
っ
て
一
人
一
人
の
持
ち
味
を
フ
ル
に
展
開
せ
し
め
る
か
に
、
周
到
な
る
配
慮
を
お
用
い
で
あ
る
か
を
、
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三
し
み
じ
み
回
想
し
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。
そ
の
上
で
、
各
人
に
神
の
子
た
る
の
像
を
刻
み
出
す
、
実
に
比
類
稀
な
る
名
工
で
お
い
で
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
…
(
中
略)
…
…
…
し
た
が
っ
て
小
生
に
と
っ
て
、
ミ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
対
ミ
セ
ス
・
ロ
ー
ズ
の
呼
称
が
、
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
く
思
え
て
な
ら
な
い
(
)
。
温
和
な
エ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ズ
が
、
西
欧
人
が
思
い
上
が
っ
た
態
度
で
日
本
人
に
接
し
た
と
き
に
、
激
し
く
怒
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
彼
女
が
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
を
離
れ
、
世
界
市
民

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
ち
に
、
ロ
ー
ズ
は
自
分
の
若
い
こ
ろ
を
思
い
起
こ
し
て
、
自
分
に
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
謙
虚
さ
も
兼
ね
備
え
て
い
た
。
こ
こ
で
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
前
半
の
一
部
分
の
み
を
引
用
す
る
が
、
後
半
で
は
、
ロ
ー
ズ
が
年
少
者
に
対
し
て
も
謙
虚
に
謝
る
こ
と
が
で
き
、
若
者
を
長
期
的
に
導
き
育
て
よ
う
と
い
う
教
育
者
の
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
一
〇
年
間
、
エ
ス
タ
ー
は
、
日
本
人
に
何
か
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
思
い
上
が
っ
た
考
え
方
で
日
本
に
続
々
と
や
っ
て
く
る
、
私
の
よ
う
な
熱
狂
的
だ
が
無
知
な
若
者
の
監
督
役
を
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
人
が
言
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
聴
き
、
理
解
し
よ
う
と
つ
と
め
、
日
本
人
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
の
が
エ
ス
タ
ー
の
主
張
で
し
た
。
一
度
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
の
年
長
者
に
無
礼
な
態
度
を
示
し
た
と
い
っ
て
、
エ
ス
タ
ー
に
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
正
当
な
譴
責
を
受
け
た
上
で
、
荷
物
を
ま
と
め
て
国
に
帰
れ
と
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四
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
(
)
。
第
九
節
一
つ
の
到
達
点
結
語
に
か
え
て
五
百
旗
頭
真
が
監
修
し
た
ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト
ン
の
著
作
『
戦
後
日
本
の
設
計
者』
の
｢
訳
者
あ
と
が
き｣
に
お
い
て
、
訳
者
の
五
味
俊
樹
は
高
橋
紘
に
言
及
し
つ
つ
、
象
徴
天
皇
制
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
ロ
ー
ズ
、
ボ
ー
ト
ン
の
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
(
)
。
ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト
ン
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
戦
前
に
日
本
に
居
住
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
大
正
天
皇
の
｢
崩
御｣
と
昭
和
天
皇
の
即
位
を
東
京
大
学
へ
留
学
中
に
見
て
い
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
調
整
委
員
会
に
お
い
て
、
天
皇
制
の
存
続
な
ど
の
決
定
に
関
与
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
東
ア
ジ
ア
研
究
所
の
教
授
を
長
く
勤
め
て
所
長
な
ど
を
す
る
と
と
も
に
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ハ
ヴ
ァ
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
長
を
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
エ
ス
タ
ー
・
ロ
ー
ズ
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
皇
太
子
へ
の
英
語
教
育
を
引
き
継
い
だ
が
、
そ
れ
は
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
八
年
間
続
い
た
(
)
。
戦
前
か
ら
日
本
に
居
住
し
て
い
た
ロ
ー
ズ
は
普
連
土
学
園
で
教
え
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
初
夏
に
半
年
の
予
定
で
帰
国
し
た
も
の
の
、
日
米
関
係
の
緊
張
と
翌
年
に
一
二
月
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
来
日
が
不
可
能
に
な
り
、
日
本
が
敗
戦
し
た
の
ち
の
一
九
四
六
年
に
再
来
日
し
た
。
も
と
も
と
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
富
裕
な
一
族
の
出
身
だ
が
、
戦
争
中
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
強
制
収
容
さ
れ
た
日
本
人
キ
ャ
ン
プ
で
の
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
戦
後
い
ち
早
く
日
本
へ
戻
っ
た
の
ち
、
栄
養
状
況
の
よ
く
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
米
英
か
ら
の
援
助
活
動
を
中
心
と
し
た
ラ
ラ
の
日
本
側
の
代
表
と
な
っ
た
。
晩
年
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五
イ
ン
ド
を
含
め
て
国
際
的
に
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
で
学
校
を
卒
業
し
て
以
降
、
一
九
六
〇
年
に
引
退
し
て
故
国
へ
戻
る
ま
で
人
生
の
大
半
を
日
本
に
住
み
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
活
動
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
制
度
設
計
を
し
た
と
さ
れ
る
ボ
ー
ト
ン
は
別
と
し
て
、
教
育
を
通
じ
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
ロ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
宮
顧
問
の
小
泉
信
三
や
侍
従
た
ち
と
の
直
接
的
な
相
互
行
為
を
通
じ
て
、
皇
太
子
は
民
主
主
義
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
意
識
を
大
き
く
形
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
間
的
陶
冶
と
し
て
は
思
春
期
に
邂
逅
し
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
ロ
ー
ズ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
独
身
時
代
の
教
育
や
相
互
作
用
ば
か
り
で
は
な
く
、
祖
母
が
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ロ
ジ
ャ
ッ
ク
(
Jo
se
p
h
F
lau
jac)
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
庭
で
養
育
さ
れ
た
正
田
美
智
子
と
の
婚
姻
と
そ
の
後
の
家
族
生
活
に
よ
っ
て
発
展
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
妃
選
び
の
責
任
者
と
さ
れ
た
の
は
元
宮
内
庁
長
官
の
田
島
道
治
で
あ
っ
た
が
、
正
田
美
智
子
の
祖
父
で
日
清
製
粉
社
長
の
正
田
貞
三
郎
は
田
島
が
宮
内
庁
長
官
時
代
に
す
で
に
宮
内
庁
に
田
島
を
複
数
回
訪
ね
て
き
て
お
り
、
既
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
(
)
。
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
の
教
授
か
ら
慶
応
義
塾
の
塾
長
を
長
く
務
め
た
の
ち
、
田
島
に
懇
願
さ
れ
て
東
宮
顧
問
と
な
っ
た
小
泉
信
三
は
聖
公
会
の
信
者
で
あ
り
、
正
田
家
と
は
車
で
一
〇
分
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
ん
で
お
り
、
美
智
子
と
も
面
識
が
あ
っ
た
(
)
。
正
田
美
智
子
の
叔
父
正
田
彬
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
慶
応
大
学
経
済
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
。
皇
太
子
の
自
筆
の
英
語
の
文
字
は
少
し
角
の
あ
る
字
体
だ
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
り
、
正
田
美
智
子
の
手
紙
は
、
筆
記
体
の
の
び
や
か
で
温
か
く
気
品
が
あ
っ
て
美
し
い
文
字
で
知
性
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
の
文
通
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
交
換
が
主
要
な
形
態
だ
っ
た
。
最
初
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
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カ
ー
ド
を
送
っ
て
、
交
換
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
正
田
美
智
子
は
婚
約
後
ま
た
は
婚
姻
後
に
長
文
の
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
素
人
の
部
外
者
に
は
天
皇
は
多
く
の
侍
従
や
お
つ
き
の
ひ
と
に
か
し
ず
か
れ
て
、
世
話
を
さ
れ
た
り
し
て
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
正
田
美
智
子
は
ま
ず
そ
れ
が
非
常
に
孤
独
な
地
位
、
職
務
、
仕
事
、
人
生
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
筆
者
は
ス
ト
レ
ス
の
多
い
地
位
だ
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
孤
独
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
慧
眼
に
ひ
か
れ
た
。
手
紙
に
は
、
そ
の
よ
う
な
孤
独
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
人
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
家
庭
を
提
供
し
暖
か
く
支
え
て
い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
、
苦
し
み
や
悲
し
み
を
幾
分
か
な
り
と
で
も
和
ら
げ
る
役
に
立
ち
た
い
と
い
っ
た
言
葉
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
三
歳
か
ら
親
元
を
離
れ
て
傳
育
官
ら
に
育
て
ら
れ
て
き
た
皇
太
子
と
美
智
子
妃
に
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習
を
破
り
、
皇
太
子
夫
妻
の
も
と
で
子
ど
も
を
育
て
る
べ
き
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
の
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
浩
宮
誕
生
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
報
告
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
年
の
皇
太
子
か
ら
の
カ
ー
ド
に
お
そ
ら
く
そ
れ
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
の
ち
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
の
だ
が
あ
な
た
が
平
和
に
つ
い
て
よ
く
語
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
し
、
日
本
が
中
国
で
行
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
は
い
っ
と
き
も
早
く
終
結
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
河
井
道
は
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
四
年
間
の
家
庭
教
師
を
終
え
て
帰
国
の
途
に
つ
く
に
あ
た
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
ま
た
は
ロ
ー
ズ
に
宛
て
た
手
紙
に
お
い
て
、
皇
太
子
が
天
皇
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
昭
和
天
皇
と
は
全
く
異
な
る
天
皇
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉
を
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
労
の
一
端
は
報
い
ら
れ
実
現
し
た
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
(
)
。
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七
以
上
の
よ
う
に
皇
太
子
と
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
と
の
文
通
に
見
ら
れ
る
皇
太
子
の
戦
争
と
平
和
に
対
す
る
認
識
は
、
先
に
引
用
し
た
平
成
天
皇
と
し
て
の
満
洲
事
変
以
降
の
戦
争
に
対
す
る
認
識
を
も
た
ら
す
も
の
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
敗
戦
直
後
の
作
文
に
示
さ
れ
た
明
治
天
皇
を
理
想
モ
デ
ル
と
す
る
天
皇
像
と
は
か
け
離
れ
た
、
む
し
ろ
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
到
達
点
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
注第
一
章
(
)
丸
山
真
男
｢
戦
後
民
主
主
義
の
『
原
点』｣
丸
山
真
男
集
第
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
六
八
頁
。
(
)
塩
田
庄
兵
衛
・
長
谷
川
正
安
・
藤
原
彰
編
『
日
本
戦
後
史
資
料』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
五
五
頁
。
(
)
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
(
連
合
国
軍
最
高
司
令
官)
の
ほ
う
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
も
固
有
名
詞
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
で
は
、
日
本
文
献
の
慣
例
に
な
ら
い
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
の
意
と
し
て
主
要
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
(
)
｢
日
本
ニ
ュ
ー
ス｣
一
九
四
六
年
三
月
六
日
、｢
政
府
、
憲
法
改
正
草
案
を
発
表
主
権
在
民
、
天
皇
象
徴
、
戦
争
放
棄｣
と
あ
る
。
｢
日
本
ニ
ュ
ー
ス｣
『
激
動
の
記
録』
第
三
部
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
発
行
・
販
売
、
二
〇
〇
八
年
。
(
)
豊
下

彦
『
昭
和
天
皇
の
戦
後
日
本
〈
憲
法
・
安
保
体
制
〉
に
い
た
る
道』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
八
頁
。
(
)
塩
田
庄
兵
衛
・
長
谷
川
正
安
・
藤
原
彰
編
『
日
本
戦
後
史
資
料』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
七
一
頁
。
(
	)
な
お
、
こ
の
第
二
五
条
に
関
し
て
、
し
ば
し
ば
略
称
さ
れ
る
｢
生
存
権｣
と
い
う
呼
び
か
た
は
、
単
に
生
命
を
維
持
す
る
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
り
、
最
低
限
度
の
経
済
生
活
を
保
証
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
、
条
文
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
略
称
の
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
(

)
い
う
ま
で
も
な
く
す
べ
て
の
被
告
人
が
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
の
戦
争
犯
罪
を
行
っ
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
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極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
｢
Ａ
級｣
、｢
Ｂ
級｣
、｢
Ｃ
級｣
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
際
軍
事
裁
判
お
よ
び
国
際
刑
事
裁
判
に
共
通
し
た
呼
称
で
は
な
い
。｢
級｣
を
用
い
る
と
、
戦
争
犯
罪
の
等
級
を
示
し
て
い
た
り
、
犯
罪
の
残
虐
度
の
順
番
で
あ
っ
た
り
、
厳
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
順
番
、
重
罰
が
判
決
と
し
て
下
り
る
ラ
ン
キ
ン
グ
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
｢
級｣
で
は
な
く
元
々
の
英
小
文
字
と
と
も
に
｢
ク
ラ
ス｣
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
(
)
豊
田
隈
雄
『
戦
争
裁
判
余
禄』
泰
生
社
、
一
九
八
六
年
、
四
三
│
四
四
頁
。
(
)
な
お
、
一
二
月
二
三
日
は
、
当
時
の
皇
太
子
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
(
)
た
だ
し
、
有
期
刑
の
東
郷
茂
徳
、
無
期
刑
の
白
鳥
敏
夫
、
梅
津
美
治
郎
と
小
磯
國
昭
は
獄
中
で
死
亡
し
た
。
(
)
T
h
e
G
a
llu
p
P
oll:
P
u
b
lic
O
p
in
ion
1
9
3
5

1
9
7
1
,
G
re
e
n
w
o
o
d
P
re
ss,
V
o
l.1
,
1
9
7
2
,
p
p
.5
1
1
51
2
.
加
藤
雅
信
『
天
皇
日
本
社
会
入
門
一』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
四
年
、
四
八
頁
、
注
七
頁
。
な
お
、『
ア
エ
ラ』
の
記
事
(
一
九
八
九
年
一
月
二
〇
日
号
、
朝
日
新
聞
社
、
二
六
頁
、
に
つ
い
て
加
藤
は
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
世
論
調
査
を
紹
介
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
記
事
に
、
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
世
論
調
査
の
結
果
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
｢
拷
問
・
餓
死｣
｢
流
刑｣
な
ど
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
推
測
の
上
に
さ
ら
に
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、『
ア
エ
ラ』
の
記
事
で
は
三
六
％
と
い
う
数
値
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
お
そ
ら
く
次
の
児
島
の
文
献
を
典
拠
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
児
島
襄
｢
天
皇
と
ア
メ
リ
カ
と
太
平
洋
戦
争｣
『
文
藝
春
秋』
昭
和
五
〇
年
一
一
月
特
別
号
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
五
年
、
一
〇
二
頁
。
そ
こ
に
は
以
下
の
項
目
と
数
字
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。｢
戦
争
の
あ
と
日
本
の
天
皇
を
ど
う
処
置
す
べ
き
か｣
｢
殺
せ
。
拷
問
し
餓
死
さ
せ
よ｣
三
六
％
、｢
処
罰
ま
た
は
流
刑
に
せ
よ｣
二
四
％
、｢
裁
判
に
か
け
有
罪
な
ら
処
罰
せ
よ｣
一
〇
％
、｢
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
扱
え｣
七
％
、｢
な
に
も
す
る
な｣
四
％
、｢
傀
儡
と
し
て
利
用
せ
よ｣
三
％
、｢
そ
の
他｣
四
％
、｢
わ
か
ら
な
い｣
一
二
％
。
(
)
S
ch
o
n
b
e
rg
e
r,
H
o
w
ard
B
.
A
fterm
a
th
of
W
a
r
:
A
m
erica
n
s
a
n
d
th
e
R
em
a
k
in
g
of
Ja
p
a
n
1
9
4
5
19
5
2
,
T
h
e
K
e
n
t
S
tate
U
n
iv
e
rsity
P
re
ss,
K
e
n
t,
O
h
io
,
1
9
8
9
.
宮
崎
章
訳
『
占
領
1945
〜1952
戦
後
日
本
を
つ
く
り
あ
げ
た
８
人
の
ア
メ
リ
カ
人』
時
事
通
信
社
、
一
九
九
四
年
、
四
五
│
五
二
頁
。C
o
h
e
n
,
T
h
e
o
d
o
re
,
T
h
e
T
h
ird
T
u
rn
:
M
a
cA
rth
u
r,
th
e
A
m
erica
n
s
a
n
d
th
e
R
eb
irth
of
Ja
p
a
n
,
大
前
正
臣
訳
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
三
年
。
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戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
1000
七
九
な
お
、
残
念
な
が
ら
翻
訳
書
の
原
典
の
T
h
e
T
h
ird
T
u
rn
を
筆
者
は
確
認
し
て
い
な
い
。
日
本
語
訳
書
『
日
本
占
領
革
命
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
証
言』
が
出
版
さ
れ
た
の
ち
、T
h
e
o
d
o
re
C
o
h
e
n
の
訳
書
と
同
一
の
章
立
て
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
の
著
書
と
し
てH
e
rb
e
rt
P
assin
に
よ
る
｢
ま
え
が
き｣
が
付
け
ら
れ
た
以
下
の
文
献
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
T
h
e
o
d
o
re
C
o
h
e
n
,
R
em
a
k
in
g
Ja
p
a
n
,
T
h
e
A
m
erica
n
O
ccu
p
a
tion
a
s
N
ew
D
ea
l,
T
h
e
F
re
e
P
re
ss.
N
e
w
Y
o
rk
,
1
9
8
7
.
(
)
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
戦
争
中
、
日
本
人
に
対
す
る
心
理
作
戦
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
日
本
人
の
友
人
が
お
り
、
戦
前
に
日
本
を
複
数
回
訪
ね
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
も
、
戦
前
、
大
正
天
皇
に
よ
っ
て
“
h
ad
b
e
e
n
re
ce
iv
e
d
”
翻
訳
で
は
｢
天
皇
の
父
君
に
拝
謁
し
た
こ
と
が
あ
る｣
と
な
っ
て
い
る
し
た
こ
と
が
あ
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
と
も
に
来
日
し
た
経
験
も
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。M
acA
rth
u
r,
D
o
u
g
las,
R
em
in
iscen
ces,
M
cG
raw
-H
ill,
N
e
w
Y
o
rk
,
1
9
6
4
,
p
.3
2
9
.
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
、
津
島
一
夫
訳
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
回
想
記
(
下)』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
、
一
四
一
頁
。
(
)
山
極
晃
・
中
村
政
則
編
集
、
岡
田
良
之
助
訳
『
資
料
日
本
占
領
一
天
皇
制』
大
月
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
五
一
五
〜
五
一
六
頁
。
“
M
e
m
o
ran
d
u
m
to
th
e
C
o
m
m
an
d
e
r-in
-ch
ie
f,
2
O
cto
b
e
r,
1
9
4
5
”
h
ttp
://w
w
w
.b
o
n
n
e
rfe
lle
rs.co
m
/
二
〇
一
六
年
八
月
三
一
日
確
認
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
こ
の
引
用
の
よ
う
に
引
用
が
長
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
今
ま
で
こ
の
分
野
お
よ
び
天
皇
に
関
す
る
文
献
を
見
て
き
た
が
、
引
用
が
短
か
す
ぎ
、
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
前
後
を
含
め
て
引
用
し
た
場
合
に
は
、
ま
っ
た
く
別
の
意
味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
引
用
の
さ
れ
か
た
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
複
数
見
て
き
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
冗
漫
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
引
用
は
恣
意
的
に
短
く
切
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
可
能
な
限
り
で
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。
(
)
山
極
晃
・
中
村
政
則
編
集
、
岡
田
良
之
助
訳
『
資
料
日
本
占
領
一
天
皇
制』
大
月
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
四
六
三
│
四
六
四
頁
。
(
)
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
館
の
フ
ェ
ラ
ー
ズ
文
書
の
う
ち
、
コ
ピ
ー
さ
れ
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
入
っ
て
い
る
文
書
の
な
か
で
筆
者
に
と
っ
て
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
お
そ
ら
く
シ
カ
ゴ
大
学
の
動
物
学
の
教
授
と
な
っ
て
い
る
従
兄
弟
W
ard
e
r
C
ly
d
e
A
le
e
と
の
文
通
で
あ
る
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
独
自
の
見
方
を
披
歴
し
て
い
る
。
次
に
、
従
兄
弟
の
ほ
う
か
ら
、
自
分
も
フ
ェ
ラ
ー
ズ
も
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
信
仰
告
白
か
ら
大
き
く
離
れ
た
人
生
を
送
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
語
り
か
け
て
い
る
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
そ
れ
に
対
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論
説
999
八
〇
し
て
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
の
職
業
生
活
に
お
い
て
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
信
仰
の
原
則
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
話
し
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
及
ぶ
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
従
兄
弟
の
懸
念
に
対
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
働
き
か
け
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
の
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
考
え
は
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
信
仰
の
原
則
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
か
ら
だ
と
答
え
て
い
る
。[
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
文
書]
(
)
岡
本
嗣
郎
、『
陛
下
を
お
救
い
な
さ
い
ま
し
河
井
道
と
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ』
ホ
ー
ム
社
、
二
〇
〇
二
年
、
八
│
一
〇
、
四
六
│
四
八
頁
。
(
)
一
色
義
子
『
河
井
道
と
一
色
ゆ
り
の
物
語
恵
み
の
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド』
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
二
│
一
七
九
、
一
八
一
│
一
八
四
頁
。
(
)
岡
本
嗣
郎
『
陛
下
を
お
救
い
な
さ
い
ま
し
河
井
道
と
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ』
ホ
ー
ム
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
四
│
二
三
八
頁
。
(
)
E
m
p
eror,
D
ire
cto
r
:
P
e
te
r
W
e
b
b
e
r,
2
0
1
2
.
『
終
戦
の
エ
ン
ペ
ラ
ー』
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ェ
ッ
バ
ー
監
督
、
二
〇
一
二
年
。
映
画
『
終
戦
の
エ
ン
ペ
ラ
ー』
は
、
歴
史
を
基
と
し
な
が
ら
、
観
客
動
員
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
販
売
を
増
や
す
た
め
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
改
変
し
て
い
る
。
ま
ず
な
に
よ
り
も
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
渡
辺
(
一
色)
ゆ
り
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
し
て
い
る
の
が
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
映
画
ら
し
い
。
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
も
ゆ
り
も
す
で
に
結
婚
し
て
お
り
、
映
画
で
は
ハ
ン
サ
ム
な
若
手
将
校
だ
が
、
実
際
の
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
准
将
で
地
位
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
な
り
の
年
齢
は
重
ね
て
お
り
四
九
歳
で
、
若
い
ハ
ン
サ
ム
な
男
性
と
は
い
い
が
た
い
。
ゆ
り
は
若
い
女
性
の
設
定
で
、
米
軍
の
空
襲
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
設
定
に
な
っ
て
お
り
、
恋
す
る
二
人
の
回
想
シ
ー
ン
が
流
さ
れ
る
。
ゆ
り
は
実
際
は
五
〇
歳
代
後
半
で
、
ボ
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
戦
前
に
新
婚
旅
行
で
新
妻
を
伴
っ
て
来
日
し
、
そ
の
際
に
一
色
ゆ
り
を
訪
問
し
て
い
る
。
映
画
で
は
、
天
皇
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
会
見
の
お
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
天
皇
に
対
す
る
要
望
に
対
し
て
天
皇
に
付
き
添
っ
た
お
付
き
の
も
の
が
異
議
を
表
明
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
天
皇
が
｢
関
屋
！｣
と
言
っ
て
制
止
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
第
一
回
目
の
会
見
に
通
訳
と
し
て
対
談
に
唯
一
人
参
加
し
た
の
は
宮
内
省
御
用
掛
の
奥
村
勝
蔵
で
あ
り
、
同
行
し
た
の
は
藤
田
尚
徳
侍
従
長
(
海
軍
大
将)
、
石
渡
荘
太
郎
宮
内
大
臣
、
徳
大
寺
実
厚
侍
従
、
村
山
浩
一
侍
医
、
筧
素
彦
行
幸
主
務
官
扈
従
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。(
児
島
襄
｢
天
皇
と
ア
メ
リ
カ
と
太
平
洋
戦
争｣
『
文
藝
春
秋』
昭
和
五
〇
年
一
一
月
特
別
号
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
五
年
、
一
一
五
頁
。)
し
た
が
っ
て
、
戦
前
に
十
数
年
に
わ
た
っ
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戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
998
八
一
て
宮
内
次
官
を
務
め
、
後
に
枢
密
顧
問
官
と
な
る
関
谷
貞
三
郎
と
は
考
え
が
た
い
。
映
画
の
企
画
を
担
当
し
た
奈
良
岡
陽
子
は
関
屋
貞
三
郎
の
孫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祖
父
を
映
画
に
登
場
さ
せ
て
祖
父
の
恩
に
報
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
史
実
と
は
異
な
る
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
(
)
海
軍
の
軍
令
部
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
敗
戦
後
に
第
二
復
員
省
へ
移
動
し
た
が
、
第
二
復
員
省
で
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
戦
犯
裁
判
対
策
を
行
っ
た
。
ｂ
ク
ラ
ス
戦
犯
お
よ
び
ｃ
ク
ラ
ス
戦
犯
の
裁
判
の
対
策
を
指
揮
し
て
い
た
担
当
者
は
『
残
虐
行
為
に
就
て
弁
護
の
基
本
方
針』
と
い
う
メ
モ
を
作
成
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
｢
天
皇
に
累
を
及
ぼ
さ
ず
、
そ
の
為
に
は
中
央
部
に
責
任
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
責
任
を
高
々
現
地
司
令
官
程
度
に
止
む｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。(
た
だ
し
、
紹
介
文
の
｢
に
責
任
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、｣
は
メ
モ
を
読
み
上
げ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
。)
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
日
本
海
軍
四
〇
〇
時
間
の
証
言』
第
三
回
｢
戦
犯
裁
判
第
二
の
戦
争
｣(
二
〇
〇
九
年
八
月
一
一
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
放
送)
二
〇
一
二
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
。
(
)
｢
座
談
会
『｢
独
白
録｣
を
徹
底
研
究
す
る』｣
、
出
席
者
、
伊
藤
隆
、
児
島
襄
、
秦
郁
彦
、
半
藤
一
利
『
昭
和
天
皇
独
白
録』
文
春
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
二
二
四
、
二
二
六
頁
。
同
様
に
、『
昭
和
天
皇
独
白
録』
を
天
皇
の
自
発
的
な
回
想
と
み
な
し
て
執
筆
さ
れ
た
本
と
し
て
は
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ツ
ラ
ー
の
以
下
の
本
が
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
昭
和
天
皇
独
白
録』
に
｢
若
し
開
戦
の
閣
議
決
定
に
対
し
私
が
『
ベ
ト
ー』
を
行
つ
た
と
し
た
ら
ば
、
一
体
ど
う
な
つ
た
で
あ
ら
う
か｣
(
寺
崎
英
成
／
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
編
著
『
昭
和
天
皇
独
白
録
／
寺
崎
英
成
御
用
掛
日
記』
、
文
藝
春
秋
、
一
九
九
一
年
、
一
三
六
│
一
三
七
頁)
と
い
う
よ
う
に
、｢
ベ
ト
ー｣
と
い
う
こ
と
ば
が
複
数
回
用
い
ら
れ
て
い
る
時
点
で
、
こ
れ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
提
出
す
る
意
図
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
透
視
で
き
る
と
考
え
る
。
W
e
tzle
r,
P
e
te
r,
H
iroh
ito
a
n
d
W
a
r
:
Im
p
eria
l
tra
d
ition
a
n
d
m
ilita
ry
d
ecision
m
a
k
in
g
in
p
rew
a
r
Ja
p
a
n
,
U
n
iv
e
rsity
o
f
H
aw
ai’i
P
re
ss,
1
9
9
8
.
ウ
ェ
ッ
ツ
ラ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
著
、
森
山
尚
美
訳
『
昭
和
天
皇
と
戦
争
皇
室
の
伝
統
と
戦
時
下
の
政
治
・
軍
事
戦
略』
原
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。
(
)
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
、
一
九
九
七
年
六
月
一
五
日
放
送
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
997
八
二
()
東
野
真
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
八
年
。
(
)
高
橋
紘
、
鈴
木
邦
彦
『
天
皇
の
密
使
た
ち』
現
代
史
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
一
二
八
│
一
三
一
頁
。
(
)
原
武
史
『｢
昭
和
天
皇
実
録｣
を
読
む』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
五
年
。
一
八
八
│
二
〇
五
頁
。
(
)
田
中
隆
吉
｢
か
く
て
天
皇
は
無
罪
に
な
っ
た｣
『｢
文
藝
春
秋｣
に
み
る
昭
和
史』
第
二
巻
、
文
藝
春
秋
編
、
一
九
八
八
年
、
八
九
頁
。
(
)
田
中
隆
吉
｢
か
く
て
天
皇
は
無
罪
に
な
っ
た｣
『｢
文
藝
春
秋｣
に
見
る
昭
和
史』
第
二
巻
、
文
藝
春
秋
編
、
一
九
八
八
年
、
八
九
│
九
〇
頁
。
(
)
田
中
隆
吉
｢
か
く
て
天
皇
は
無
罪
に
な
っ
た｣
『｢
文
藝
春
秋｣
に
み
る
昭
和
史』
第
二
巻
、
文
藝
春
秋
編
、
一
九
八
八
年
、
九
〇
頁
。
(
)
B
ix
,
H
e
rb
e
rt
P
.
H
iroh
ito
a
n
d
th
e
M
a
k
in
g
of
M
od
ern
Ja
p
a
n
,
H
arp
e
r
C
o
llin
s
P
u
b
lish
e
rs,
N
e
w
Y
o
rk
,
2
0
0
0
.
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
、
吉
田
裕
監
修
、
岡
部
牧
夫
・
川
島
高
峰
・
永
井
均
訳
、『
昭
和
天
皇
(
上
・
下)』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
。
(
	)
B
ix
,
H
e
rb
e
rt
P
.
H
iroh
ito
a
n
d
th
e
M
a
k
in
g
of
M
od
ern
Ja
p
a
n
,
H
arp
e
r
C
o
llin
s
P
u
b
lish
e
rs,
N
e
w
Y
o
rk
,
2
0
0
0
,
p
.5
8
4
.
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
、
吉
田
裕
監
修
、
岡
部
牧
夫
・
川
島
高
峰
・
永
井
均
訳
、『
昭
和
天
皇
(
下)』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
九
九
頁
。
(

)
B
ix
,
H
e
rb
e
rt
P
.
H
iroh
ito
a
n
d
th
e
M
a
k
in
g
of
M
od
ern
Ja
p
a
n
,
H
arp
e
r
C
o
llin
s
P
u
b
lish
e
rs,
N
e
w
Y
o
rk
,
2
0
0
0
,
p
.5
8
5
.
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
、
同
訳
書
(
下)
、
一
九
九
│
二
〇
〇
頁
。
高
田
万
亀
子
｢
新
出
史
料
か
ら
み
た
『
昭
和
天
皇
独
白
録』｣
『
政
治
経
済
史
学』
第
二
九
九
号
、
一
九
九
一
年
、
四
一
頁
。
豊
田
隈
雄
『
戦
争
裁
判
余
録』
泰
生
社
、
一
九
八
九
年
、
一
七
〇
│
一
七
二
頁
。
(
)
B
ix
,
H
e
rb
e
rt
P
.
H
iroh
ito
a
n
d
th
e
M
a
k
in
g
of
M
od
ern
Ja
p
a
n
,
H
arp
e
r
C
o
llin
s
P
u
b
lish
e
rs,
N
e
w
Y
o
rk
,
2
0
0
0
,
p
.5
8
5
.
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ッ
ク
ス
、
同
訳
書
(
下)
、
二
〇
〇
│
二
〇
一
頁
。
な
お
英
文
と
訳
文
と
は
少
し
異
な
る
が
、
元
々
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本
文
に
近
い
訳
文
を
採
用
し
た
。
(
)
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
一
四
六
頁
。
(
)
寺
崎
英
成
／
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
編
著
『
昭
和
天
皇
独
白
録』
文
春
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
四
頁
。
(
)
寺
崎
英
成
／
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
編
著
『
昭
和
天
皇
独
白
録
／
寺
崎
英
成
・
御
用
掛
日
記』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
一
年
、
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三
八
八
│
八
九
頁
。
(
)
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
一
四
六
頁
。
(
)
国
民
は
栄
誉
の
召
集
令
状
を
受
け
、
天
皇
の
｢
赤
子｣
と
し
て
戦
地
へ
赴
い
た
。
そ
の
戦
地
で
は
ど
の
よ
う
な
生
活
と
待
遇
が
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
慈
愛
に
満
ち
た
親
が
子
ど
も
に
愛
情
を
持
っ
て
接
す
る
よ
う
な
待
遇
だ
っ
た
ろ
う
か
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
へ
上
陸
し
、
飛
行
場
奪
回
の
攻
撃
を
し
た
が
失
敗
し
た
川
口
支
隊
の
兵
士
高
橋
伝
氏
は
次
の
よ
う
に
そ
の
体
験
を
述
べ
て
い
る
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
第
二
回
の
総
攻
撃
が
済
ん
で
一
〇
月
の
二
三
日
の
総
攻
撃
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
こ
の
食
べ
物
が
さ
ら
に
悪
く
な
っ
て
、
そ
し
て
一
二
月
は
も
う
深
刻
化
し
て
き
て
、
そ
れ
で
も
正
月
の
二
日
く
ら
い
前
に
糧
秣
運
搬
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
お
米
を
も
ら
い
に
行
っ
た
と
こ
ろ
が
、
一
人
当
た
り
マ
ッ
チ
箱
に
一
杯
し
か
な
い
ん
で
す
。
し
か
も
、
こ
れ
が
何
日
分
か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。
三
カ
月
も
飯
食
っ
て
な
い
の
に
マ
ッ
チ
箱
に
一
杯
で
す
よ
。
そ
れ
も
山
盛
り
に
し
て
お
い
て
か
ら
手
で
平
ら
に
か
き
落
と
し
て
、
か
っ
き
り
一
杯
だ
け
。
で
、
こ
れ
が
お
正
月
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
く
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
の
ほ
か
は
無
い
。
あ
と
は
ト
カ
ゲ
だ
と
か
ヘ
ビ
だ
と
か
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、
そ
れ
か
ら
ヤ
ド
カ
リ
と
か
、
そ
ん
な
も
の
を
食
っ
て
生
き
て
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
お
米
を
ご
飯
に
炊
く
と
、
ど
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。
高
橋
ご
飯
な
ん
か
に
な
り
ま
せ
ん
よ
。
お
も
ゆ
で
す
。
そ
れ
で
米
粒
の
長
さ
を
一
セ
ン
チ
に
炊
い
た
、
二
セ
ン
チ
に
炊
い
た
、
こ
の
次
は
三
セ
ン
チ
く
ら
い
に
炊
い
て
や
る
っ
て
、
そ
う
い
う
記
録
を
立
て
て
喜
ん
で
い
た
ん
で
す
け
ど
も
ね
。
米
粒
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
、
と
ろ
火
で
ゆ
っ
く
り
炊
く
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
ト
カ
ゲ
な
ん
か
ご
ち
そ
う
の
部
類
で
す
ね
。
ト
カ
ゲ
も
大
き
い
の
は
、
も
う
そ
の
ま
ま
火
に
あ
ぶ
っ
て
海
水
を
つ
け
て
頭
か
ら
ボ
リ
ボ
リ
ね
。
そ
れ
は
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
ね
、
け
っ
こ
う
ウ
マ
イ
と
思
っ
て
食
べ
た
も
の
で
し
た
。
け
れ
ど
、
ト
カ
ゲ
も
シ
ー
ズ
ン
で
ね
。
や
が
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
み
つ
け
て
、
そ
れ
も
ず
い
ぶ
ん
、
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
た
く
さ
ん
わ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
ね
、
飯
盒
で
ぐ
っ
と
す
く
っ
て
、
砂
の
上
に
パ
ッ
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。
す
る
と
水
が
消
え
た
あ
と
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
ピ
チ
ピ
チ
し
て
い
る
の
を
拾
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
お
な
か
を
潰
し
て
、
飯
盒
の
中
に
溜
め
て
、
こ
れ
に
真
水
と
、
海
水
を
ち
ょ
っ
と
味
つ
け
に
い
れ
て
食
べ
た
で
す
。
…
…
…
(
中
略)
…
…
…
高
橋
ひ
ど
か
っ
た
で
す
ね
。
私
は
第
二
回
総
攻
撃
の
前
日
に
腸
閉
塞
で
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
で
す
ね
、
回
虫
性
の
腸
閉
塞
で
、
食
べ
な
い
も
の
で
す
か
ら
回
虫
が
暴
れ
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
う
と
て
も
助
か
ら
な
い
と
、
手
術
も
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
一
人
残
さ
れ
た
の
で
す
。
け
れ
ど
一
錠
の
虫
下
し
の
お
か
げ
で
、
ど
う
や
ら
良
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
そ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
総
攻
撃
の
あ
と
で
負
傷
兵
な
ん
か
来
ま
し
て
、
私
が
ま
あ
、
比
較
的
元
気
な
病
人
だ
っ
た
ん
で
、
他
の
負
傷
兵
の
面
倒
を
み
る
役
目
に
な
っ
た
ん
で
す
が
。
も
う
一
八
年
の
正
月
を
過
ぎ
て
か
ら
、
も
う
食
糧
は
ひ
ど
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
み
ん
な
バ
タ
バ
タ
死
に
ま
し
た
ね
。
そ
の
一
月
こ
ろ
で
す
ね
。
一
人
の
戦
友
な
ん
か
、
ウ
ジ
虫
を
と
っ
て
き
て
、
死
体
の
ウ
ジ
虫
ま
で
と
っ
て
き
て
食
べ
る
。
ま
あ
、
ウ
ジ
虫
っ
て
い
う
の
は
、
ほ
か
の
場
合
に
は
私
も
食
べ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
死
体
の
ウ
ジ
虫
を
食
べ
る
の
は
、
見
て
い
ら
れ
な
く
て
、
僕
は
や
め
さ
せ
ま
し
た
。
(
出
典：
証
言
者
高
橋
伝
『
証
言
私
の
昭
和
史
』
(
司
会)
三
國
一
朗
、
東
京

チ
ャ
ン
ネ
ル
報
道
部
編
、
一
九
六
九
年
、
三
一
四
│
三
一
六
頁
。)
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
は
三
か
月
ぶ
り
に
正
月
と
い
う
こ
と
で
マ
ッ
チ
箱
一
つ
の
米
粒
が
支
給
さ
れ
る
状
態
だ
っ
た
。
ト
カ
ゲ
、
ヤ
ド
カ
リ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
食
料
に
し
、
さ
ら
に
ウ
ジ
虫
、
し
か
も
死
体
の
ウ
ジ
虫
ま
で
食
べ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
レ
イ
テ
島
へ
出
征
し
た
輜
重
兵
(
し
ち
ょ
う
へ
い)
で
あ
っ
た
井
上
貴
雅
氏
は
、
一
九
四
四
年
の
レ
イ
テ
島
で
は
お
お
ぜ
い
の
日
本
兵
が
餓
死
し
た
こ
と
、
日
本
兵
の
な
か
に
は
殺
人
を
し
て
そ
の
人
肉
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
ぐ
者
が
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
｢
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル｣
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
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五
要
す
る
に
ま
あ
、
人
間
が
人
間
を
殺
し
て
い
る
奴
が
い
り
お
る
ん
や
か
ら
ね
。
日
本
人
で
。
日
本
の
兵
隊
で
。
食
う
も
ん
が
な
い
さ
か
い
、
人
を
殺
し
て
、
ほ
い
で
人
の
肉
を
食
い
よ
ん
ね
ん
。
ほ
ん
で
そ
れ
を
ま
あ
前
に
見
た
こ
と
が
あ
る
さ
か
い
、
そ
こ
で
私
の
と
こ
の
現
役
の
兵
隊
に
、
も
う
当
然
わ
し
も
あ
か
ん
さ
か
い
、
要
す
る
に
わ
し
殺
し
て
や
ね
、
食
え
る
も
ん
な
ら
肉
で
も
食
っ
て
く
れ
と
言
う
て
、
ま
あ
二
日
ほ
ど
そ
ん
な
こ
と
ゆ
っ
た
ん
で
す
ね
。
(
出
典：
｢
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
果
て
し
な
き
消
耗
戦：
証
言
記
録
レ
イ
テ
決
戦｣
(
二
〇
〇
八
年
八
月
一
五
日
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
二
〇
一
二
年)
(
)
寺
崎
英
成
／
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
編
著
『
昭
和
天
皇
独
白
録
／
寺
崎
英
成
・
御
用
掛
日
記』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
一
年
、
一
二
六
頁
。
(
)
橋
本
明
『
平
成
の
天
皇』
文
芸
春
秋
、
一
九
八
九
年
、
三
二
一
頁
(
)
徳
本
栄
一
郎
『
英
国
機
密
フ
ァ
イ
ル
の
昭
和
天
皇』
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
二
頁
。
(
)
半
藤
一
利
、
御
厨
貴
、
原
武
史
『
卜
部
日
記
・
冨
田
メ
モ
で
読
む
人
間
・
昭
和
天
皇』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
六
│
一
五
七
頁
。
(
)
東
野
真
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
八
年
、
一
九
〇
頁
。
(
)
な
お
、
本
稿
で
は
こ
の
手
紙
の
日
付
を
六
月
二
八
日
と
し
た
が
、
東
野
真
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
の
本
文
お
よ
び
引
用
文
で
は
、
こ
の
手
紙
の
日
付
は
四
月
二
八
日
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
訪
問
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
の
現
地
で
の
取
材
チ
ー
ム
お
よ
び
情
報
資
料
収
集
に
参
加
し
た
ア
ー
カ
イ
ヴ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ゾ
ー
ベ
ル
(
Jam
e
s
Z
o
b
e
l)
さ
ん
と
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
の
ウ
ィ
ン
チ
小
村
啓
子
(
K
e
ik
o
K
o
m
u
ra
W
in
sch)
さ
ん
の
ご
高
配
に
よ
っ
て
原
文
の
コ
ピ
ー
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
ウ
ィ
ン
チ
啓
子
さ
ん
が
私
に
連
絡
し
て
き
て
く
れ
た
と
お
り
、
手
紙
の
日
付
は
六
月
二
八
日
で
あ
っ
た
。
下
記
の
引
用
の
よ
う
に
、
手
紙
の
文
頭
に
は
｢
今
日
は
天
皇
誕
生
日
だ｣
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
四
月
二
八
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
た
く
な
る
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
歴
史
的
史
料
で
あ
る
以
上
、
勝
手
に
改
変
す
る
こ
と
は
許
さ
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六
れ
な
い
と
考
え
る
の
で
、
本
書
で
は
あ
く
ま
で
笠
井
重
治
が
書
い
た
ま
ま
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
手
紙
は
全
文
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
が
残
存
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
原
文
の
日
付
の
ま
ま
に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
笠
井
重
治
に
よ
れ
ば
初
め
て
英
文
の
手
紙
を
毛
筆
で
書
い
た
と
の
こ
と
で
、
必
ず
し
も
判
読
が
容
易
で
は
な
い
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
。
英
語
の
原
文
コ
ピ
ー
を
見
る
機
会
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
ウ
ィ
ン
チ
啓
子
さ
ん
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ソ
ー
ベ
ル
さ
ん
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
(
)
東
野
真
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
八
年
、
一
九
二
│
一
九
三
頁
。
(
)
本
稿
で
は
天
皇
の
謝
罪
と
退
位
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
文
献
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
よ
う
に
努
め
、
直
接
的
に
的
を
絞
っ
て
考
察
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
笠
井
の
引
用
は
読
者
の
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
加
筆
し
て
お
き
た
い
。
｢
戦
争
責
任｣
と
い
う
言
葉
は
短
く
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
端
的
な
表
現
に
見
ら
れ
る
た
め
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
多
義
的
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。｢
謝
罪｣
お
よ
び
｢
退
位｣
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
多
義
的
で
あ
る
。
政
治
的
に
も
、
外
交
的
に
も
｢
謝
罪｣
と
｢
遺
憾｣
は
異
な
る
。
笠
井
が
こ
こ
で
用
い
て
い
る“
Im
p
e
rial
re
p
e
n
tan
ce
”
と
い
う
言
葉
は
、
翻
訳
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
天
皇
に
よ
る
｢
遺
憾
の
意｣
の
表
明
と
い
う
訳
語
が
持
つ
ほ
ど
軽
い
意
味
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。“
re
p
e
n
tan
ce
”
の
言
葉
が
最
初
に
笠
井
か
ら
出
た
も
の
な
の
か
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
の
フ
ェ
ラ
ー
ズ
か
ら
出
た
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
留
学
生
活
を
送
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
で
修
士
号
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を
取
り
、
弁
論
大
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
言
語
能
力
を
持
っ
て
い
た
笠
井
が
ど
の
程
度
宗
教
や
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
理
解
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
二
人
の
間
で
理
解
の
共
有
は
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
“
re
p
e
n
tan
ce
”
は
自
己
が
過
去
に
行
っ
た
誤
っ
た
行
為
に
対
す
る
悔
悟
と
と
も
に
、
そ
れ
を
改
善
す
る
と
い
う
意
思
の
表
明
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
宗
教
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
罪
(
sin)
の
告
白
で
あ
り
、
悔
い
改
め
で
あ
り
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で
は
改
宗
を
も
内
包
す
る
概
念
で
あ
る
。
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七
た
だ
し
、
笠
井
が
自
ら
執
筆
し
一
九
五
〇
年
に
出
版
し
た
の
英
語
の
著
作
Ja
p
a
n
u
n
d
er
G
en
.
M
a
cA
rth
u
r
に
お
い
て
表
明
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
こ
に
は
昭
和
天
皇
の
戦
争
責
任
の
免
責
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
方
針
と
齟
齬
を
き
た
さ
な
い
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
笠
井
の
天
皇
観
は
、
本
稿
で
引
用
し
て
い
る
皇
太
子
が
昭
和
天
皇
の
終
戦
の
詔
勅
を
受
け
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る
作
文
に
お
い
て
記
し
て
い
る
よ
う
な
、
国
民
か
ら
仰
が
れ
、
威
厳
を
持
っ
て
国
民
と
国
を
導
い
て
行
く
明
治
天
皇
の
姿
に
近
い
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
筆
者
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
調
査
を
行
っ
た
の
ち
に
、
そ
の
出
版
に
気
が
つ
い
た
の
だ
が
、
七
尾
和
晃
に
よ
る
近
著
『
天
皇
を
救
っ
た
男
笠
井
重
治』
は
労
作
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
原
著
者
が
死
亡
ま
た
は
引
退
し
た
の
ち
友
人
た
ち
が
協
力
し
て
遺
稿
や
原
稿
を
編
集
し
出
版
へ
と
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
、
感
動
を
覚
え
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
笠
井
重
治
に
つ
い
て
、
こ
の
本
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交
樹
立
に
笠
井
重
治
が
｢
密
使｣
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
い
う
驚
く
べ
き
内
容
で
あ
り
、
そ
の
点
に
こ
の
本
の
出
版
の
最
大
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
題
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。(
な
お
筆
者
も
、
笠
井
重
治
が
中
国
政
府
首
脳
部
へ
送
っ
た
、
自
分
に
は
中
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
橋
渡
し
を
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
紙
や
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
田
中
角
栄
首
相
の
訪
中
が
成
功
す
る
よ
う
に
支
援
を
依
頼
す
る
手
紙
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
る
。)
も
し
表
題
に
提
示
さ
れ
た
本
の
内
容
と
し
て
ま
と
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
注
で
言
及
し
た
笠
井
自
身
に
よ
る
英
語
の
著
作
は
、
非
常
に
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
も
持
っ
た
笠
井
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
ら
え
る
が
、
参
照
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
週
刊
誌
の
記
者
と
し
て
あ
る
記
事
を
掲
載
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
偶
然
に
始
ま
っ
た
笠
井
重
治
へ
の
旅
は
、
前
人
未
踏
で
あ
っ
た
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
の
先
駆
け
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
貴
重
な
成
果
物
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
。
ご
本
人
ば
か
り
で
は
な
く
ご
家
族
や
周
囲
の
か
た
を
も
含
め
て
そ
の
労
を
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
た
い
。
K
asai,
Jiu
ji,
Ja
p
a
n
u
n
d
er
G
en
.
M
a
cA
rth
u
r,
T
h
e
A
m
e
rican
-Jap
an
C
u
ltu
ral
S
o
cie
ty
.
1
9
5
0
.
七
尾
和
晃
『
天
皇
を
救
っ
た
男
笠
井
重
治』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
八
年
。
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第
二
章
(
)
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
二
八
五
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
ray
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
5
3
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
四
二
頁
。
(
)
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
徳
川
義
寛
・
岩
井
克
己
聞
き
書
き
・
解
説
『
侍
従
長
の
遺
言
昭
和
天
皇
と
の

年』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
。
(
)
加
藤
恭
子
『
田
島
道
治
│
昭
和
に
｢
奉
公｣
し
た
生
涯』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
二
〇
〇
二
年
。
加
藤
恭
子
著
田
島
恭
二
監
修
『
昭
和
天
皇
と
美
智
子
妃
そ
の
危
機
に
｢
田
島
道
治
日
記｣
を
読
む』
文
春
新
書
、
二
〇
一
〇
年
。
本
稿
投
稿
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
『
昭
和
天
皇
は
何
を
語
っ
た
の
か
初
公
開
・
秘
録
｢
拝
謁
記｣』
(
二
〇
一
九
年
八
月
一
七
日)
が
放
送
さ
れ
た
と
の
情
報
を
得
た
。
筆
者
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
学
会
出
張
中
で
あ
っ
た
た
め
視
聴
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
加
藤
恭
子
が
｢
日
記｣
と
い
っ
て
も
実
際
に
は
手
帳
に
細
か
く
書
か
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
近
い
に
基
づ
い
て
前
掲
書
を
出
版
し
た
際
に
、
こ
れ
と
は
別
に
田
島
道
治
に
よ
る
メ
モ
が
あ
る
が
そ
れ
は
見
て
い
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
た
メ
モ
と
い
っ
て
も
田
島
が
天
皇
に
｢
拝
謁｣
し
た
際
の
内
容
を
丁
寧
に
ノ
ー
ト
等
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
に
提
供
さ
れ
、
番
組
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
田
島
道
治
の
孫
で
あ
る
田
島
圭
介
と
さ
れ
る
。
(
)
工
藤
美
代
子
『
ジ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
た
日
―
若
き
日
の
明
仁
天
皇』
恒
文
社

、
二
〇
〇
二
年
。
(
)
｢
神
社
界
に
對
す
る
高
松
宮
様
の
ご
感
想｣
『
神
社
新
報』
第
三
四
号
、
昭
和
二
二
(
一
九
四
七)
年
二
月
二
四
日
発
行
。
(
	)
村
井
長
正
｢
砕
か
れ
た
魂｣
『
矢
内
原
忠
雄
二
十
五
年
記
念
講
演
集』
高
橋
三
郎
編
、
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版
社
一
九
八
七
年
、
四
七
頁
。
(

)
昭
和
天
皇
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
第
八
回
会
見
、
第
九
回
会
見
に
お
け
る
天
皇
の
発
言
。
豊
下

彦
『
昭
和
天
皇
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
見』
二
〇
〇
八
年
、
岩
波
現
代
文
庫
、
一
一
〇
│
一
一
四
頁
。
(
)
橋
本
明
『
美
智
子
さ
ま
の
恋
文』
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
七
│
一
一
二
頁
。
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九
()
｢[
追
跡]
二
〇
世
紀
二
一
世
紀
へ
の
伝
言
ミ
ッ
チ
ー
・
ブ
ー
ム
皇
室
に
新
風
が
吹
い
た｣
『
毎
日
新
聞』
一
九
九
九
年
三
月
二
二
日
朝
刊
。
(
)
橋
本
明
｢
封
印
さ
れ
た
天
皇
の
『
お
詫
び』｣
『
新
潮
四
五』
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
、
五
二
│
六
五
頁
。
加
藤
恭
子
『
田
中
道
治
昭
和
に
｢
奉
仕｣
し
た
生
涯』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
二
〇
〇
二
年
、
二
二
五
│
二
二
七
頁
。
(
)
加
藤
恭
子
｢
昭
和
天
皇
国
民
へ
の
謝
罪
詔
書
草
稿｣
『
文
藝
春
秋』
平
成
一
五
年
七
月
号
、
二
〇
〇
三
年
、
九
六
│
一
一
三
頁
。
加
藤
恭
子
『
昭
和
天
皇
｢
謝
罪
詔
勅
草
稿｣
の
発
見』
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
三
年
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.1
8
9
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
頁
。V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
、W
in
d
ow
s
for
th
e
C
row
n
P
rin
ce,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
5
2
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
小
泉
一
郎
訳
『
皇
太
子
の
窓』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
三
年
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.1
9
1
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
七
、
九
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.1
9
2
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
二
頁
。
(
)
東
野
真
『
昭
和
天
皇
二
つ
の
｢
独
白
録｣』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
八
年
。
(
	)
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
皇
室
を
伝
え
る
記
録
映
像
集』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
発
行
・
販
売
、
二
〇
〇
九
年
｢
新
天
皇
・
新
時
代｣
一
九
八
九
年
一
月
八
日
放
送
。
(

)
『
日
本
ニ
ュ
ー
ス』
№
四
一
、
時
の
話
題
｢
皇
太
子
さ
ん
の
英
語
の
先
生
東
京｣
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
二
日
放
送
。
(
)
『
昭
和
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
二
千
万
人
の
映
像
第
二
巻
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
婦
人
参
政
権』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
解
説
書
、
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
筆
者
の
知
る
限
り
『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ』
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
枢
軸
国
に
対
す
る
戦
争
を
完
遂
し
て
勝
利
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
国
民
(
と
お
そ
ら
く
そ
れ
に
加
え
て
連
合
国
民)
の
戦
意
を
高
揚
す
る
意
図
を
も
っ
て
制
作
さ
れ
た
映
画
で
あ
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
989
九
〇
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の
日
本
人
が
観
て
も
そ
う
し
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
し
た
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
…
…
。
(
)
『
日
本
ニ
ュ
ー
ス』
№
七
九
、｢
英
語
ご
上
達
皇
太
子
さ
ま
東
京｣
一
九
四
七
年
七
月
放
送
。
(
)
寺
崎
英
成
｢
寺
崎
英
成
・
御
用
掛
日
記｣
寺
崎
英
成
／
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
・
ミ
ラ
ー
編
著
『
昭
和
天
皇
独
白
録
／
寺
崎
英
成
・
御
用
掛
日
記』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
一
年
、
三
五
八
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
p
.2
0
6
20
7
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
四
三
頁
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
同
じ
帰
国
船
に
は
、
鶴
見
俊
輔
ら
も
乗
船
し
て
い
た
。
鶴
見
俊
輔
・
加
藤
典
洋
・
黒
川
創
『
日
米
交
換
船』
新
潮
社
、
二
〇
〇
六
年
、
四
五
七
│
四
五
九
頁
。
(
)
筆
者
も
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
で
高
橋
た
ね
の
修
士
論
文
を
拝
見
す
る
と
と
も
に
、
一
度
お
目
に
か
か
っ
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
〇
〇
歳
と
い
う
長
寿
を
全
う
さ
れ
た
が
、
ご
高
齢
に
な
っ
て
も
気
品
と
と
も
に
人
を
和
ま
せ
る
ウ
ィ
ッ
ト
の
あ
る
お
話
を
さ
れ
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
で
魅
力
的
な
か
た
で
あ
っ
た
。
(
)
念
の
た
め
に
付
言
し
て
お
け
ば
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
毎
週
日
曜
日
の
礼
拝
に
該
当
す
る
、
毎
日
曜
日
の
集
会
を

月
会
	
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
は
参
加
者
各
人
に
よ
る
瞑
想
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
黙
想
中
に
霊
感
を
受
け
た
参
加
者
が
発
話
を
行
う
。
そ
の
際
に
聖
書
の
一
説
を
唱
え
た
り
読
み
上
げ
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
聖
職
者
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
牧
師
に
よ
る
説
教
や
聖
餐
式
な
ど
は
行
わ
れ
な
い
。
(

)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.,
W
in
d
ow
s
for
T
h
e
C
row
n
P
rin
ce,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
5
2
.
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
5
0
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
三
六
頁
―
一
三
七
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
5
1
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
三
七
│
一
三
八
頁
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
988
九
一
()
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
5
2
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
四
二
頁
。
真
の
提
案
者
が
不
明
確
と
い
う
か
、
明
確
な
の
か
不
明
確
な
の
か
さ
え
も
が
不
明
な
状
況
と
い
う
か
、
真
の
提
案
者
を
容
易
に
は
判
断
し
が
た
い
状
況
が
あ
る
一
方
で
、
そ
の
言
説
に
お
い
て
提
案
者
の
｢
栄
誉｣
が
日
本
人
に
帰
属
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
占
領
下
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
に
別
の
事
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
幣
原
首
相
の
会
見
申
し
入
れ
は
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
四
六
年
一
月
二
十
四
日
正
午
、
幣
原
首
相
が
到
着
す
る
や
、
私
は
首
相
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
オ
フ
ィ
ス
に
案
内
し
た
。
私
は
、
オ
フ
ィ
ス
に
居
残
ら
な
か
っ
た
の
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と
幣
原
首
相
と
の
会
談
中
に
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
幣
原
首
相
が
二
時
半
に
辞
去
し
た
後
、
す
ぐ
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
会
い
に
は
い
っ
た
。
そ
し
て
会
談
の
前
と
、
あ
と
の
彼
の
顔
の
表
情
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
何
か
重
要
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
す
ぐ
私
に
感
じ
さ
せ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
幣
原
首
相
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
お
礼
を
い
っ
た
後
、
今
度
、
新
憲
法
が
起
草
さ
れ
る
時
に
は
、
戦
争
と
軍
事
施
設
維
持
を
永
久
に
放
棄
す
る
条
項
を
含
む
よ
う
に
提
案
し
た
。
幣
原
首
相
は
、
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
、
日
本
は
軍
国
主
義
と
警
察
テ
ロ
の
再
出
現
を
防
ぎ
、
同
時
に
自
由
世
界
の
最
も
懐
疑
的
な
人
々
に
対
し
て
、
日
本
は
将
来
、
平
和
主
義
に
道
を
追
求
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
と
い
う
有
力
な
証
拠
を
さ
え
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
幣
原
首
相
は
、
日
本
は
す
べ
て
の
海
外
資
源
を
失
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
軍
事
費
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
膨
張
す
る
人
口
の
最
低
限
度
の
必
要
を
満
た
す
機
会
を
ど
う
に
か
持
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
問
題
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と
幣
原
首
相
の
ふ
た
り
は
、
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
幣
原
首
相
の
秘
書
官
岸
倉
松
氏
は
、
幣
原
首
相
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と
連
絡
す
る
前
か
ら
そ
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
だ
と
あ
と
に
な
っ
て
語
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
大
い
に
賛
成
し
た
。
国
家
間
の
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
時
代
お
く
れ
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
廃
止
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
長
年
い
だ
い
て
い
た
燃
ゆ
る
よ
う
な
情
熱
で
あ
っ
た
。
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
987
九
二
…
…
…
…
(
以
下
略)
(
出
典)
Ｃ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
毎
日
新
聞
社
外
信
部
訳
『
日
本
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
七
年
。
相
良
竜
介
編
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
史
普
及
版
６
占
領
か
ら
講
和
へ』
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
、
八
八
│
八
九
頁
。
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
G2
セ
ク
シ
ョ
ン
の
長
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
少
将
と
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
戦
場
に
お
い
て
は
た
え
ず
自
ら
を
プ
レ
ゼ
ン
ス
す
る
よ
う
に
努
め
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
本
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
重
要
な
事
項
の
意
思
決
定
を
し
な
が
ら
も
、
人
々
に
対
し
て
惑
星
の
ご
と
く
に
遠
い
距
離
を
取
っ
て
神
秘
性
と
権
威
を
高
め
、
見
え
な
い
支
配
者
と
し
て
統
治
し
よ
う
と
心
が
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
W
illo
u
g
h
b
y
,
C
h
arle
s
A
.
an
d
Jo
h
n
C
h
am
b
e
rlain
,
M
a
cA
rth
u
r:
1
9
4
1
19
5
1
V
ictory
in
th
e
P
a
cific.
W
illiam
H
e
in
e
m
an
n
L
td
.
1
9
5
6
,
p
p
.2
8
7

2
8
8
.
(
)
新
木
正
之
介
｢
ブ
ラ
イ
ス
の
こ
と｣
川
島
保
良
編
集
『
回
想
の
ブ
ラ
イ
ス』
回
想
の
ブ
ラ
イ
ス
刊
行
事
務
所
、
一
九
八
四
年
、
一
六
二
│
一
六
四
頁
。
吉
田
伸
弥
『
天
皇
へ
の
道』
講
談
社
文
庫
、
二
二
四
頁
。
(
)
高
橋
絋
｢
解
説
昭
和
天
皇
と
｢
側
近
日
誌｣
の
時
代｣
、
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
三
三
二
頁
。
(
)
高
橋
絋
｢
解
説
昭
和
天
皇
と
｢
側
近
日
誌｣
の
時
代｣
、
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
三
〇
七
│
三
〇
八
頁
。
(
)
“
T
ab
u
late
d
S
tate
m
e
n
t,
S
h
o
w
in
g
C
h
an
g
e
s
in
M
e
m
b
e
rsh
ip
o
f
P
h
ilad
e
lp
h
ia
Y
e
arly
M
e
e
tin
g
s
(
A
rch
S
t.)
fo
r
th
e
Y
e
ar
E
n
d
in
g
T
w
e
lfth
M
o
n
th
3
1
,
1
9
4
5
.
(
G
ran
d
T
o
tal
M
e
m
b
e
rsh
ip
,
in
clu
d
in
g
U
n
ite
d
M
e
m
b
e
rs,
1
2
/3
1
/4
5
51
3
3
)”
,
ハ
ヴ
ァ
フ
ォ
ー
ド
大
学
図
書
館
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ィ
ス
ト
、
メ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
ー
ダ
ー
ル
フ
(
M
s.
M
ary
C
rau
d
e
ru
e
ff)
さ
ん
ご
提
供
の
資
料
に
よ
る
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
p
.1
9
3
19
4
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
、『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
五
│
一
六
頁
。
な
お
、
ピ
ケ
ッ
ト
の
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
戦
後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
986
九
三
依
頼
に
よ
る
公
開
書
簡
に
関
し
て
はV
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
o
p
.
cit.
p
p
.1
8
5
18
6
.
(
)
高
橋
紘
｢
解
説
昭
和
天
皇
と
｢
側
近
日
誌｣
の
時
代｣
、
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
三
二
七
│
三
二
八
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
0
6
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
、『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
四
一
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
2
0
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
、『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
七
一
│
七
二
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
W
in
d
ow
s
for
th
e
C
row
n
P
rin
ce,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
5
2
,
p
.1
2
5
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
小
泉
一
郎
訳
『
皇
太
子
の
窓』
文
芸
春
秋
、
一
九
五
三
年
。
二
〇
〇
│
二
〇
四
頁
。
(
)
宮
内
庁
長
官
の
田
島
道
治
は
天
皇
か
ら
望
ま
れ
て
長
官
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
前
の
旧
態
依
然
た
る
状
態
が
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
宮
内
庁
の
体
制
で
は
天
皇
制
の
存
続
は
危
う
い
と
考
え
た
芦
田
均
首
相
が
、
宮
内
庁
長
官
と
侍
従
長
を
天
皇
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
更
迭
し
て
、
決
定
し
た
人
事
で
あ
る
。
着
任
後
、
田
島
道
治
宮
内
庁
長
官
お
よ
び
三
谷
隆
信
侍
従
長
と
天
皇
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
田
島
道
治
が
東
宮
顧
問
へ
迎
え
た
小
泉
信
三
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
侍
従
長
の
期
間
を
含
め
て
五
二
年
間
に
わ
た
っ
て
昭
和
天
皇
の
侍
従
を
務
め
た
徳
川
義
寛
に
よ
れ
ば
、
田
島
道
治
が
長
官
就
任
の
際
に
、
天
皇
が
｢
小
泉
信
三
を
是
非｣
と
主
張
し
て
抵
抗
し
た
い
わ
ば
対
抗
馬
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
徳
川
義
寛
『
侍
従
長
の
遺
言
昭
和
天
皇
と
の

年』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四
二
頁
。
(
	)
山
内
慶
太
｢
小
泉
信
三
が
願
っ
た
お
二
人
の
や
す
ら
ぎ｣
『
文
藝
春
秋』
、
二
〇
一
九
年
五
月
号
、
二
八
八
頁
。
(

)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
W
in
d
ow
s
for
th
e
C
row
n
P
rin
ce,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
5
2
.
p
.3
0
0
。
(
)
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
小
泉
一
郎
訳
『
皇
太
子
の
窓』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
三
年
、
四
八
一
│
四
八
二
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
、W
in
d
o
w
s
fo
r
th
e
C
ro
w
n
P
rin
ce
,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
5
2
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
小
泉
一
郎
訳
『
皇
太
子
の
窓』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
三
年
。
英
語
の
原
著
の
写
真
の
表
題
は
“
1
9
4
7
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説
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四
G
e
n
e
ral
E
ich
e
lb
e
rg
e
r
an
d
th
e
tw
o
p
rin
ce
s
at
H
an
e
d
a”
で
あ
り
、
日
本
語
訳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の
表
題
は
⑧
、
⑨
と
も
に
｢
皇
居
内
で
の
天
皇
ご
一
家｣
で
あ
る
。
(
)
た
だ
し
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
は
、
最
終
的
に
は
三
語
に
と
ど
ま
ら
な
い
文
字
を
黒
板
に
書
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
(
)
エ
ス
タ
ー
・
Ｂ
・
ロ
ー
ズ
記
念
出
版
委
員
会
編
集
・
発
行
『
一
ク
エ
ー
カ
ー
の
足
跡』
一
九
八
〇
年
、
二
四
│
二
五
頁
。
(
)
エ
ス
タ
ー
・
Ｂ
・
ロ
ー
ズ
記
念
出
版
委
員
会
編
集
・
発
行
『
一
ク
エ
ー
カ
ー
の
足
跡』
一
九
八
〇
年
、
二
五
頁
。
(
)
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
が
、
皇
太
子
と
正
田
美
智
子
と
の
結
婚
に
あ
た
っ
て
、
強
く
勧
め
た
の
は
二
人
が
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
手
元
に
置
い
て
自
分
た
ち
で
育
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
(
)
木
下
道
雄
『
側
近
日
誌』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
、
四
八
│
四
九
頁
。
橋
本
明
『
平
成
の
天
皇』
文
藝
春
秋
、
一
九
八
九
年
、
三
二
二
│
三
二
四
頁
。
(
)
橋
本
明
『
平
成
の
天
皇』
文
藝
春
秋
、
一
九
八
九
年
、
三
二
〇
│
三
二
一
頁
。
(
)
護
国
神
社
な
ど
に
は
戦
死
し
た
兵
士
の
遺
品
な
ど
を
陳
列
し
た
記
念
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
出
征
前
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
家
族
親
族
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ん
坊
を
抱
い
た
妻
と
天
皇
か
ら
の
栄
誉
あ
る
命
を
受
け
て
こ
れ
か
ら
出
征
す
る
夫
で
あ
り
父
親
で
あ
る
出
征
兵
士
の
記
念
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
横
に
は
、
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
陸
軍
か
ら
の
文
書
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
幼
子
の
い
る
父
親
を
一
銭
五
厘
の
赤
紙
で
強
制
的
に
戦
場
へ
と
駆
り
出
し
、
戦
死
さ
せ
る
権
利
が
い
っ
た
い
誰
に
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
可
能
に
さ
せ
て
い
る
の
は
、
現
人
神
の
天
皇
が
頂
点
に
立
つ
最
大
規
模
の
集
団
組
織
で
あ
り
、
召
集
後
に
所
属
し
た
軍
隊
に
お
け
る
集
団
的
圧
力
の
強
さ
は
、
訓
練
に
名
を
借
り
た
新
兵
い
じ
め
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
逸
脱
行
動
を
し
た
兵
士
に
対
し
て
は
、
そ
の
個
人
で
は
な
く
所
属
す
る
小
集
団
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
対
し
て
連
帯
的
に
制
裁
を
加
え
る
制
度
や
、
投
降
す
る
こ
と
な
く
万
歳
攻
撃
で
玉
砕
を
遂
げ
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
む
し
ろ
集
団
主
義
こ
そ
日
本
の
社
会
が
特
徴
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
(
	)
宮
内
庁
Ｈ
Ｐ
｢
天
皇
陛
下
の
ご
感
想
(
新
年
に
当
た
り)
｣
平
成
二
七
年
。h
ttp
://w
w
w
.k
u
n
aich
o
.g
o
.jp
/o
k
o
to
b
a/0
1
/
g
o
k
an
so
/sh
in
n
e
n
-h
2
7
.h
tm
l
二
〇
一
九
年
五
月
五
日
参
照
。
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後
日
本
に
お
け
る
犯
罪
論
の
原
点
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
前
提
的
考
察
984
九
五
()
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
記
者
会
見
｢
ア
メ
リ
カ
訪
問
を
終
え
て
昭
和
天
皇
・
香
淳
皇
后
両
陛
下｣
一
九
七
五
年
一
〇
月
三
一
日
・
皇
居
｢
石
橋
の
間｣
h
ttp
s://s3
-u
s-w
e
st-2
.am
azo
n
aw
s.co
m
/jn
p
c-p
rd
-p
u
b
lic-o
re
g
o
n
/file
s/o
p
d
f/1
2
0
.p
d
f
二
〇
一
九
年
七
月
三
〇
日
確
認
。
な
お
氏
名
は
匿
名
と
し
た
。
(
)
宮
内
庁
Ｈ
Ｐ
｢
天
皇
陛
下
お
誕
生
日
に
際
し
(
平
成
一
三
年)｣
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
八
日
の
記
者
会
見
h
ttp
://w
w
w
.k
u
n
aich
o
.
g
o
.jp
/o
k
o
to
b
a/0
1
/k
aik
e
n
/k
aik
e
n
-h
1
3
e
.h
tm
l
二
〇
一
九
年
五
月
二
日
確
認
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
Q
u
iet
P
ilgrim
a
ge,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
7
0
,
p
.2
5
0
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
三
七
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
W
in
d
ow
s
for
th
e
C
row
n
P
rin
ce,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
5
2
.
p
p
.4
9
50
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
小
泉
一
郎
訳
『
皇
太
子
の
窓』
文
芸
春
秋
、
一
九
五
三
年
、
七
七
頁
。
(
)
村
井
長
正
『
一
ク
エ
ー
カ
ー
の
足
跡
エ
ス
タ
ー
・
Ｂ
・
ロ
ー
ズ
を
偲
ん
で』
エ
ス
タ
ー
・
Ｂ
・
ロ
ー
ズ
記
念
出
版
委
員
会
編
集
・
発
行
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
九
│
三
三
〇
頁
。｢
第
三
章
思
い
出
集｣
の
｢
一
般
の
方
々｣
の
中
に
あ
る
村
井
長
正
が
寄
稿
し
た
文
。
(
)
エ
ス
タ
ー
・
Ｂ
・
ロ
ー
ズ
記
念
出
版
委
員
会
編
集
・
発
行
、『
一
ク
エ
ー
カ
ー
の
足
跡
エ
ス
タ
ー
・
Ｂ
・
ロ
ー
ズ
を
偲
ん
で』
一
九
八
〇
年
、
三
九
二
頁
。｢
第
三
章
思
い
出
集｣
の
｢
海
外
よ
り｣
の
中
に
あ
る
ウ
ル
フ
・
メ
ン
デ
ル
が
寄
稿
し
た
文
。
(
	)
B
o
rto
n
,
H
u
g
h
,
S
p
a
n
n
in
g
Ja
p
a
n
’s
M
od
ern
C
en
tu
ry.
五
百
旗
頭
真
監
修
、
五
味
俊
樹
訳
『
戦
後
日
本
の
設
計
者』
朝
日
新
聞
出
版
、
一
九
九
八
年
、
三
六
一
頁
。
(

)
賀
川
豊
彦
は
一
九
四
六
年
一
月
に
二
時
間
に
わ
た
っ
て
天
皇
と
会
見
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
説
明
し
、
植
村
正
久
の
娘
で
一
九
一
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ウ
ェ
ズ
リ
ー
大
学
を
卒
業
し
て
い
た
植
村
環
は
敗
戦
後
約
一
年
間
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
て
一
九
四
七
年
三
月
に
帰
国
し
た
の
ち
、
皇
太
后
の
求
め
に
よ
っ
て
毎
週
皇
女
た
ち
に
聖
書
を
教
え
る
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
に
は
、
讃
美
歌
は
歌
わ
な
か
っ
た
が
天
皇
が
三
か
月
に
一
回
ほ
ど
参
加
し
、
秩
父
宮
や
三
笠
宮
と
も
話
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
植
村
環
に
よ
る
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
は
約
五
年
間
続
い
た
が
、
占
領
軍
に
よ
る
統
治
が
正
式
に
終
了
し
た
の
ち
、
突
然
宮
中
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
賛
美
歌
を
歌
っ
た
り
、
祈
っ
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
を
申
し
渡
さ
れ
て
、
終
了
し
法と政治 70巻 3号 (2019年 11月)
論
説
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九
六
た
と
い
う
。M
o
o
re
,
R
ay
,
A
.
“
S
o
ld
ie
r
o
f
G
o
d
:
M
acA
rth
u
r’s
A
tte
m
p
t
to
C
h
ristian
ize
Jap
an
.”
レ
イ
・
ム
ー
ア
｢
神
の
兵
士
日
本
を
キ
リ
ス
ト
教
国
と
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
試
み｣
レ
イ
・
ム
ー
ア
編
『
天
皇
が
バ
イ
ブ
ル
を
読
ん
だ
日』
講
談
社
、
一
九
八
二
年
、
三
九
│
四
一
頁
。
(
)
加
藤
恭
子
『
田
島
道
治
昭
和
に
｢
奉
公｣
し
た
生
涯』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
二
〇
〇
二
年
、
二
七
二
頁
。
(
)
V
in
in
g
,
E
lizab
e
th
G
.
R
etu
rn
to
Ja
p
a
n
,
J.B
.
L
ip
p
in
co
tt
C
o
m
p
an
y
,
P
h
ilad
e
lp
h
ia,
1
9
6
0
,
p
.2
1
5
.
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
レ
イ
、
秦
剛
平
・
秦
和
子
訳
、『
天
皇
と
わ
た
し』
山
本
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
六
五
│
二
六
六
、
二
六
七
頁
。
(
)
私
が
ハ
ヴ
ァ
フ
ォ
ー
ド
大
学
図
書
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
閲
覧
し
た
二
〇
一
六
年
当
時
は
メ
モ
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
文
面
を
記
憶
し
て
は
(
下
品
な
落
書
き
の
書
か
れ
て
い
た)
ト
イ
レ
に
行
っ
て
メ
モ
用
紙
に
書
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
そ
の
メ
モ
が
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
も
と
よ
り
本
稿
に
お
い
て
は
単
な
る
言
及
に
と
ど
め
る
方
針
で
あ
る
が
、
本
稿
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ
て
再
確
認
す
る
べ
く
二
〇
一
八
年
と
二
〇
一
九
年
に
再
度
閲
覧
を
希
望
し
た
が
、
二
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
図
書
館
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
改
修
と
整
理
の
た
め
に
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
閉
鎖
す
る
と
の
こ
と
で
再
確
認
の
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ま
す
ま
す
衰
え
を
み
せ
る
記
憶
力
に
よ
る
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
点
が
あ
る
こ
と
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
参
考
文
献
(
本
文
や
注
で
言
及
し
記
載
し
た
文
献
を
除
く)
安
藤
良
雄
編
『
昭
和
経
済
史
へ
の
証
言
上
・
中
・
下』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
五
│
一
九
六
六
年
。
五
百
旗
頭
真
『
米
国
の
日
本
占
領
政
策
戦
後
日
本
の
設
計
図
上
・
下』
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
〇
年
。
五
十
嵐
暁
郎
編
『
象
徴
天
皇
の
現
在
政
治
・
文
化
・
宗
教
の
視
点
か
ら』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。
大
沼
保
昭
『
東
京
裁
判
、
戦
争
責
任
、
戦
後
責
任』
東
信
堂
、
二
〇
〇
七
年
。
河
西
秀
哉
『｢
象
徴
天
皇｣
の
戦
後
史』
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
。
勝
野
駿
『
昭
和
天
皇
の
戦
争』
、
図
書
出
版
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、
一
九
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年
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Ｋ
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史
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〇
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岡
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ボ
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Ｑ
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。
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A Preliminary Study of the Starting Point of Crimes and
Christianity after World War II, Japan
Jun AYUKAWA
This paper is a preliminary study examining how the behavior and deci-
sions made by Emperor Hirohito did not constitute war crimes and how he
was never prosecuted for them, nor forced to resign. He retained the status
of emperor throughout his life. Emperor Hirohito, also known as Showa
Emperor, reigned from the age of 25 in 1926, until his death at 88 in 1989.
This paper proposes that Christian churches and groups supported and as-
sisted the Emperor so that he was able to avoid prosecution for war crimes
and thus permitted the survival of the Imperial family. The themes of this
paper will be examined from the perspective of social constructionism on so-
cial problems.
This study examines how Christians chose to assist the Emperor, even
though he was head of Shintoism, which suppressed Christianity in Japan be-
fore WW II, and manipulated the Japanese people during the war to sacrifice
their lives in battle. Can the rationale explaining the support by the Christian
groups be attributed to anti-ethnocentrism, generosity or philanthropy?
Many subordinate and lower ranking soldiers following the Emperor’s or-
ders who had abused prisoners of war, as well as those on the battlefield
were found guilty of war crimes and executed. How were Christians who
supported the emperor able to compromise their Christian beliefs in order to
help the emperor maintain his status? This paper also studies how the Em-
peror’s denial of responsibility has influenced Japanese society for the long
term after WW II. Another important theme of this paper is demonstrating
how Christian groups succeeded in educating the generation after the war to
adopt peaceful coexistence.
